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東北地方におけるヒノキ人工林の

生育状態と造林上の問題点
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Growth Condition of the Plantations of Chamaecyparis obtusa 

and its Si1viculturaI Problems in Tohoku District Japan 

要 旨:ヒノキ天然分布の北限は福島県いわき市付近の北緯 3701びであり，東北地方は，大体，

天然分布以北を占めている。東北地方には明治末期から大正中期にかけて，大面積のヒノキ造林が実

施されたが，それらは戦後積極的 1<:伐採され，林業経営と木材需給1<:大きい役割を果した。しかし，

東北地方のヒノキ造林1<:は否定的な意見が支配的で.ヒノキ造林はほとんど実施されなかった。との

調査研究は，東北地方のヒノキ人工林の実態を把握し，造林上の問題点を明らかにして，ヒノキ造林

を進める場合の基準を示すために実施された。 6 齢級以上の造林地の資料調査から，成長の地域的差

異や林分内客についての傾向を把鐘できた。 ζれによって東北地方を，①ヒノキ造林が期待される地

域，②期待がうすい地域および③両者の接点となる地域に区分し， 12 地区， 28 プロットの人工林調

査を行った。調査地での成長は地域，気候条件，土地条件1<:左右されるが，およそ木曽地方ヒノキ林

に相当していた。また，漏脂病被害状態は地域的条件に支配され，低温気候下で被害が激増し，成長

状態とは反対に，斜面下部・山脚の，湿性土壌で被害が大きかった。したがって，東北地方における
ヒノキ造林の適地条件は，太平洋型および類似の気候地域，海抜 3∞-400m 以下の丘陵性地形の斜
面で適潤性・弱乾性の旬行土であり，低温， とくに 1 月最低気温 -80C 以下および最深積雪1. 0-

1. 5m 以上の地域を避ける必要がある。生産目標を用材林におき，密仕立てとし，ヒノキ純林あるい

はアカマツーヒノキ二段林を目標としたい。
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I まえカすき

奥羽脊梁山地を中執として南北i乙配列する東北地方は，脊梁以西の多雪多雨を特徴とする日本海型気候

と，脊梁以東の少雪夏雨を特徴とする太平洋型気候とに明らかに分れている。日本海地域では造林樹種の

大部分がスギであり，僅少のカラマツ，マツ類をともなってきたが，最近ではカラマツの植栽はほとんど

みられない。それにたいして太平洋地域では，やはりスギを主としているが，カラマツ，マツ類の植栽も

かなりの割合を占めている組。スギは東北地方全域の主要造林樹種であるが，戦後の拡大造林の進展lとと

もなって，高海抜地や多雪地などの不利な環境にも拡大され，不成績造林地がでてきた。奥地造林のにな

い手として登場したカラマツも，先枯病，材質などから問題が多く，太平洋地域では，現在なお造林樹種

として採用されているものの，日本海地域では，ほとんど造林されていない乙とは前述のとおりである。
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一方，太平洋地域の低海抜地ではアカマツが主要造林樹種となっているが， アカマツには， 昭和 40 年

代から関東以西地域lと激害型の枯死現象があらわれ， それがマツノザイセンチュウによるととがわか

り 1ベ当時，安全地帯とみられていた東北地方にも，最近，散発的iと被害が発生してきた。

自然条件がきびしし また， 集約林業技術が定着していない東北地方では， 当時の木材需給の動向か

ら，良質材生産への努力がつみ重ねられつつあったが，そのような情勢下でヒノキ丸太が有利に取引きさ

れたため，ヒノキ人工林の伐採，利用が急速に促進され，それとともに東北地方にもヒノキ造林を望む声

が大きくなった。

しかしながら，東北地方のヒノキ造林にたいしては否定的な意見が大部分を占め，ヒノキ造林lと疑問が

なげかけられてきた跡調〕。東北地方のヒノキ造林については調査，研究の実績も少なく，その生育状態も

把握されていない。 しかし，一方では， 60 年前後のヒノキ人工林の伐採が急速に進められ，利用期のヒ

ノキ人工林が消滅しつつあった。

とのような背景から，林業試験場東北支場では， 昭和 45 年から 3 か年にわたって，東北地方の代表地

域のヒノキ人工林について，土壌，造林，病害の観点から調査を実施し，ヒノキ人工林の生育実態と造林

可能性について追求した。

調査結果については， ζれまで予報的lζ却制，あるいは，一部について，林分の物質生産印刷SD，業分

析制〉などの発表があったが， 今般，調査全体について総合的にとりまとめるととにした。調査終了後，

かなりの年月が経過し，その間に，わが国の林業事情も変わりつつあるが，東北地方iと造林されたヒノキ

人工林の実態を明らかにするととは，今後のヒノキ造林の推進に具体的な根拠を与え，さらに，東北地方

におけるヒノキの基礎研究を進めるにも好都合であると考えられる。

乙の調査を実施するにあたり，調査の実施を可能ならしめた，当時の林業試験場長竹原秀雄博士ならび

に聞東北支場長〈故〉松下規矩氏に感謝の意を表するとともに，林業試験場造林，土じよう部の各部長お

よび関係係官IC謝意を表する。

また，ヒノキ造林の資料調査にあたり，青森，秋田，前橋の各営林局からは国有林資料，東北 6 県林業

所管部課からは民有林資料の提出をいただいた。業務で多端にもかかわらず，資料の収集についてど協力

をいただいたことにたいし，厚くお礼を申し上げたい。さらに，現地調査にあたり，遠野，宮古，大槌，

岩手，野辺地，仙台，沼田各営林署の署長はじめ係官から種有のど便宜を賜わった。とれらの各位にたい

して衷心からお礼を申し上げる。

E 調査研究経過の概要

前述のような背景から東北地方のヒノキ人工林の生育状態を早急に把握し，造林の可能性について明

らかにする必要があったため，調査を進めるにあたって，東北地方全体の概況を把握することができるよ

うに，おおまかにつぎの地域区分をお乙ない，調査地を選定した。

1) 既往の造林実績からみてヒノキ造林が期待される宮城県以南

2) 造林の期待がうすい多雪地帯の山形，秋田県および東北北部の青森県

3) 前 2 者の中聞を占め，ヒノキ造林の接点とみられる岩手県

とくに，岩手県は太平洋岸から奥羽山地にかけて展開し，自然環境からは，いわゆる東北地方の縮図と

もみられ，また，ヒノキ人工林も多いと乙ろから，現地調査の重点を岩手県においた。
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年度別調査概要はつぎのとおりである。

昭和 45 年度

成長と環境調査(育林第 2，第 3 研究室戸

遠野営林署管内琴畑地区 43 林班iとs小班，林齢 66 年，プロット数 3

宮古営林署管内山団地区 32林班，林齢 58~62 年，プロット数 2

昭和 46 年度

成長と環境調査〈育林第 2，第 3 研究室戸

遠野営林署管内琴畑地区 43 林斑ICs/J、班，林齢 62~66 年，プロット数 2

遠野営林署管内笛吹地区 24 林班ろ1小班，林齢 58~61 年，プロット数 3

大槌営林署管内金沢地区 107 林班に小斑，林齢 55~58 年，プロット数 2

岩手営林署管内御堂・子抱地区 44 林班は1小班， 19 林班い1小班，林齢 43~45 年，プロット数 2

岩手営林署管内前森地区 460 林班に小班，林齢 62~63 年，プロット数 2

野辺地営林署管内横沢地区 275林班い小斑，林齢 48~51 年，プロット数 2

漏脂病被害調査〈樹病研究室〉

遠野営林署管内琴畑地区 43林班ICs小班，プロット数 5

大槌営林署管内金沢地区 107 林班に小班，プロット数 2

宮古営林署管内山田地区 32 林班，プロット数 2

岩手営林署管内御堂・子抱および前森地区 44林涯は1小斑， 19 林斑い1小班， 460 林班IC小班，プロ

ット数 4

昭和 47 年度

成長と環境調査(育林第 2，第 3 研究室戸

仙台営林署管内愛子地区 43林班わ小班，林齢 51~53 年，プロット数 2

仙台営林署管内川崎地区

仙台営林署管内作並地区

酒田営林署管内青沢地区

54林班い1小班，林齢 57年，プロット数 2

143 林斑い小班，林齢 54年，プロット数 2

73 林班ろ小班，林齢 59~61 年，プロット数 2

真室川営林署管内高坂地区 49林班え小班，林齢 56~57 年，プロット数 2

漏脂病被害調査(樹病研究室〉

酒田営林署管内青沢地区 73林班ろ小班，プロット数 2

真室川営林署管内高坂地区 49 林斑え小班，プロット数 2

乙の調査研究の業務分担はつぎのとおりである。

主 査 育林部長 山谷孝一〈元，東北支場長)

林分調査 育林第 2研究室 加藤亮助〈現，浅川実験林長)

研〈現究，室)造林第 2
森 麻須夫(主任研究官〕

土壌調査 育林第 3 研究室 藤田経治(現，本場土じよう肥料研究室長)

研(現究，室土〉 じよう
丸山明雄〈現，本場地質研究室長〉

後藤和秋(主任研究官〉

ホ〉 現，造林第 2 研究室，土じよう研究室
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被害調査 樹病研究室 佐藤那彦(元，北海道支場保護部長〉

横沢良憲(主任研究官〉

圧司次男( 同 ) 

この調査研究のとりまとめにあたっては，林分および被害調査の計算，整理を森 麻須夫，土域分析を

後藤和秋，全体とりまとめおよび原稿作成を山谷孝ーが担当した。なお，被害調査のとりまとめにあたっ

ては，樹病研究室の調査結果(昭和 46， 47 年度研究担当官打合せ会議資料， 東北支， 樹病研)を参考と

した。

園 東北地方におけるヒノキ人工林の動向と現状

1. ヒノキ人エ林の動向

調査当時における東北地方の国有林の針葉樹樹種別蓄積は Table 1 のとおりでありBR 天然林をとも

なうスギ，ヒパ，マツ類は，針葉樹蓄積の 90% 以上を占めているが，主要造林樹種であるカラマツがヒ

ノキよりも低い蓄積であるととは注目される。

しかしながら，ヒノキ人工林は， 戦後， 積極的 !C伐採， 利用されたため， 乙の調査を開始した当時の

Table 1. 東北地方における国有林の樹種別蓄積(昭和 44 年度現在)

Volume of main co凶fers in the national forest of the Tohoku 
district (1964). (1，∞Om8) 

県 511J ス ギ マツ類
Prefecture Cηvptomeγia Pinus 

青森 Aomori 3, 983 2, 159 

岩手 Iwate 1, 558 2, 663 

宮城 Miyagi 835 1, 156 

秋田 Akita 14, 021 333 

山形 Yamagata 2, 295 205 

福島 Fukushima 2, 384 2, 934 

計 Total I 25, 076 I い50

%I  43, 5 I 16.4 
国有林野事業統計書(昭和 44 年度)による。
After the statitics of national fo問st (1964). 

カラマツ
Larix 

139 

1, 277 

89 

309 

177 

482 

2, 473 

4.3 

ヒ ノf ヒノキ

Thujopsis Chamae-
cy，ρarzs 

16, 345 45 

727 49ヲ

41 300 

574 22 

53 25 

178 1, 787 

17, 918 2, 678 

31.1 4.7 

Table 2. ヒノキ調査以前 10 年聞の東北地方の主要針葉樹蓄積移動

Change of volume of main ∞niferous trees in the Tohoku 
district for 10 years before survey of Chamaecyρaris. 

年 度 針T葉ot樹al総o数f スギ マツ類 カラマツ ヒ ノ守

Year 
confers 

Cryρtomeria Pinus Larix Thujo.ρsis 

昭 35 (1960) 24, 009 9, 981 2, 185 18, 756 

昭 44 (1969) 64, 719 25 , 076 9, 450 2, 473 17, 918 

増 ((d減EC)Increase 
rease) (791) 1, 067 (531) 288 838 

% (1.21) I 4.44 (5.32) (4.47) I 

T計otal 

22, 671 

6, 724 

2, 421 

15, 259 

2, 755 

7, 765 

57, 595 

100.0 

(I,OOOm3) 

ヒノキ
Chamae-
cypans 

3, 141 

2, 678 

(463) 

(14.74) 
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Fig. 1.最近における青森・秋田営林局管内のヒノキ人工林の蓄積・伐採量の移動

The movement of growing stock and cut volume in the plantations 
of C加maecyparis in the areas of Aomori 叩d Akita regional forest 
o伍ces in recent 20 years. 

カラマツ蓄積は 13~ぢの増加Table 2 Iと示すように， 10 年前IC比較して，10 年間の蓄積移動をみると，

カラマツはスギとともに拡とれは，ヒノキ蓄積は 15% の減少を示している。を示しているのにたいし，

ヒノキの造林がなされなかった乙とが大きくひびいている。つま大造林の対象樹種として造林されたが，

り，伐採と造林がカラ 7ツとヒノキではまったく対照的であったことを示している。

最近 20年聞における青森，秋田両営林局管内のヒノキ人工林の蓄積と伐採について示したのが Fig.1

昭和 38 年から 42 年にヒノキの伐採は昭和 33 年頃から活発となり，である。青森営林局の例をみると，

漸減して昭和 33 年なみになっている。伐採にともなってヒノキの蓄積

も減少し， 20 年聞に当初蓄積の約 10%減となっている。とのようなことから，東北地方では昭和 30 年か

ら 40 年にかけて，かなり積極的にヒノキ人工林が伐採，利用された乙とがわかる。

かけて大量に伐採され，その後，

ヒノキ造林の沿革2. 

東北地方におけるヒノキ人工林は，明治末期から大正中期にかけての特別経営事業によって造林された

ヒノキ造林の歴史は東北地方でも江戸時代にさかのぼるようである脚。特別ものが大部分であり，また，

しかも未立木地を対象としたものが多いため，当時の技術水準では官経営時代の造林は大面積にわたり，

かなりの不成績造林地がでたようであその他により，成林過程で病害，事実，険的なものとみなされ，

る。しかし，その後，自然回復して立派に成林したものが多く，とくに，大面積IC造林された遠野地方の

ヒノキ人工林は，戦後「遠野ヒノキ」の銘柄で，青森営林局のドノレ箱になったといわれている加。

東北地方における最近 20年間のヒノキ造林の実態は Table 3 のとおりであり 27U 福島県では国有林，

民有林ともに，継続的iζ ヒノキ造林がおとなわれているが，その他では，民有林で宮城，岩手県に継続的
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Table 3. 東北地方における最近 20年間のヒノキ造林の動向

Tendency of afforestation of Chamaecyparis in the Tohoku 
district in recent 20 years. (ha) 

固有林1) 民有林2)

National forest Private forest 

青i円岩宮秋山jg 福者E 
森 手2s 城吉営田ミs 形 島2-

脅Jロ岩宮秋山j号福主Z 
手2ょfl 城吉同凶 田造よ5 形 島2F[ q 

1955 (昭30) 98 27 3 93 15 2 196 

1956 94 4 29 129 

1957 67 3 30 61 

1958 一 93 一 36 98 

1959 100 2 28 83 

1960 (昭35) 96 6 40 82 

1961 47 3 35 102 

1962 111 1, 157 3 34 106 

1963 

1964 

1965 (昭40)

1966 

1967 

1968 

1969 

1970 (昭45)

1971 

1972 

1973 

1974 (昭49)

注) 1) 菌有林野事業統計書12)

2) 林業統計要覧14)

な造林がみられた程度である。

9 

23 

21 

23 

6 

13 

44 

24 

14 

87 

202 

210 

15 446 

30 一 521 

16 445 

43 540 

21 482 

3 39 一 148 

5 29 138 

3 26 163 

3 48 184 153 

200 

9 35 183 

5 44 217 

8 111 375 

25 70 402 

14 93 385 

46 96 356 

47 94 4 一 361 

しかし，青森営林局管内の岩手， 宮城県下の国有林では， 昭和 45 年からヒノキ造林を採用しており，

また，岩手，宮城，福島県下の民有林でも，その頃からヒノキ造林面積が大幅に増加している。これは木

材需給の動向から，ヒノキ造林がみなおされた結果によるものであろう。事実， 青森営林局で， 昭和 29

年頃から樹種更改が進められた頃は，短期育成の立場からスギ，アカ 7ツ，カラマツが造林樹種として採

用され，ヒノキはヒノキ伐採跡地でさえも造林樹種としては考えられなかった削船。

3. 8 齢級以上のヒノキ人工林の現状(資料調査〉

前述のように，東北地方のヒノキ人工林の生育実態を把握するため，地域的 iと 3 区分して調査地を選定

する乙とにしたが，それと平行して，東北地方全域における 6 齢級以上のヒノキ人工林について，生育概

況を把握するための資料調査を実施した。 6齢級 (26~30 年〉としたのは，一応，林分としての形態を

呈する時期と考えられたからである。資料調査の対象となる一筆の造林地面積を原則的に 0.5ha 以上と

したが，民有林ではそれ以下のものまで多数，収集された。

との資料調査は青森，秋田，前橋(ただし，福島県のみ) 3 営林局管内の国有林，および東北 6県管下
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Table 4. 国有林および民有林における面積階別ヒノキ人工林分布 (6 齢級以上〉

Distribution of plantations of Chamaecyparis by area class in 
national and private forests (above 6 age class). 

区 分
per面(上:S段ta:n積林d 分nu数m階，b Area class 
(Upper : Stand numbe下r.段L:o周we， r9:6) %age) 

Division , /'・ .......... 11. Vlr - 1;.). V .L'--"'" IlV. V J.'_'_' IL..V. V J.''''_' I ......_戸内 ~.， 

計
Total 

\.11 è1ノ I \11<,) I 

青Aom森or営i R林eg.局Fo管r. 内0伍ce 12 1, 088 
1 100 

秋Aki田ta 営Re林g. F局or管.0伍内ce 60 
100 

M前(Fa橋11eK営bua林ssMh局iEZ管zRae内zP.r(eF福fo.)r島.県0伍〉ce 393 
100 

To計tal 171Wl 
2 I 100 

576 
100 

21 43 18 11 
17|2J17 
1 I 100 

の民有林の. 6 齢級以上のヒノキ人工林について実施したものであり，一筆どと?と，位置，面積，林齢，

ha 当りの本数，材積，混交歩合などが記入されている。

国有林および民有林の資料から，ヒノキ人工林の面積階別分布を示したのが Table 4 である。 これを

みると，林分数は， 国有林では青森営林局管内 1 ， 088. 秋田営林局管内 60. 前橋営林局管内(福島県の

み) 393，計 1， 541 林分であり，また，民有林では 576 林分である。

面積階別林分数の分布状況をみると，国有林では1. 0~10. Oha の造林地が 60~70% を占め， 50ha 以

上の造林地もみられるが，民有林では 1.0ha 以下の造林地が 60% 近くもあり， 20ha 以上の造林地はみ

られない。

つぎに，国有林，民有林別に，隣接林分を統合し，東北地方における 6 齢級以上のヒノキ人工林の分布

状況を示したのが Fig.2 である。 ヒノキ林分数は， Table 4 に示したように， 青森営林局管内にきわ

めて多く，秋田営林局管内には少数であったが，ヒノキ造林面積でも，太平洋地域の岩手，宮城，福島県

では大きし秋田，山形県では小さく，青森県では中間を占めていることがわかる。とくに，岩手県では

遠野，花巻営林署管内 lと大面積のヒノキ造林地が分布し，特別経営時代の大面積未立木地造林のなごりを

とどめている。

とにかしヒノキ造林が無理であるとみなされていた東北地方に. 6 齢級以上のヒノキ人工林が，国有

林では青森営林局管内 9， 765ha，秋田営林局管内 441 ha, 前橋営林局管内(福島県) 2， 465ha，民有林

では青森，岩手，宮城県 522ha，秋田，山形県 72ha，福島県 130ha. 合計で国有林 12， 671 ha，民有林

724ha となり，東北全域で 13 ， 395ha も存在している乙とが，資料調査で明らかになった。

つぎに，資料調査で共通してえられた ha 当たりのヒノキ林分材積を使用して， 6 齢級以上のヒノキ人

工林の生育状態について述べてみたい。とれまで述べたように，既往におけるヒノキ造林の実態は太平洋
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国有林 民有林 面積 ha
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41・ 。 1,000 ha 以上

国有林 399 ha 

民有林 19 ha 

• 
泊青森• ... ...八甲田山

.回O 青森県

.，，_._.""・『・.マ3 ・ E_.-、、._.-' v、

十和田胡/ _./..../".....; 

.l._...r 
(. 
1 八幡平

秋回県 ..lt. _ 

ハ~...・
田空胡〕 岩手山 a 

tf 、 . 臼吹
/ 盛岡 v 阜，也峯山

,. _ ... 
秋田 I .. ・・h
o ( ~ .. 邑

・ i 晶一.国\ .回目

回• 
国有林 261 ha 
民有林 13 ha 

。

岩手県

日 団 0• 
本

国有林

民有林

色。 J ・・
\ヘ iF駒山・ ，P 回

海/。 γ一、・5(よO回
... -0 "';<'6 .. 

_d! 山形県 l 0.0 - 0 '-'~ 

' t.J 寛弓 o.‘
、 f o d eooo 

t、 月山 J 、J 凶-...... o. .1 _ 
)t. 0図 f ・白

J 副同丘 山眠 I 0 ，山ム/lL … {;iP量出口j
r. ( 白《
J .~同("-'-._. u 

L~吾妻山j- ご!竺J
/ 、.、『企"臼摘島

( . ...~悌山 o
』国 .0 _ 

r ・f'-- •、J ・・
I 糊代湖九'

< 全 指島県
{ _.J・{・『・，m. .'" J J-・4 、。。固

に・JJ ¥.0)  
.-" ......... t¥. 

、、_..'"

180 ha 

59 ha 

国有林 2,465 ha 
民有林 130 ha 

国有林
5,476 ha 

民有林
77ha 

平

羊
十

固有林 3,890 ha 

民有林 426 ha 

Fig. 2. 東北地方におけるヒノキ人工林の分布状況 (6 齢級以上，昭 47 年現在)

Distribution of plantations of Chamaecy'ρaris in the Tohoku 
district (above 6 age class, 1972). 
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側あるいは日本海側のように，地域によって明らかな特徴があるため，乙乙でも地域別の，各集計単位ど

との齢級別平均値で比較する乙とにした。成長の査定lとは木曽地方ヒノキ林収穫表の主林木材積を使用し

~­
ド』。

Fig.3 は民有林について， Fig.4 は国有林について示したものである。 Fig.4 の福島県には棚倉，

白河，石川，郡山，福島，原町，浪江，富岡，平，勿来，猪苗代，喜多方， 若松の 13 営林署， 太平洋地

域には久慈，宮古，遠野，大船渡，気仙沼，石巻，仙台，白石の 8 営林署，太平洋側内陸，日本海地域に

は岩手，盛岡，花巻， 7.l<i沢，古川，中新田，弘前，大舘，合川，五城目，秋田，和田，大曲，酒田，鶴

岡，新庄，真室川，向町，村山，寒河江，山形，小国の 22 営林署が含まれている。

6 齢級以上のヒノキ林分材積で成長状態をみると，木曽地方ヒノキ林収穫表に比較して，民有林では宮

城，福島県のヒノキ人工林は地位「中j ~r上j，岩手県は地位「中j ~r下j，青森，秋田，山形県は地位

「下J 以下である。また，国有林では，福島県のヒノキ人工林は地位「中」を中心とし，地位「上」から

「下J にかけて分布しているが，太平洋地域および太平洋側内陸，日本海地域は地位「下」以下である。

とのように，民有林，国有林とも，ヒノキ人工林の成長には，地域によって差異があることがわかる。た

だし， 6 齢級以上の林分材積は小班単位のものであるから，ヒノキ林収穫表と直接，対比し，地位査定す

るととは適当ではなく，地位曲線は便宜上挿入したに過ぎない。

国有林，民有林ともに，齢級どとのヒノキ林分材積iζ大きい開きがあり，とくに地位「下」以下では，

その差が極端である。その内容については不明であり，各林分の立地条件，その他の差によるものと理解

されるが，国有林資料〈ただし，資料の都合で秋田営林局管内を含まない) ，とより，ヒノキ混交歩合とヒ

ノキ林分材積について，各地域ごとに検討してみた。その結果は Fig.5 のとおりである。

これによると，太平洋地域および太平洋内陸地域では，ヒノキ林分材積はヒノキの混交歩合が高まると

ともに高くなる傾向が明らかに認められる。しかし，福島県では，齢階どとの変動が大きく，前 2 者のよ

うな傾向は減殺されている。

ヒノキの混交歩合は， 福島県では大体， 80~100% 聞に集中しているが， その他では 0~100% 聞に分

散している。ヒノキの混交歩合が低いことは，造林初期にヒノキが枯損し，広葉樹やアカマツなどの侵入

m3 !ha m3!ha 

太平洋岸地域 Aged圃" 太平洋側内陵地域 , 400 

国ε Fukushima Pref. .. ~ Areas along the Pacific 26-30 ・ Inland areas 
31-35 ・コ areas r& .血 No. =60 36-40 ・ No. =31 

豆r 300 No=77a a-1S・r4ctFF・oA 。 r =0.8822 
41-45 ・

r =0.8052 .. 46-50 。

1ε 

r =0目2227 .. 
"'0. 

.・ "'!IO~ A. . X ! 
4h.oadh 

. f- i ~ 
100-1 --】】ーーーー ー ゐ 2 S - -x  x・ 2oaf w・ 二a二回目白戸ー li-- x 

.4.ah.v瓦0.ii p0 。 .s
aー『r.2.Xi， -・'..も

o L 0.(; ，---4-~ 0';' ・-。も t

Fig.5. ヒノキ人工林における林分材積とヒノキ混交歩合との関係

Relationship between stand volume and mixture rate of 
Chamaecyparis in the plantations of Chamaecy，ρaタis.

4‘ 

~300 

~200 .. 

一一一- ~100 

寸」 。



-12 - 林業試験場研究報告第 325 号

をうけたか，あるいは侵入した広葉樹などで被圧され，枯損したか，などによるものと理解される。

ヒノキの混交歩合の高い福島県では，ヒノキ林分材積のバラツキは立地条件に支配されているとみられ

るが，ヒノキ混交歩合の低い，その他の地域では，ヒノキ林分材積はヒノキの混交歩合に大きく支配され

ているとみることができる。ヒノキの混交歩合の低いのは，造林初期の手入れ，保育にもよると恩われる

が，本質的にはヒノキ造林立地の適否lと支配されているものとみられる。つまり，東北地方に所属してい

るが，福島県(会津地方を除く)は地理的にみて北関東圏と同様にみなきれ，ヒノキ造林上，それほど問

題とはならないが，その他の地域はヒノキ造林上考慮を要することが，資料調査からいえるととである。

W 調査地の選定および調査方法

1. 調査地の選定

調査地選定の方針や年度別調査経過については前述したが，選定された調査地はつぎのとおりである。

① ヒノキ造林が期待される地域

Table 5. 調査地区における局所地形の暫定区分

Temporary division of local relief in the areas surveyed. 

局 所 地 形

垂直区分
Local relief 

傾 斜

S細ubdivisi分on 
Inc1ination Vertical division 

区 分
Division 

凸 部Convex
緩斜 Gentle

台地 Terrace

凹 部Concave
緩斜 Gentle

平坦 Flat
峯 部 Ridge

緩斜 Gentle

丘陵 Hi11 斜 面 Slope
急斜 Steep

山 脚 Foot
緩斜 Gentle

広 Wide
平坦 Flat

峯 部 Ridge 緩斜 Gentle
狭 Narrow 急斜 Steep

斜面上部 Upper slope 凸Convex 緩斜 Gentl巴山地 Montane
斜面中腹 Middle slope 

斜面下部 Lower slope 凹Concave 急斜 Steep

山 脚 Foot
緩斜 Gentl巴

広 Wide 平坦 Flat
峯 部 Ridge

狭 Narrow 緩斜 Gentle亜高山 Subalpine

斜 面 Slope 急斜 Steep
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あやし

宮城県 仙台営林署管内 愛子，川崎，作並地区

② ヒノキ造林の期待がうすい地域

青森県 野辺地営林署管内横沢地区

山形県 酒田営林署管内 育沢地区

真室川営林署管内 高坂地区

① ヒノキ造林の接点をなす地域

岩手県 宮古営林署管内 山田地区

大槌営林署管内

遠野営林署管内

岩手営林署管内

2. 調査方法

1) 調査プロットの設定

調査プロットの設定にあたっては，なるべく地区全般を把握できるように，起伏にもとづく局所地形を

単位とし，林分ならびに土壌条件が，おおむね正常な箇所を選定した。各プロットの代表的な地点に土壌

断面を設定し， また，おおむね 400~500m9 の方形調査区を設けて林分調査を実施した。なお， 各調査

金沢地区

区地森

区
前
地
'
吹

m抱

笛
と
子

畑
町
堂

琴
み
御

プロットの局所地形の表現を，ある程度，地形形成過程を考慮し19う暫定的に Table 5 のようにした。

2) 土壊調査

国有林野土壌調査方法書舶により，断面調査，分析試料採取，植生調査を実施した。採取試料は同方法

書lとより，土壌の理学性および化学性の一般実験に供された。

3) 林分調査

方形調査区内の全立木について，胸高直径，樹高，枝下高を測定した。調査林分では，上層林冠を構成

しているものを上層木，それ以外のものを下層木とし， 上層木中，広葉樹の材積が 20% 以上のものを混

交林，ヒノキ林冠の上層にアカマツなどをともなうような林分を二段林とした。上層木の平均木で，生育

状態がおおむね正常なものを標準木とし，成長解析にあてた。

なお，林分調査の際，ヒノキについて，いわゆる漏脂病による被害調査をおとなった。調査は毎木につ

いて，縦傷痕の長さ，数，高さを測定した。傷痕長は単木どと l乙「長さ (m) X 数」で示し，傷痕高は最

高高度 (m) で示した。

V 調査研究成績および検討

1. ヒノキ人工林調査地の概況

調査地選定方針に基いて選定した各調査地区の概況は Table 6，調査位置は Fig. 6 のとおりである。

乙れによると，調査地区の海抜高は 100~900m の範囲を占め，峯部から 111脚まで種々の地形を包含して

いる。黒色土が主体であるが，丘陵地には赤褐系褐色森林土， 丘陵性山地には褐色森林土， 奥羽 dl地((

は弱ポド、ノソレ化土壌があらわれ， ほぽ， 東北地方の丘陵地， 山麓， 山地!とあらわれる土壌を包含してい

る。

ヒノキ人工林の林齢は，調査当時で， おおむね， 45~65 年であり， ヒノキ純林が多いが， ミズナラあ

るいはアカ 7ツとの混交林，アカ 7ツやアカマツ・モミとの二段林を形成しているものがかなりある。
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Table 6. ヒノキ人工林調査地一覧表

A list of stands surveyed of Chamaecyparis obtusa. 

営林署
調査地区 プロNoッ. ト

林小班 L地and discript況ion St林and ∞ndit況ion 調査年月
県 District Stands ComSupb art-, 

海Al(t抜mitu)d高e Tr樹ee spe種cies ||St林and 齢age 
Date of 

Prefecture forest surveyed Plot No. 土 壌 地 形 survey 
。伍ce compart. Soi1 Topography 

T-l 431とs Blo 崩積 山脚平坦 650 ヒ ノ キ 66 1970. 10 

T-2 11 lBゐ(d) 旬行 斜面凸部 700 ヒ / キ 66 11 

遠野ー琴畑
Tóno・ T-3 11 lBゐ(d) 残積 狭い峯部 750 

ミズナラ
65 11 

Kotohata 
ミズナラ

遠 野
T-4 11 lBゐ(d) 旬行 斜面上部 800 

ヒノキ
62 1971. 5 

T-5 11 Blo(d) 残積 広い平坦峯部 850 ヒノキ 66 11 
T�o ミズナラ

T-6 24ろ1 B1B 館行 斜面凸部 750 58 1971. 5 
ミズナラ遠野ー笛吹 ヒノキ

Tóno・ T-7 11 lBlo(d) 伺行 斜面上部 820 
アカマツ

61 11 

岩 手 Fuefuki 
T-8 11 lBlo 飼行 斜面凹部 720 ヒ / キ 60 11 

Iwate 

宮Miyak古o 宮Miy古aYhーam山nad間a M-l 
32 BB-Im 残積 丘陵峯部 120 ヒ ノ キ 58 1970. 10 

M-2 11 Blo 崩積 山脚緩斜 100 ヒ ノ キ 62 11 

大 槌
大槌ー金沢 0-1 1071C Blo 飼行 山脚金、斜 180 ヒ ノ キ 58 1971. 5 

。zuchi
。zuchi-

BIB 旬行 斜面凸部Kanazawa 0-2 11 280 
ヒノキ

55 11 

岩手ー御堂・ 1 -1 44は1 Blo(d) 旬行 斜面中腹 420 ヒ / キ 43 1971. 7 

岩Iwate手 子抱
Iwate- 1 -2 1% 、1 Bo(d) 残積 丘陵峯部 320 ヒ / キ 44 11 
Midó ・ Kodaki
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岩Iwa手te一- 前森 1 -3 4601<: Bゐ(w) 残積 山麓平坦 500 63 1971. 7 
岩Iwate手 岩Iwat巴手 シラカンノす

Maemori 1 -4 1/ Blo 残積 山麓凸部 580 ヒノキ 62 1/ 

アカマツ

野No辺Yhoe地kjio-ーz横aw沢a N-l 
275~ 、 Bゐ(d) 残積 台地凸部 100 48 1971. 7 

青Aomor森i 野辺地 ヒノキ
Noheji N-2 1/ Blo 残積 台地凹部 90 アカマツ 51 1/ 

ヒノキ

仙Sen台daーi-愛子 5-1 43わ rBo(d) 筒行 斜面上部 320 53 1972. 7 
モミ，ヒノキ

Ayashi 5-2 1/ rBo(d) 残積 丘陵峯部 280 ヒノキ 51 1/ 

アカ 7 ツ

宮Miyag城i 仙5enda台i 仙Sen台daーi-川崎 5-3 54~ 、1 Bo(d) 残積 峯部緩斜 400 ヒ ノ キ 57 1972. 7 

Kawasaki 5-4 1/ Bo 飼行 斜面凹部 360 ヒ ノ キ 57 1/ 

仙5en台daーi-作並 5-5 143~、 BB-PolI 旬行 斜面上部急斜 500 54 1972. 7 
ヒバ

5akunami 5-6 1/ BB-POJ[ 伺行 狭い峯部急斜 450 ヒ ノ キ 54 1/ 

酒5ak田at一a-青沢 5a-1 73ろ rBo(d) 残積 丘陵峯部 260 59 1972. 8 
酒5akata田 アカマツ

Aosawa 5a-2 1/ BlF 残積 山脚平坦 240 ヒ ノ キ 61 1/ 

Y山amag形ata 
M真a 室川 真室川卜高坂 Ma-1 49え rBo(d) 残積 丘陵峯部 300 ヒノ キ 56 1972. 8 
muro- MaII111Kroogsaawka a-
gawa Ma-2 1/ BO'E 崩積 山脚緩斜 240 ヒ ノ キ 57 1/ 
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139' 140' 142・

営林署 調査地区
District Areas 
For_ Dffにe surveyed 

連 里子
遠野一琴畑

遠野一笛吹

宮 古 宮古一山田

大 槌 大槌ー金沢

岩 手
岩手ー御堂・子抱

岩手一前森

野辺地 野辺地横沢

仙台一愛子

イ山 台 仙台川崎

仙台作並

酒 田 酒田一膏沢

Plot 

T-I-5 

T-6-8 

M-l ・ 2

0-1 ・ 2

ト1 ・ 2

1.3 ・ 4

N-l ・ 2

5-1 ・ 2

5-3 ・ 4

5-5 ・ 6

5a.l ・ 2

青森県
Aomori Pref. 
r、-ーJ・、 OHachinoheò

、;-~J'-V、，

, ~・、，..、.

r ",.' 
，，.-'・

、 1.1 ・ 2
草火田県 lJ .3 ・ 4_
Akita Pref. .J・ ・岩手県. s-Iwate P耐a宮古

。 j ()_ M明k。
/ 盛岡 O 

41・

I Morioha T1~5 
・ M.1 ・ 2( T.6=-1I ,.. . . 真室川 真室川一高坂 Ma-l ・ 2

39' 

38・

37・

t 0 ・.・
'1 遠野 0・172
~. T�o 

5a・ 1 ~""'，-， 
・・ L 〆-.~ I 日本海

酒田 Ma.1 ・ 2γ -'-'1. " 

sakata J庄 )宮城県 .......,,-....... 
Japan Sea 

139園

5hinj� ~iyagi Pref.石巻
、 I Ishinomaki 

山形県 j.. 5.5 ・ 6
Yamagata Pref."'''・ 5.3 ・ 4、

" ( 守二;:， 7仙台
r''''' 山形 ! 5.t.2 j5endai 
j Yamag?Y 

( :-、・.-. J I 太平洋
ラ-ー、) -l. _.{¥ I Pacific Ocean 
J ・・_...... 0 v 

'" 福島., Fukushima 
_,_,._., 9 小、 福島県

7 若松'V F向u山JI点k加《札ωu帥』
Wa杭k惜am問a討ts叫u A 

t } 凶-_ いわき
I ，.・_， 1 -', Iwaki 
LJ.f-一一一十-1 0 

ー I ". ;'-"1 
140' 、_. '141・

Fig.6. ヒノキ人工林調査地区位置図

Location of stands surveyed of Chamaecyparis plantations. 

2. 各調査地区の調査成繊

1) 遠野営林署管内

39・

38固

37・

142・

岩手県北上山地内陸部の，広い花闘岩分布地帯 Ir.位置する琴畑地区と花尚岩地帯lと隣接する古生層地帯

の笛吹地区が調査地として選定された。

1-1) 遠野一琴畑地区

乙の地区は遠野市北東約 15km の西流する琴畑川右岸l乙位置し， 海抜 8∞~850m の峯部lと平坦面を

有する準平原状の地形からなり，花尚岩類を基岩としているが，上部花火山灰を混入している。調査地区

は琴畑川 Ir.面し，ほほ南向きの斜面を占めている。との地区に局所地形および林分状態により. 5 プロッ

トを設定した。
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i ) 土壌および植生

プロット No. 1 (T-1) Blo 崩積， 43 林班に2小斑，山脚平坦，海抜 650mo

F : 1cm, ヒノキ腐葉，粗iと堆積。

A1 : 0~5cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , CL，団粒状，軟，湿， mica 多，推移判。

A~ : 5~22cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , CL，寄jれあり，堅，湿， mica 多，推移判。

Bt : 22~47 cm，暗褐 (7.5YR3/3) ， SL，竪，濁，根はζの層の上， 下iζ集中， 深層風化花筒岩，

mica 多，推移明。

B2 : 47~70 cm，暗褐 (7.5YR2.5/2) ， CL，竪，潤， Fe 斑， mica 多，推移明。

C : >70cm，暗褐 (7.5YR 3/3) ， 花街岩礁土。

プロット No. 2 (T-2) lBゐ(d) 衛行， 43 林瑳に2小班，斜面凸部， S 10 0 E ，傾斜 400，海抜 700m。

F : 2cm，ヒノキ腐葉，ややマット状。

A : 0~10cm，黒褐 (7.5YR 2/2) , L，粒状・団柱状，軟，潤，細根多，推移判。

AB1 : 1O~32cm，極暗褐 (7.5YR2/3) ， L，軟，潤，根多，推移漸。

ABI : 32~50 cm，暗褐 (7.5YR2. 5/3) , L，堅，潤， AB1 層界に暗色部あり，推移判。

B : 5O~78cm，褐 (7.5YR4/6) に暗褐 (7.5YR3/3) の模様， L，軟，溜，粘りあり，大粒の mica

多，推移漸。

BC : >78cm，明褐 (7.5YR5/6) ， L，軟，潤，粘りあり， mica 多。

プロット No. 3 (T -3) IBlo(d) 残積， 43 林班 1<::I，j\班，狭い峯部， S，傾斜 250，海抜 750m。

L : 1cm, ミズナラ落葉。

F : 3cm, ミズナラ，その他の腐葉。

A : 0~17cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , CL，粒状，細粒状，粗，潤，推移判。

B1 : 17~38cm，暗褐 (7.5YR3/3) ， L，軟~堅，潤，推移判。

B2 : 38~68 cm, 1ζぷい褐 (7.5 YR5/4) ， いくぶん暗褐模様， L，堅，潤，花岡岩礁多，根ほとんど

なし，推移漸。

C1 : 68~ 100 cm，明黄褐(lOYR6!6) ， SL，竪，潤，大粒 mica 多，推移漸。

C2 : >1∞ cm，黄褐(10YR5!6) ， SL，堅，潤，大粒 mica 多。

プロット No. 4 (T-4) lBゐ(d) 旬行， 43 林班 1<::2小班，斜面上部， S，傾斜 17 0，海抜 800m。

LF : 1cm, ミズナラ，クリ落葉。

F : 2cm, ミズナラ，クリ， ヒノキ腐葉，ややマット状。

HA : 0~2cm，黒褐(10YR 2/3) , CL，団粒状，組，乾，菌糸あり，推移判。

A : 2~12cm，黒 (10YR2/ 1. 5) , CL，弱度の堅果状，軟，潤，細根多，推移判。

AB : 12~22 cm，暗褐(10YR3/3) ， L，軟，潤，腐植の模様あり，推移判。

B1 : 22~42 cm，褐 (lO YR4/4) ， L，軟，潤，花街岩細磯混入，推移漸。

~ : 42~60cm，黄褐 (10YR5/8) ， L，堅，潤， mica 多，推移漸。

C : >60cm，黄褐(10YR 5/6) , L，堅，潤，花岡岩細礁多， mica 多，花開岩塊介在。

プロット No. 5 (T-5) Blo(d) 残積， 43 林班lとa小斑，広い平坦峯部， S400W，傾斜 70，海抜 850m

(Photo. 1) 。
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s ←一 T・5
T-4 

LF : lcm, ミズナラ，クリ落葉。

F : 2cm, ミズナラ，クリ，ヒノキ
T.3 ミズナラ 12m 

韮 ミズナラ 12m
害 T.2 ヒノキ 15 ヒノキ1l -10m 腐葉，ややマット状。通 T.l ヒノキミズナラ 12 ヒノキ 12-7m
川じノキ 17m 官 ~ Q~マ少。珪り r900 

。

16m 

200 

lBlo(d) 
残積

400 

lBlo(d) 
旬行

600 

Blo(d) 
残積

800 

800 

700 

600 

O 
1,000 m 

Fig.7. 遠野一琴畑地区における局所地形と土壌・林相

Relationshio between local relief and soil-stand 
type at the T�o-Kotohata area. 

A1 : O~3cm，黒 (7.5YR2/1) ，

CL, 団粒状・粒状，軟， 潤~湿，菌糸

臭あり，推移漸。

A2 : 3~l1 cm，黒 (7.5YR 2/1) , 

CL, 弱度の箆果状， 軟~堅，潤，中根

多，推移判。

AsB : 11~25cm，黒褐 (7.5YR3/2) ，

CL，弱度の竪果状，軟，潤，推移判。

B : 25~54cm，褐 (lO YR4/6) ， CL，軟~堅，潤，腐植模様あり，クサリ礁混入，推移判。

C : >54cm，黄褐 (lO YR5/8) ， L，軟~堅，潤， mica 多，拳大の花関岩礁多。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， T-l, T-2 (Photo. 2) はヒノキ純林， T

3, T-5 はヒノキ・ミズナラ混交林， T-4 はミズナラーヒノキ二段林である (Photo 3) 。

との地区における局所地形と土壊・林相の対応は Fig. 7 のようになり，ヒノキ人工林は斜面下部では

純林状を呈しているが，上部に移行するにつれて広葉樹の混交が多くなり，ヒノキ・ミズナラ混交林ある

いはミズナラーヒノキ二段林を形成している。

ii) 土壊の理化学性

土壌の理学性は Appendix-Table 2，化学性は Appendix-Table 3 のとおりである。

山脚および山頂の平坦部では黒色土であるが，斜面では淡黒色土の形態となり，適潤性ないし同偏乾亜

型として識別される。堆積様式は山脚では崩積，斜面では旬行，山頂平坦では残積となっている。土壌の
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Fig. 9. 遠野一琴畑地区における土壌の堆積状態と化学性

Relationship between deposited condition and chemical 
properties of soi1s at the T�o-Kotohata area. 

。

B1D lB1D(d) 

。

山脚崩積土は斜面筒行土に比較して，Fig. 8 を作成したが，堆積様式と土壌理学性の関係をみるため，

水分が多く，粗孔隙が少なしまた，山頂残積土は容積重が大きい，などの傾向がわずかにうかがわれる

程度で，あまりはっきりした傾向は認められない。

乙の地区の土壌断面には，下層に雲母や花尚岩礁を混入し，深層風化花筒岩を母材としているが，付近

の種山高原や笛吹峠の準平原面には，表層に火山ガラスを主とする火山灰を堆積しているところから(山

ζの地区にも火山灰の堆積は考えられる。表層の容積重が比較的小さかったり，合谷・仙石:未発表)，

水量が高いととなどからも，火山灰の影響が類推され，また，黒色土を基本にしていることからも火山灰

母材に由来しているものとみたい。

つぎに，土壌の堆積様式と化学性との関係について示したのが Fig. 9 である。これをみると，山脚崩

積土は峯部残積土iζ比較して，酸度が低く，置換性 Ca が多く， Ca 飽和度がきわめて高い特徴があり，窒

素含量も高いととろから，明らかに肥沃であるととがわかる。斜面筒行土の化学性は，ほぽ両者の中聞を

占めている。乙のような，局所地形と土壌の堆積様式，化学性との関係は，一般的な傾向とみて差しっか

えない制。

林分組成・成長と土壌条件、B
，
，
-
E
 

・

I
・
-

林分組成は Appendix-Table 4 のとおりである。

ζの地区のヒノキ人工林の成長状態を木曽地方ヒノキ林収穫表〈同一収穫表使用のため，以後，とくに

斜面中腹以下の T-l ， T-2, T-3 明記しない)を使用し，上層木の平均樹高によって地位を査定すると，

T-2 は地位は地位「中J，斜面上部の T-4， T-5 は地位「下J IC相当している。しかし，材積では T-l，

「上J ， T-3 は地位「中J ， T-4, T-5 は地位「下」となっている。 T-l， T-2 が地位「上j の材積を保有

しているのは， T-l のように直径成長も関係するが， 大体， 本数lと支配されている。 T-4， T-5 は直径

からみても地位「下」に相当している。大体， 60 年で ha 当たり 1 ， 300 本程度の本数では直径成長にあま
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Table 7. 遠野ー琴畑および遠野ー笛吹地区の主要土壊理学性平均値 (60cm 深度)

Mean values of major physical properties of soil to 60 cm depth 
in T�o.Kotohata and Tõno・Fuefuki areas. 

容積重 M採水oi取分stu時量re 最小容気量 粗孔隙 透水性
調査地区 土 壌 Air Coarse Permea-

Stands surveyed Soils 
Volume content of capacity pore bility 
weight fresh soil 

(%) (%) (ccfmin) 
く%)

T-l Blo 崩 55 57 -3 23 44 

遠野ー琴畑
T-2 lBゐ(d) 旬 59 40 4 34 80 

Tõno・ T-3 lBlo(d) 残 63 40 4 35 60 
Kotohata T-4 lBlo(d) 儒 63 51 3 27 36 

T-5 Bゐ(d) 残 53 58 4 25 18 

遠野一笛吹
T-6 BtB 旬 41 42 9 42 49 

Tõno・ T-7 lBlo(d) 伺 35 55 5 32 109 
Fuefuki T-8 lBlo 旬 43 46 7 39 78 

Table 8. 遠野一琴畑および遠野ー笛吹地区の主要土域化学性平均値 (30cm 深度)

Mean values of major chemical properties of soil to 30 cm depth 
in Tõno・Kotohata and T�o-Fuefuki areas 

置C換a性 C塩換a容基tio量置n Ca 炭素 窒素 置換酸度 飽和度
調査地区 土 壊 Nitro・

pH Exch. Exch. Degree 

Carbon gen acidity Ca exch. of Ca 
Stands surveyed Soils (HsO) (m.e.f 

capacity satu-

(%) (%) (Yl) 100g) 
(m.e.f ration 
100g) (第)

T-1 B1D 崩 11.4 1.0 5.7 2.5 16.5 48.4 30.2 

遠野ー琴畑
T-2 lBlo(d) 旬 4.3 0.4 5.3 6.0 3.5 22.4 12.8 

Tõno・ T-3 lBlo(d) 残 7.6 0.5 4.9 12.8 0.8 24.4 3.0 
Kotohata T-4 lBゐ(d) 伺 7.7 0.5 5.6 12.3 0.9 30.2 3.0 

T-5 Blo(d) 残 12.6 0.9 5.5 5.6 1.2 37.0 3.3 

遠野ー笛吹 T-6 卜川トE田田UBd川D d> 旬 14.7 I 0.8叶7叶川 554. 752 111 1936 。5 7 0.9 44.9 2.0 T�o- T-7 筒 10.4 I o. 1.9 34.9 4.8 
Fuefuki 

T-8 伺 10.6 I o. 4.4 35.4 11.9 

り影響しないようである。

Appendix.Table 2, Table 3 から， 60cm 深度の理学性平均値および 30cm 深度の化学性平均値を

示したのが Table 7, 8 である。 乙れによると，山脚，斜面下部の T-l ， T-2 から，斜面中腹，上部の

T-3, T-4 に移行するにつれて，置換酸度の増加，窒素，置換性 Ca， Ca 飽和度の減少が認められるが，

平坦峯部では土壌の化学性は好転している傾向がある。したがって，山脚から峯部にかけての土壌化学性

とヒノキ人工林の地位とは，完全には一致していない。

土壊の理学性からみると， 峯部の T-5 では粗孔隙，透水性からみて斜面土壌よりも理学性が劣り，山

脚の T-l にもその傾向がある。山脚，斜面，峯部における， このような土壊条件がヒノキの地位iζ関係

しているものとみられる。

iv) 漏脂病被害
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Fig. 10. 遠野一琴畑地区のヒノキ人工林の被害状態

Damaged condition in the plantations of Chamaecy'ρarts 

at Tõno・Kotohata area. 

東北地方にヒノキ造林が不適当であるとみられる最大の原因は漏脂病被害にあるようである釦2930 漏脂

病の病原菌については未だ明らかではないが釦船舶、樹脂の漏出流下によって幹に縦溝を形成し，材の利

用歩合を低下させるほか，激害地では奇形木となり，材の利用が不可能になることは，現実の問題として

観察される。ただし，京北地方では縦溝はできるが，材の腐朽はほとんどなく，九州地方6) や島根県船の

ように溝腐状になる心配はあまりない (Photo. 4)。したがって，縦傷痕の発達状況，つまり傷痕の長さ，

数，高さなどが被害程度を表現している。

この地区のヒノキ人工林上層木の縦傷痕調査結果は Appendix-Table 5 に示すとおりである。 ζ の地

区では，林齢は大体 66 年，上層木の調査本数は 28~75 本の範囲である。見掛けの被害指数および無被害

木率(健全木率〉でみると， 山脚崩積土の T-l で最大で， 主義部 l乙移行するにつれて被害程度は減少して

いる (Photo. 5, 6)。つまり，ヒノキ純林では山脚崩積土で被害が最大で，斜面下部旬行土で減少し，ま

た，斜面上部や峯部のミズナラ，その他広葉樹との混交林や広葉樹を土木とする二段林では被害が減少し

ている傾向がある。

傷痕の長さ，数，高さの分布状況は Fig. 1Oのとおりである。 乙れをみると， ヒノキ上層木の傷痕長

は 0~9m，傷痕数は 0~6， 傷痕高は 0~6m の範囲にわたっており， 長さ，数は小さい方lとピークがあ

るが，高さは 2m 前後にピークがある。 乙乙で示した傷痕長の値は， 傷痕 1 箇の長さではなく，単木に

あらわれる傷痕の長さの合計を示している。各プロットごとに，傷痕長と傷痕数の相関表を作成してみる

と，傷痕数が多くなるにつれて， 傷痕長が増加しているととがわかる。なお， 傷痕 1 筒の長さは， T-l 

3m, T-2 1m, T-3 1. 5m, T-4 1m, T-52.5m となっている。

1-2) 遠野一笛吹地区

乙の地区は遠野市東方約 llkm の， 遠野・釜石両市の境界付近に位置し， 遠野市付近で猿ケ石川と合

流する河内川上流の，海抜 720~820m の南向き急斜面を占める。古生層粘板岩を基岩とし，断面内 IC角

礁の混入が多いが， 表層lとは火山灰を混入しているようである。 ζの南向斜面iζ 上部から下部にかけて

T-7, T-6, T-8 の 3 プロットを設定した。

i) 土壌および植生

プロット No. 6 (T -6) BIB 館行， 24 林班ろ1小斑，斜面中腹凸部， S200W. 傾斜 250，海抜 750m。

LF : lcm , ミズナラ，ヒノキ落葉。

F : 5cm，ヒノキ，その他腐葉，厚く堆積，菌糸臭あり。
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HA : 0~12cm，黒 (10YR2!1) ， CL，粒状，粉状，粗，潤，ヒノキ細根きわめて多，推移判。

A : 12~25cm，黒褐 (10YR2!2) ， CL，粒状，堅果状，軟，潤，中根多，粘板岩礁混入，推移判。

B1 : 25~45cm暗褐(10 YR3!3) , CL，堅果状，軟，潤，粘板岩礁混入，中根多，推移漸。

Ba : 45~67 cm, 1とぷい黄褐(10YR4/3) ， CL，軟，潤，中根多，推移明。

C : >67cm，明黄褐(10YR 7/6) , CL，軟，潤，粘板岩角磯土。

プロット No. 7 (T-7) lBゐ (d) 儒行， 24 林班ろ1小班，斜面上部， S300W，傾斜 200，海抜 820m。

LF : lcm，ササ，シナノキ，ヒノキ落葉。

F : 2cm，ヒノキ腐葉，かなり分解している。

HA : 0~3cm，黒(lO YR2/1) ， CL，粒状，粉状，粗~軟，乾~溜，推移判。

A : 3~16cm，黒 (10YR2! 1. 5) , CL，弱度の堅果状，軟，潤，褐色部介在，細根多，粘板岩半角

磯混入，推移判。

B1 : 16~40 cm，暗褐(10YR3!4) ， CL，軟，潤，粘板岩角磯多，推移漸。

Bs : 40~70cm，黄褐 (10YR5!7) ， CL，軟，潤，粘板岩角喋多，かなり重粘，推移明。

C : >70cm，黄褐(10YR5/8) ， CL，軟，潤，重粘，粘板角礁土。

プロット No. 8 (T -8) lBゐ街行， 24 林班ろ1小班，斜面下部回部， S 500 E，傾斜 400海抜 720m。

LF : lcm，ヒノキ，広葉樹落葉。

F : 2cm，ヒノキ腐葉，粉状，分解すすむ。

HA : 0~4cm，黒褐 (10YR2!2) ， CL，粉状，軟，潤，細根中，推移漸。

A : 4~27cm，黒褐 (10YR2/2) ， CL，弱度の竪果状，軟，潤，粘板岩半角礁混入，推移漸。

B : 27~70cm，黒褐(10YR2/2) ， CL，軟，湿，粘板岩角磯土，根少，推移判。

C : >70cm，褐 (10YR4!4) ， CL，軟，湿，粘板岩角磯土。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり，斜面上部の T-7 ではヒノキ林1<::一部アカ

マツの混交があり，中腹凸部の T-6 はヒノキ， ミズナラ混交林，斜面下部凹部の T-8 はヒノキ純林から

なる。斜面中腹から峯部にかけてはチマキザサが旺盛な繁茂を示している。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。 との地区は古生層粘板岩を基岩と

した南傾斜面で，上部の大峯付近の T-7 は lBゐ(d) ， 中腹凸部の T-6 は BIB， 下部の T-8 は lBlo で，

いずれも飼行土からなる。断面内には粘板岩角礁が多く，堆積状態は軟で，一般に埴質，重粘である。

このような断面形態は，容積重が小さく，粒孔隙が多く，透水性が良好であるなど，比較的，良好な理

学性として表現されているが，母材は置換性塩基に之しい傾向があり， Ca 飽和度はあまり高くない。土

壌の化学性は BIB<lBlo(d) <lBlo の順に高い傾向がある。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

林分組成は Appendix-Table 4 に示すとおりである。 乙の地区のヒノキ人工林は，上層木平均樹高で

は T-8 は地位「中J ， T-7, T-6 は地位「下J に相当している。大体， T-8 は琴畑地区の斜面下部に位置

する T-l， T-2, T-31ζ ， また， T-7, T-6 は斜面上部の T-4， T-51乙似ている。 しかし， T-6, T-8 

はきわめて本数が多いため，材積では， T-6 は地位「中J ， T-8 は地位「上」該当している。

このように， 乙の地区では， ヒノキ人工林の成長は T-6， BIB<T-7, lBlo(d) <T-8, lBゐの]1即ζ良好
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Damaged condition in the plantations of Chamaecy，ρaris 
at Tõno・Fuefuki area. 

である。土壌の理化学性は Table 7, 8 をみてもわかるように，理学性はいずれも良好で，化学性は，丁

度，成長状態と対応しているところから，土壌条件が大きく関与しているようにみられる。

iv) 漏脂病被害

乙の地区のヒノキ人工林上層木の傷痕調査結果は Appendix-Table 5 のとおりである。調査本数は

T-683 本， T-740 本， T-8 38 本であり，見掛けの被害指数からは T-6， BIB>T-7, lBlo(d)>T-8, 

lBlo の )1即ζ小さく，被害程度は琴畑地区の斜面上部に似ている。

傷痕の長さ，数，高さの分布状況は Fig.11 1と示すとおりであり，傷痕長は 0~7m，傷痕数は 0~4，

傷痕高は 0~4.5m の範囲であり，分布の傾向は琴畑地区 11:似ている。

2) 宮古および大槌営林署管内

岩手県の太平洋沿岸地域の調査地として宮古営林署管内の山田地区，大槌営林署管内の金沢地区が選定

された。

2-1) 宮古ー山田地区

太平洋沿岸の船越付近に位置し， 山田湾lζ面している。海抜 235m の草木山の東側斜面を占め，花関

岩を基岩とする丘陵地からなり，表層lとは火山灰を混入しているようである。峯部平坦と山脚緩斜にプロ

ットを設定した。

i) 土壌および植生

プロット No. 1 (M-1) B1B-Im 残積， 32 林班，丘陵峯部， S600 E，傾斜 100，海抜 120m。

F : 2cm, ヒノキ腐葉。

A1 : 0~19cm，黒褐 (7.5YR 2/2) , L，粒状~やや粉状，きわめて粗，乾，ヒノキ細根多，推移漸。

Az : 19~29 cm，黒褐 (7.5YR2/2.5) ， L，粒状，堅果状，堅，乾， C 層 l乙舌状にかん入，推移判。

C : >29cm, 1とぷい黄褐(10YR 7/3)，マサ状の花尚岩風化層，固結，風化部は細磯質。

プロット No. 2 (M-2) Blo 崩積， 32林班，山脚緩斜， S600W，傾斜 160，海抜 100mo
F : lcm, ヒノキ腐葉。

H : 1cm, ヒノキ腐葉，粉状，粗11:堆積。

A1 : 0~25cm，黒 (7.5YR2/1) ， CL，堅果状，軟~堅，潤，花尚岩半角磯混入，推移判。

Az : 25~60cm，黒 (7.5YR 1. 7 /1) , CL~L，割れあり，堅，潤，花街岩礁土，推移判。
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BC : >60cm，褐(lO YR4/6) ， L，堅，濁，花尚岩小磯多。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりである。いずれもヒノキ純林であり， M-l にはヒ

ノキ稚樹の発生が多い (Photo_ 7) 。

ii) 土壊の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。 乙の地区は花尚岩をおもな母材と

し，比較的酸性が強く， 置換性塩基lζ之しい傾向があり，峯部の M-l と山脚の M-2 問lと，土壊化学性

の差異はあまりない。しかし，土壊の理学性は容積重，粗孔隙，透水性からみて， 明らかに M-2 の方が

良好である。とくに， M-l の A1 層は粉状を呈し，水分量が少なく，最小容気量が大きいことから，か

なり乾燥の影響をうけている ζ とがわかる。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

林分組成は Appendix-Table 4 f(示されている。 乙の地区のヒノキ人工林は，上層木平均樹高では，

山脚崩積の M-2 は地位「上J，峯部残積の M-l は地位「中」に相当し，また，平均直径，材積からは，

いずれも地位「上j で，成長は良好である。

また， Table 9, 10 をみても， M-2 の理学性は良好であり， M-l は乾燥の影響をうけているが，土壌

の化学性は M-l でもそれほど不良ではない。 ζのような土壊条件がヒノキ人工林の成長に関係している

と恩われるが，両者lζ成長差があまりなしいずれも良好な成長をしている乙とについては，気候的，地

Table 9. 宮古ー山閏および大槌ー金沢地区の主要土壌理学性平均値 (60cm 深度)

Mean values of major physical properties of soil to 60 cm depth 
in Miyako-Yamada and ﾕzuchi-Kanazawa ar回s.

一cM水o謀no京ti分esnt時ut量roe 一f 最小容気量粗孔隙 透水性調査地区 土 壌 容積重 Air I Coarse I Permea-
Vol_u:rp.~ I content-� I capacity I -pore -I -bi�ty: 

Stands surveyed Soi1s 
ight I f~esh 鈎il I (%) (%) I (cc/min) 

78lT1ulm112  
BIB-Im 残

Miyako・
Blo 崩Yamada I M-2 50 I 42 I 2 I 32 54 

大槌ー金沢 I 0-1 I Bゐ
ﾕzuchi- 1:'" ~ I 
K~;;~zawa I 0-2 I BIB む

52 

43 

19 

17 

24 

24 

37 

45 

Table 10. 宮古ー山田および大槌一金沢地区の主要土壌化学性平均値 (30cm深度)

Mean values of major chemical properties of soil to 30 cm depth 
in Miyako・Yamada and ﾕzuchi-Kanazawa areas. 

置C換a性 C塩換a基容tio量置n 炭素
窒素 置換酸度

調査地区 土 壊 Nitro- pH Exch. Exch. 
Carbon gen acidity ca exch_ Stands surveyed Soils (H20) (m.e./ capacity 

(%) (%) (Yl) !OOg) (m.e./ 100g) 

宮Mi古一山田 M-l 0.4 4. 7 19.0 1.0 
yaYkaom-ada M-2 Blo 崩 13.6 0.9 4.4 25.0 0.9 45.8 

大槌一金沢 0-1 Blo 7.9 0.4 
。zuchi-

0-2 BIB 7.9 0.7 5.1 5.5 7.0 29.6 Kanazawa 

126 

84 

Ca 

D飽oef和gCr度ea E 
satu-
ration 
(%) 

5. 1 

1.8 

2.4 

23.5 
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Fig. 12. 宮古ー山田地区および大槌ー金沢地区のヒノキ人工林の被害状態

Damaged condition in the plantations of Chamaecyparis 
at Miyako・Yamada and ﾕzuchi.Kanazawa areas. 

域的条件も関係しているかもしれない。

iv) 漏脂病被害

Appendix-Table 5 によると，調査本数は M-149 本， M-2 30 本で，見掛けの被害指数では M-2 は

M-1 の 2 倍程度に達している。また，傷痕の長さ，数，高さの分布状況を示したのが Fig. 12 であり，

傷痕長はO-----5m， 傷痕数は 0~5， 傷痕高は 0~5m の範囲を占め，傷痕高のピークは1. 5m 付近にあ

る。

M-2 のヒノキ人工林は，成長良好であるが，漏脂病被害が大きくあらわれており，生育立地からみて，

遠野ー琴畑地区の T-1 と共通したところがある。

2-2) 大槌ー金沢地区

太平洋沿岸大槌湾に流入する大槌川中流部に位置し，河口の大槌町から北西方向に約 8km の距離にあ

る。関析された丘陵性山地からなり， 海抜 400m 代の分l皮峯末端に位置し， ほぽ，海抜 300m 以下を占

めている。古生層粘板岩を基岩とし，上部 1<::火山灰を混入している。山脚と斜面上部にプロットを設定し

fこ。

i ) 土壌および植生

プロット No. 1 (0-1) Blo 旬行， 107 林班に小斑，山脚急斜， S lOoE，傾斜 350，海抜 180m

(Photo. 8) 。

LF : 1cm，クリ，その他広葉樹， ヒノキ落葉。

F : 1cm，うすく堆積，層としては認めにくい。

A1 : 0~13cm，思(10YR2/1) ， CL，団粒状，粗，乾，粘板岩細様質，推移漸。

A2 : 13~30 cm，黒(10YR2/ 1)， CL，団粒状，粗，乾~潤，粘板岩細磯質，推移漸。

As : 3O-----40cm，黒褐(10YR2/2) ， CL，団粒状，粗~軟，潤，粘板岩細磯質，推移明。

BC : >40cm，オリープ褐 (2.5Y 4/3) , CL，軟，潤~湿，粘板岩礁土，斜面流下水の通路となって
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いる模様。

プロット No. 2 (0-2) BIB 筒行， 107 林斑に小班，斜面上部凸部， S200 E ，傾斜 300，海抜 280m。

LF : 1cm，クリ，アカマツ落葉。

F : 3cm，クリ，アカマツ腐葉，マット状，分解不良。

A1 : 0~20cm，黒褐 (10YR2(2) ， CL，粒状~粉状，粗，乾，粘板岩細磯質，推移漸。

A2 : 20~40 cm，黒褐(10YR2(3) ， CL，粉状，組，乾，粘板岩細型軽質，推移判。

BC : >40cm，暗褐(10YR3(4) ， CL，軟，潤，粘板岩細際質。

各プロットの植生は Appendix-Tab!e 1 のとおりであり，斜面下部の 0-1 はヒノキ純林であるが，

斜面上部の 0-2 はアカマツーヒノキ二段林を呈し (Photo. 9)，林床ICは偏乾性植生が多い。両プロット

ともヒノキ稚樹の発生が認められる。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Tab!e 2, Tab!e 3 IC示されている。いずれも粘板岩をおもな母材とす

る急斜面の筒行土で，断面内 ICは細諜を多く混交するが， 土性は埴質である。斜面下部の 0-1 は粗孔隙

に富み，透水性がきわめて大きし理学性は良好であるが，斜面上部の 0-2 は，乾燥の影響で，表層は

粉状構造を呈し，飽水能が低く，疎水性で，透水性はほとんど認められない。 0-2 では， ζのような理学

性が，さらに土壌の乾燥を促進しているものとみられる。

一方，土壌の化学性をみると，斜面下部の Blo が，上部の BIB よりも強酸性で，置換性塩基に乏しく，

Ca 飽和度はきわめて低い。とのような傾向は， 斜面土壊の一般的傾向とは反対である。 とれについて

は，斜面上部の BIB は， F 層を厚く堆積し， 無機化による無機成分の供給はおとなわれるが， 疎水性の

ために塩基の洗脱が緩慢であり，表層に残留する傾向があるなどについて考える必要があろう。乙の乙と

は，下層では両土壊の塩基の動態にあまり差異がないことからも考えられる。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

Appendix-Tab!e 4 から， この地区のヒノキ人工林の成長状態をみると， 上層木の平均樹高では， 斜

面下部の ι1 は地位「上J ， 上部の 0-2 は地位「中J IC相当し， 平均直径でも同様であるが， 材積では

0-1 は地位「上J であり， (ト2 は地位「下」をはるかに下回っている。 0-2 の材積iとは， アカマツーヒ

ノキ二段林を形成しているため，本数の減少が関係しているとみられる。

0-1, 0-2 の土壌理化学性平均値 (Tab!e 9, 10) をみると， 前述のように， 0-1 では理学性は良好で

あるが，化学性は 0-2 よりも， むしろ劣るような結果を示している。 0-2 の理学性は，表層の乾燥によ

り，水分条件に欠陥を生じ，不良である。乙の地区のヒノキ人工林は，土壌条件の割合に良好な成長を示

している ζ とは，宮古 山田地区と共通したととろがある。

iv) 漏脂病被害

との地区のヒノキ人工林の被害状態は Appendix-Tab!e 5 のとおりである。調査本数は Oー1 26 本，

0-2 18 本で，見掛けの被害指数および無被害木率からみると， 両プロットとも， ほとんど被害がないと

みてよし地際付近にわずかに認められる程度である (Fig. 12)。太平洋岸の急斜面に位置しているが，

平坦~緩斜地の宮古ー山団地区よりも，きわめて被害が少ない特徴がある。

3) 岩手営林署管内

岩手県内陸の北上川沿いに位置する御堂・子抱地区および脊梁をなす奥羽山地寄りの前森地区を調査地
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とした。

3-1) 岩手一御堂・子抱地区

この地区は北上川上流の岩手町沼宮内付近に位置し，海抜 30か~400m の丘陵地からなる。基岩は古生

層であるが，上部に厚く火山灰を堆積している。乙の地区 l乙 2 プロットを設定したが， 1-1 は沼宮内北方

3km の東北本線東側， 1-2 は沼宮内南方 2km の東北本線西側に位置している。

i) 土壌および植生

フ。ロット No.1 (1-1) BID(d) 倒行， 44 林班は1小班，斜面中腹， N70o E，傾斜 23 0，海抜 420m

(Photo. 10) 。

F : 1cm, ヒノキ腐葉。

A1 : 0~8cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , CL，団粒状，粗，潤，軽しょう，推移判。

A2 : 8~21cm，黒 (7.5YR2/1) ， CL，強度の堅果状，潤，チャート半角礁混入，推移判。

A8 : 21~53 cm，黒褐 (7.5YR2/2) ， CL，軟，潤，暗褐 (7.5 YR3/4) の斑あり，推移明。

B : 53~75cm，褐 (7.5YR4/6) ， CL，軟~堅，潤，チャート，小浮石混入，推移判。

C : >75cm，褐 (7.5YR4/6) ， CL，固結，チャート磯質，古生層風化層。

プロット No. 2 (1-2) BD(d) 残積， 19 林班い1小班，丘陵峯部，平坦，海抜 320m。

F : 2cm，ヒノキ腐葉，分解すすむ。

A : 0~6cm，極暗褐 (7.5YR2/3) ， CL，団粒状・粒状，潤，きわめて粗，推移判。

AB : 6~22cm，培褐 (7.5YR 3/3) , L，強度の竪果状，軟，潤，推移fiJo

Bl : 22~40 cm，褐 (7.5YR 4.5/6) , L，軟，潤，粘りなし，推移漸O

Bz : 40~65 cm，褐 (7.5YR4/6) ， L，軟，潤，粘りなし，推移判。

C : >65cm，褐 (7.5YR4/6) ， CL，固結，潤，きわめて重粘，粘板岩風化半角小諜混入。

各プロットの植生は Appendix.Table 1 のとおりであり， いずれもヒノキ純林で，林床には適潤性植

生が多い。

ii) 土壌の理化学性

土嬢の理化学性は Appendix-Tabl巴 2， Table 3 のとおりである。いずれも火山灰を母材とし， 1-1 は

黒色土， 1-2 は褐色森林土として識別されるが，両土壊とも酸性が弱く， 置換性塩基に富み， Ca 飽和度

が高く，化学性は良好である。土壌の理学性は， 残積の 1-2 よりも， 崩積の1-1の方が明らかに良好で

あるが， 1-2 の理学性も悪い方ではない。

との地区の火山灰は岩手山の噴出 iζ由来するものとみられるが，岩手山系火山灰土はスコリア質で，置

換性 Ca Iと富み， Ca 飽和度は 20~30% を示している例があり 87りこの地区の土壌と似ている。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

林分組成は Appendix-Table 4 のとおりである。 ζ の地区のヒノキ人工林の林齢は 1-1 43 年， 1-2 44 

年で，木調査のなかでは比較的若い方である。上層木の平均樹高では， 1-1 は地位「上J ， 1-2 は地位「中J

l乙相当し，材積では 1-2 の本数がきわめて多いため，両者とも地位「上」に相当する良好な生育を示して

いる (Photo. 11) 。

とのような成長状態は良好な土壌理化学性や丘陵地帯に位置している乙となどによるとみられるが，と

くに斜面の飼行土で，理学性のよい 1-1 の成長が良好である (Table 11, 12) 。
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Table 11. 岩手一御堂・子抱および岩手一前森地区の主要土壊理学性平均値
(60cm 深度〕

Mean values of major physical properties of soil to 60 cm depth 
in 1wate-Midõ ・ Kodaki and 1wate-Maemori areas. 

最小容気量 粗孔隙
調査地区 土 壌 容積重 M水採oi取分stu時量re 

Air Coarse 

Stands surveyed Soils 
Volume content of capacity pore 
weight fresh soil 

く%)
(%) (%) 

岩子lWーa御堂・子抱I 1-1 Blo(d) 旬 44 50 B 42 
te-

Midõ ・ Kodaki I 1-2 Bo(d) 残 63 51 7 46 

1 -3 48 68 3 22 
ate-
Maemori 1 -4 Blo 残 52 63 4 25 

Table 12_ 岩手一御堂・子抱および岩手一前森地区の主要土壊化学性平均値
(30 cm深度)

Mean values of major chemical properties of soil to 30 cm d巴pth
in 1wate-Midõ ・ Kodaki and 1 wate-Maemori areas. 
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Fig. 13. 岩手一御堂・子抱地区および岩手一前森地区のヒノキ人工
林の被害状態

Damaged condition in the plantations of Chamaecy.ρaris 
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iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Table 5 のとおりである。上層木の調査本数は， 1-1 38 本， 1-2 83 本で.

見掛けのー被害指数では 1-1 の方が 1-2 よりも明らかに大きい。 これは 1-2 の主林木平均直径が 16cm

で，ちょうど，漏脂現象があらわれはじめたとろであり，まだ，縦溝まで進行していないためとみられる

(Photo. 12) 。

また，傷痕の長さ，数，高さの分布状況は Fig.13 のとおりであり， 傷痕長は 0~6. 5m，傷痕数は 0

~4，傷痕高は 0~6m の範囲である。成長のきわめて良好な 1-2 でも，無被害木率は 50% 程度で，かな

りの漏脂病被害が認められる。

3-2) 岩手ー前森地区

乙の地区は八幡平連峯の東端 IC位置する前森山(海抜 1 ， 304 m) 北東山麓の広い平坦地lと位置し，海抜

6∞m 以下の山麓平坦ないし緩斜地を占める。乙の地区では，岩手山系火山灰よりも八幡平系火山灰の影

響を強くうけているものとみられる。代表的な山麓平担とその上部の凸部平坦にプロットを設定した。

i ) 土壌および植生

プロット No. 3 (1-3) Blo(w) 残積， 460林班lと小班，山麓平坦， N200 E，傾斜 3o，海抜 500m

(Photo. 13) 。

FH : lcm，ヒノキ腐葉，分解がすすんでいる。

ん: 0~10cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , L，カベ状，軟~堅，湿，細根少，推移漸。

Az : 1O~30 cm，黒褐 (7.5YR2/2) ， L，カベ状，軟~堅，湿，根少，推移漸。

n A : 30~46 cm，黒 (7.5YR2/1) ， C, カベ状，堅，湿，重粘，埋没土， AJ 以上と母材が異質，推

移明。

n B : 46~75cm，褐 (7.5 YR4/4) , C，カベ状，堅，湿，重粘，腐植の淡い汚染，推移漸。

nBC: >75cm，明褐 (7.5YR 5/6) , C，カベ状，堅，湿，重粘。

プロット No. 4 (1-4) Blo 残積， 460林班に小班，山麓平坦凸部， N400 E ，傾斜 100，海抜 580m。

FH : lcm，ヒノキ腐葉，分解すすむ。

A : 0~13cm，黒 (7.5YR2/1) ， L，カベ状，堅，湿，根少，白色火山砂混入，推移判。

AB : 13~25 cm，暗褐 (7.5YR 3/3) , SL~L，カベ状，堅，潤，白色火山砂混入，推移漸。

n A : 25~52 cm，黒褐 (7.5YR2/2) ， CL，カベ状，堅，溜，粘りあり，推移明。

n B : 52~70 cm，明褐 (7.5YR5/6) ， C，カベ状，堅，潤，重粘，淡い腐植の汚染，推移漸。

nBC: >70cm，明褐 (7.5YR 5/8) , C，カベ状，堅，潤，重粘。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， 1→3 はヒノキ・シラカンパ・アカ 7ツ・ダ

ケカンパ混交林， 1-4 はヒノキ・アカマツ・シラカンパ混交林を呈し (Photo. 14)，林床 lとは適潤性ない

し湿性植生が多い。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学A性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。火山灰母材の残積土で， 土性は第

I 層は壌土質，第E層は埴質であり，塩基置換容量は第E層の方が大きく，母材の差異が考えられる。い

ずれもカベ状を呈し，表層は粗孔隙が少なく，透水性はきわめて貧弱である。理学性は平坦地の 1-3 より

も，凸部の 1-4 の方がわずかに良好であるが，両者とも大体，似ているとみてよい。
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との地区の土壌は一般に酸性が強く，置換性塩基f(乏しく， Ca 飽和度が低い傾向がある。母材的には

第 I 届と第E層とは異質であるが， 化学性にはあまり差異がない。前述の， 岩手山系火山灰の 1-1 ， 1-2 

に比較して，この地区の土壌は酸性で，塩基f(乏しい傾向があるが，とれは強酸性で，塩基に乏しい八幡

平系の火山灰17) fと由来しているためとみられる。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

Appendix-Table 4 の， ヒノキ人工林上層木の平均樹高によって成長状態をみると，両フ。ロットとも

地位「中」に相当し， 前述の子抱地区 1-2 と同様である。材積では比較的本数が多いため， 1-3 は地位

「上J ， 1-4 は地位「中」に相当し，奥羽山地寄りではあるが，成長はそれほど不良ではない。

土壌の理学性および化学性平均値 (Table 11, 12) でみると，土壌条件は平坦な 1-3 よりも凸部の 1-4

の方が良好であるが，ヒノキ人工林の成長は，むしろ 1-3 の方が良好である。

iv) 漏脂病被害

Appendix-Table 5 をみると，調査本数は 1-3 50 本， 1-4 45 本で，見掛けの被害指数は 1-3 の方がは

るかに大きく，無被害木率は半分程度である。また， 傷痕の長さ，数，高さの分布状態をみると， Fig. 

13 I乙示したように，傷痕長 0~4.5m，傷痕数 0~3，傷痕高 0~4.5m で，御堂・子抱地区 f(比較して，

被害程度はそれほど大きくない。ただし，傷痕高は 2~3m I乙ピークがあり， 1m 以下にピークがある御

堂・子抱地区とは，被害程度はまったく異なる。また，雪害の影響もあるためか，変形，奇形木が多いの

も特徴である (Photo. 15)。

4) 野辺地営林署管内

東北地方の北部地域として青森県野辺地営林署管内の横沢地区を選定した。

4-1) 野辺地一横沢地区

この地区は，陸奥湾に面している野辺地町の東方約 6km の横沢南側に位置している。青森県東部には

台地地形が広く発達しているが， 乙の地区は海抜 70~120m の上位台地で， 段丘堆積物を厚く堆積し，

上部は十和田，八甲岡火山起厚の火山灰でおおわれている加。台地地形の上部および下部にプロットを設

定した。

i ) 土壊および植生

プロット No. 1 (N-1) Bゐ(d) 残積， 275 林班い小班，台地凸部，緩斜， N700 E，傾斜 200，海抜

1∞m。

L : 1cm，アカマツ落葉o

F1 :1cm，アカ 7 ツ，ヒノキ腐葉，マット状。

日: 3cm，マット状，分解すすみ FH 状。

A1 : 0~3cm，黒褐(10YR2/2) ， L，細堅果状，粗，乾，推移i斬。

As : 3~18cm，黒(10YR2/1) ， L，堅，潤，推移明， A1 は森林の影響で分化したもので， Ag はも

との原野土壌の名残りをよく残している。

B1 : 18~25 cm，褐(10YR4/4) ， L，軟~堅，潤，推移判。

B2 : 25~60 cm，暗褐(10YR3.5/4) ， SL，軟，潤，腐植によって汚染，円磯混入，推移判。

C : >60cm，黄褐 (10YR 5/6) , SL，堅，潤，円穣混入。

プロット NO.2 (N-2) Bゐ残積， 275林班い小斑，台地凹部平坦， S800 E，傾斜 6。，海抜90m。
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L : 1cm，アカマツ落葉。

F : 1cm，アカマツ，ヒノキ腐葉。

A1 : (ト~15cm，黒 (7.5YR 1. 7/1) , L，堅，潤，割れあり，大中根あり，推移漸。

A2 : 15~45 cm，黒 (7.5YR2/1) ， L，ややカベ状，軟~堅，潤，根少，推移判。

As : 45~70cm，黒褐(lOYR2/ 1. 5) ， L，堅，潤，腐植の汚染あり，円磯混入，推移明。

C1 : 70~86 cm，褐 (7.5 YR5/6) , SL，閏結，潤，円喋質，鉄条痕あり，推移判。

Cs : >86cm，黄褐(lO YR5/6) ， SL，堅，濁，円磯質，鉄条痕あり。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， いずれもアカマツーヒノキ二段林を呈し

(Pho.to.. 16)，林床lとはヒノキ稚樹もみられる。

ii) 土壌の理化学性

この地区の土壌は段丘堆積物〈砂穣質〕および上部を被覆する火山灰ロームを母材とする典型的な黒色

土である。 Appendix-Table 2, Table 3 によると，水分量は N-2 の方が多く，粗孔隙，透水性は N-1

の方が大きく， 理学性は N-2 よりも N-1 の方が良好である。両土壌とも酸性は比較的弱く，塩基に富

み，化学性はおおむね良好であるとみてよい。 N-1 の置換駿度 (Y1) および置換性 Ca は，下層でふたた

び増加の傾向があり， N-2 rとも，その傾向がうかがわれる。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

Appendix-Table 4 をみると，林齢は 50 年前後で，ヒノキ植栽後に侵入した天然生アカマツを土木と

し，二段林を形成している。ヒノキ上層木の平均樹高からは，いずれも地位「中」に属し，また，本数，

直径，材積も地位 f中」に相当しており，二段林の下木をなす，ヒノキ林としては良好な成長を示してい

Table 13. 野辺地一横沢地区の主要土壌理学性平均値 (60cm深度)

Mean va1ues o.f majo.r physical pro.perties o.f so.il to. 60 cm depth 
in No.heji-Yo.ko.zawa ar回s.

調査地区 土 壊 容積亘 MノJ1oi1sTtuErZe Air Coarse 
Vo.lume co.ntent o.f capac咜y po.re Stands surveyed So.ils weight fresh soiI (%) (%) (%) 

問一様沢 lN-I i Bゐ(d) 残 67 39 6 40 
No.heji- 残

52 68 5 24 Yo.ko.zawa I N-2 I BID 

Table 14. 野辺地ー横沢地区の主要土壌化学性平均値 (30cm 深度)

Mean values o.f majo.r chemical pro.perties o.f so.il to. 30 cm depth 
in No.heji-Yo.ko.zawa area. 

置換性 C塩換a基容tio.量置n 炭素 窒素 置換酸度 Ca 
調査地区 土 壌 Nitro.-

pH Exch. Exch. exch. 

透水性

Permea-
biIity 

(cc/min) 

72 

2ヲ

Ca 
飽和度

Doef gCrea e 
Carbon gen acidity Ca Stands surveyed So.ils (H20) (m.e./ c(map.aacj ity satu-

く:%) (%) (Y1) 100g) ratio.n 
100g) (%>

雪~O平Y11oe地kJ.lo幽ーz横aw沢a ||| N -l ||| BID (d) 残I 4.8 5.6 2.1 20.0 12.2 

N-2 I Blo 残 10.9 O. 7 5.4 5.0 3.2 29.9 10.9 
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Fig.14. 野辺地ー横沢地区のヒノキ人工林の被害状態

Damaged condition in the plantations of Chamaecyparis 
at Noheji-Yokozawa area. 

る。土場条件は前述のように，両プロットとも良好である (Table 13, 14) 。

上木をなすアカマツは ha 当り 270~3∞m8 の材積を有し， 平均直径 24~28cm， 平均樹高 18~20m

で，岩手地方アカマツ林分収穫表の地位「中J I乙相当している。とのような林分事例は東北地方にヒノキ

人工林を導入する場合の指標となるものとみられる却。

iv) 漏脂病被害

Appendix-Table 5 によると，上層木調査本数は N-154 本， N-2 鈴木で，見掛けの被害指数では，

凹部の N-2 の方が凸部の N-1 よりも被害が大きくなっているが， 無被害木率が 60~80% に達し， 東北

地方全体からみても被害は軽微な方である。

傷痕の長さ，数，高さの分布状況は Fig.14 のとおりであり，傷痕長は O~3.5m，傷痕数は O~3，傷

痕高は O~4m の範囲にわたるが， 傷痕の高きが 50cm 以下のものが多い。東北北部の青森県で， ヒノ

キが地位「中j の成長状態を呈し，漏1旨病被害もむしろ軽微である乙とは，位置的，気候的条件や二段林

型などによるものか，不明であるが，興味ある事実である。

5) 仙台営林署管内

宮城県は東北地方の太平洋地域中央部を占め，福島県につぐヒノキ造林の実績がある。乙の地域では仙

台ー山形をむすぷ国道 48 号線沿いに， 仙台付近の丘陵地から奥羽山地にかけて， 愛子， )11崎，作並の 3

地区を設定した。

5-1) 仙台ー愛子地区

この地区は仙台市西方の， 国鉄仙山線愛子駅南方 3km の地点lとあり， 審山一ム372m 峯部の西端を

占めている。丘陵性山地で，第三紀中新世の凝灰岩から構成されている。との地区 !C，斜面の S-l，丘頂

面の S-2 の 2 プロットを設定した。

土壊および植生

プロット No. 1 (S-l) rBD(d) 旬行， 43 林斑わ小班，丘陵斜面上部， S60oW，傾斜 270，海抜 320m。

L : 1cm，アカマツ落葉。

F : 2cm，アカマツ腐葉，かなり分解すすむ。
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A : 0~2cm，黒褐 (5YR2/2) ， L，粒状，粗，溜，細根少，推移明。

Bl : 2~12cm，褐 (7.5YR 4/6) , L，弱度の堅果状，堅，潤，粘りあり，推移漸。

Ba : 12~40 cm，褐 (7.5 YR4/4) , L，軟，潤，粘りあり，推移漸。

Ba : 4~50cm，黄褐 (10YR5/5) ， L，堅，潤，凝灰岩風化諜混入，推移明。

C : >50cm，浅黄 (2.5Y7/3.5)，堅， joint に鉄条痕あり，凝灰岩風化層。

プロット No. 2 (S-2) rBo(d) 残積， 43 林班わ小班，丘陵峯部平坦，海抜 280m (Photo. 17) 。

L : lcm，アカマツ落葉。

F : 2cm，アカマツ，ヒノキ腐葉。

FH : 2cm，分解すすみ， H 層の形態。

AB : 0~13cm，黒褐 (7.5YR3.5/2) ， C，堅果状，堅，潤，言語れ多，推移判。

Bl : 13~24 cm，褐 (7.5YR4.5/4) ， C，弱度の堅呆状，固結，潤，淡い腐植のモザイク模様，推移

漸。

Ba : 24~50 cm，赤褐 (5YR4. 5/6) , C，固結，潤，重粘，推移漸。

Bs : >50cm，赤褐 (5YR4.5/6)， C，固結，潤，きわめて重粘。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， S-1, S-2 ともアカ 7ツ，モミを上木とす

るアカ 7ツ・モミーヒノキ二段林で，林床には適濁性ないし弱乾性の植生が多い (Photo. 18)。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学性は Appendix司Table 2, Table 3 のとおりである。斜面筒行の S-1 は峯部残積の S-2

IC比較して，容積重は小さく，粗孔隙，透水性が大きく，明らかに理学性は良好である。とくに，残積の

S-2 の容積重は 100 以上を示し，きわめて大きい。乙のような傾向は，同じく丘陵峯部残積の，火山灰質

の岩手地区 1-2 や野辺地地区 N-1 とはまったく異なる。乙の地区では，堆積状態が密な割合lと組孔隙に

富み，透水性も比較的良好である。

土壌の化学性をみると， S-1 の方が S-2 よりも，置換性 Ca の含量が高<. ca 飽和度も高く，化学性

が良好な傾向がある。 しかし，一般に酸性が強く， とくに置換酸度 (Yt) が大きし しかも下層 lと明ら

Table 15. 仙台一愛子，仙台ー )11崎および仙台ー作並地区の主要土壊理学性
平均値 (60cm深度〉

Mean values of major physical properties of soil ω60cm depth 
in Sendai-Ayashi, Sendai-Kawasaki and Sendai-Sakunami areas. 

容積重 M水採oi取分stu時量re 最小容気量 粗孔隙
調査地区 土 壌 Air Coarse 

Soils 
Volume content of capacity pore Stands surveyed weight fresh soil 

(%) く%) 〈形〕

間子 l s-l l 泊o(d) 旬 l 92 36 13 34 

Ayashi I S-2 I rBo(d) 残 95 50 4 20 

協川崎 I ~つ M 79 46 4 35 

Kawasaki I S -4 I Bo 98 53 3 17 

仙Sen台da一i-作並 45 49 7 36 

Sakunami S-6 I BB-POllI館 38 54 3 43 

透水性

Permea-
bility 

(cc/min) 

128 

48 

135 

37 

150 

105 
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Table 16. 仙台一愛子，仙台ー川崎および仙台ー作並地区の主要土壌化学性
平均値 (30cm 深度〉

Mean values of rnajor chernical properties of soil to 30 crn depth 
in Sendai-Ayashi, Sendai-Kawasaki and Sendai-Sakunarni areas. 

ca 
炭素 窒素 置換酸度 置C換a性 C塩換a基容tio:量置n D飽oef和gCI度Ea e 調査地区 土 壌 Nitro- pH Exch. Exch. 
Carbon gen acidity ca exch. Stands surveyed Soils (H20) capacity satu-

(rn.e.1 
(rn.e.1 ration (%) (%) (Y1) 100g) 100g) く%)

仙sen台da一i-愛子 I 只- ー l rBo(d) 伺 2.2 0.2 5.0 22.4 4.9 20.3 24.3 

Ayashi I S-2 rBo(d) 残 2.8 0.2 4.9 17.0 2.4 18.5 13.1 

協)11 崎 lw|附 5.2 15.9 

Kawasaki I S-4 I Bo 3.0 0.2 5.8 4.1 9.6 24.5 38_7 

eU 並 l L5l 晶子om 飼| 5.2 11.7 

Sakunarni I S-6 I BB-Polll 旬 12.9 0.6 5.0 7.4 2.3 35.2 4.3 

% 
100 

-仙台愛子地区• Sendai--Ayashi 90 。

area 
-仙台川崎地区80 Sendai--Kawasaki 

l 企 1 ... a‘ area 70 
。仙台作並地区

Sendai--Sakunami 60 area 
50 

40 

‘ 4‘ 

30 

20 

10寸企&

。 I i 晶 n ・晶・ n 企 a 

0123456  

a
-、
4

a
『
，

a
-
o
T
2
 

a
T
 

，
。

ab":>O~ .... ..企
・・・・・・ 1. I l'  o 1 2 3 4 5 

傷痕長←m

Length of scars 
傷痕数 傷痕高 m 

Height of scars Nu 円、ber of scars 

Fig. 15. 仙台ー愛子，仙台ー川崎および仙台ー作並地区のヒノキ人工林
の被害状態

Darnaged condition in the plantations of C.加maecyparis at Sendaiｭ
Ayashi, Sendai-Kawasaki and Sendai-Sakunarni areas. 

かに増加している。置換酸度 (yl) が断面内でとのような傾向を示すのは，1Í:陵地の，残積性の赤褐系褐

色森林土の特徴のようであり船，古赤色風化母材に特徴的lζ認められる。

iii) 林分組成・成長と土境条件

Appendix-Tab!e 4 をみると，林齢は S-1 ， 53 年， S-2, 51 年であり，ヒノキ上層木の平均樹高では，

斜面倒行の S-1 は地位「中J，峯部残積の S-2 は地位「上」であり，材積では S-1 は地位「下J ， S-2 は

地位「上J Iζ相当している。土壌理化学性の平均値は Tab!e 15, 16 のとおりであり，理化学性は S-1

の方が良好である。それで，との地区では土壌条件とヒノキの成長とは，一致しないようにみえるが，む

しろ，この程度の土壌条件はヒノキ林の成長にたいして阻害要因となっていないとみた方が適当であるか

もしれない。したがって， S-1 の成長については上木をなすアカマツ・モミの影響について考える必要が
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あろう。

乙の地区では，アカマツ・モミーヒノキ二段林を形成しているが， S-1 では，土木として， ha 当り 100

本，平均直径 43.1 cm，平均樹高 21. 7m，材積 143m3 のアカマツ， および ha 当り 67 本， 平均直径

36.2cm，平均樹高 18.6m，材積 62m3 のモミがあり， アカマツ・モミ林として ha 当り 205m3 の材積

がある。また， S-2 では，上木として， ha 当り 76 本，平均直径 48.7cm，平均樹高 11.7m，材積 135

m3 のアカ 7ツ，および ha 当り 25 本，平均直径 37.6cm，平均樹高 18.4m，材積 25m3 のモミがあり，

アカマツ・モミ林として ha 当り 160m3 の材積をもっている。平均直径 43~49cm のアカマツや 36~38

cm のモミの天然林の生育は良好である。なお， S-1 の上木は S-2 よりもよく繁茂している。

iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Tab!e 5 のとおり， S-I, S-2 とも，ほとんど被害は認められない。 ζの

ととは，ヒノキ人工林の成長状態とともに，東北地方のヒノキ造林を判断する好資料と考えられる (Fig.

15)。

5-2) 仙台一川崎地区

との地区は仙山線作並駅東方の，鎌倉山(海抜 520m) 北部lと広がる丘陵性山地であり，新第三紀凝灰

質岩石から構成され，海抜 300~450m の範囲を占める。 乙の地区では峯部と斜面下部lζプロットを設定

した。

i) 土壌および植生

プロット No. 3 (S-3) Bo(d) 残積， 54林班い1小斑，峯部緩斜， S530W，傾斜 170，海抜 400m。

F : lcm，ヒノキ腐葉，細砕。

A1 : 0~5cm，黒 (7.5YR2/1. 5) , CL，弱度の団粒状，組，潤，推移漸。

A, : 5~17cm，黒褐 (7.5YR 2/2) , CL，弱度の粒状，軟~堅，潤，推移判。

B1 : 17~33cm，暗褐 (10YR3.5/4) ， CL，軟~堅，潤，割れあり，重粘，小半角磯あり，推移漸。

B2 : 33~53 cm，褐 (10YR 4/4) , CL，軟，潤，小半角礁あり，推移判。

BsC : >53cm，褐 (10YR4.5/3) ， L，堅，潤。

プロット No. 4 (S-4) Bo 旬行， 54 林斑い1小班，斜面凹部， S50W，傾斜 170，海抜 360mo

F : 2cm，ヒノキ腐葉。

A : 0~13cm，黒 (lO YR2/ 1. 5) , CL，弱度の堅果状，軟~堅，潤，推移判。

B1 : 13~31 cm，黒褐 (10YR 2.5/3) , CL，堅，潤，重粘，小半角穣混入，推移漸。

B2 : 31~57cm，褐(lOYR4/4) ， CL，堅，溜，重粘，半角磯混入，推移漸。

BsC : >57cm，褐(10YR4/4) ， L，堅， ì潤，重粘，半角風化穣多。

各プロットの植生は Appendix-Tab!e 1 のとおりである。いずれもヒノキ純林であり，峯部の S-3 iζ 

は弱乾性ないし適潤性，斜面凹部の S-4 ，とは適潤性ないし弱湿性の植生が多い。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Tab!e 2, Tab!e 3 のとおりである。峯部の S-3 は斜面下部の S-4 に比

較して，容積重が小さく，粗孔隙，透水性に富み，理学性が良好であるが，化学性は酸度ならびに置換性

塩基， Ca 飽和度からみて， S-4 の方がはるかに良好である。しかし，両者とも土壌条件には比較的恵ま

れているとみてよい。
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iii) 林分組成・成長と土壌条件

Appendix-Table 4 をみると，との地区のヒノキ人工林は林齢 57 年で，上層木の平均樹高からは，斜

面凹部の S-4 は地位「上J，峯部の S-3 は地位「下J Iと相当している。とくに， S-4 は岩手地区 1-1 とと

もに，最上位の成長状態を示している (Photo. 19)。また，材積では S-4 は地位「上J ， S-3 は地位「中J

K相当し，成長状態は一般に良好である。

斜面凹部の S-4 は， 土壊の理化学性平均値で示した Table 15, 16 をみてもわかるように， 比較的，

理学性もよしとくに化学性が良好であるととから，乙のような良好な成長は，土壌条件に由来するとと

ろが大きいものとみている。

iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Table 5 のとおりであり，上層木の調査本数は S-3， 47 本， S-4, 46 本であ

り，見掛けの被害指数は斜面凹部の，成長良好なら4 の方が大きい。 しかし，無被害木率が 70% 以上で

あり，被害程度は軽微であるとみてよい (Photo. 20)。

傷痕の長さ，数，高さの分布状態は Fig. 15 のとおりであり，傷痕長は 0~5.5m，傷痕数は 0~4，傷

痕高は 0~4.5m の範囲である。傷痕高からみても S-3 よりも S-4 の方が被害程度が大きいことがわか

る。

5-3) 仙台一作並地区

との地区は仙台ー山形聞の国道 48 号線線沿いの作並北方約 2km 付近に位置しているが， ちょうど，

宮城・山形県境から東南方 5km 付近にあたる。国道沿いには第三紀中新世緑色凝灰岩が基岩をなすが，

県境に沿った脊梁高位部!Cは，新期火山噴出による安山岩類が主体をなしている。調査地区は安山岩類を

土壌の母材としているが，母材的 lとは複雑である。

乙の地区は，起伏量 200~400m 程度の小起伏山地に含まれるが，付近の脊梁部 lとは 4∞~6∞m， あ

るいはそれ以上の起伏量をもっ中起伏，大起伏山地が多く，奥羽山地としてはもっとも急峻地の多い地域

である曲。海抜 4∞~500m の狭い峯部に 2 プロットを設定した。

i) 土壌および植生

プロット No. 5 (8-5) BB-PDI 伺行， 143 林斑い小班，斜面上部，急斜， N200W，傾斜 400，海抜

500m。

LF : 2cm，ヒノキ，広葉樹腐葉。

HA : 0~3cm，赤黒 (2.5YR 2/1) , L，団粒状，粗，湿，推移判。

A : 3~llcm，黒褐 (5YR2/2) ， L，軟，湿，角様多，弱度l乙溶脱，推移'jQJ。

B1 : 1l~30cm，褐 (7.5YR4/4) ， L，細粒状，粗，潤，角磯多，推移漸。

~ : 30~65cm，褐 (7.5YR4. 5/6) , L，糧~軟，潤，角磯質，粘りあり，推移漸O

BsC : >65cm，明褐 (7.5YR5.5/6) ， L，軟，潤，角磯質，粘りあり。

プロット No. 6 (S-6) BB-PDm 伺行， 143 林班い小斑，狭い峯部，急斜， N50 E，傾斜 300 ， 海抜

450m。

FH : 2cm，ヒノキ，その他腐葉，分解すすむ。

HA : 0~4cm，赤黒 (2.5YR2/1) ， CL，団粒状，粗，湿， root duff の形態，推移明。

A : 4~15cm，黒褐 (5YR2/2) ， CL，弱度の堅呆状，軟~堅，潤，小角磯多，推移漸。
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AB : 15~33 cm，褐 (7.5 YR4/4) , L，弱度の堅果状，軟~整，潤，角磯多，推移判。

nA : 33~47cm，暗褐 (7.5YR3/3) ， CL，軟，潤，埋没表土，小角穣あり，推移判。

n B : 47~62 cm，褐 (7.5 YR4!6) , L，軟，潤，推移判。

nBC: >62cm，明黄褐(lOYR6!6) ， L，軟，潤~湿，角礁質。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， 両プロットともヒノキ純林状を呈するが，

S-5 では亜高木層に天然生ヒパ(ヒノキアスナロ)を混じ，林相粗悪で，ヒノキ人工林の形態をなしてい

ない (Photo. 21)。いずれも林床には高低木状のツツジ類，その他乾性植生が多く，山岳峯部の特徴をよ

く表現している。

ii) 土壌の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。 S-5， S-6 とも急峻地形の狭い峯部

付近に位置する喋質の餌行土で，粗孔隙に富み，透水性が大きく，理学性は良好である。置換性塩基iζ之

しく， Ca 飽和度も比較的低い傾向があり，前述の川崎地区のものとは，母材的に似ているが，化学性は

かなり異なっている。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

Appendix-Table 4 をみると，との地区のヒノキ人工林は林齢 54 年で，上唐木平均樹高からは，両者

とも地位 f下」に担当している。 ha 当り本数は S-6 の方が多いため，材積では S-6 は地位「中J， S-5 

は地位「下」となっている。このような成長は奥羽山地の急峻地に位置し，土壊条件にも問題があるため

とみられ (Table 14, 15)，林相，形質も不良である。宮城県でも奥羽山地地域ではヒノキ人工林の生育

状態が不良となる好例であろう。

iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Table 5 のとおりであり， S-6 Iとわずかに被害があらわれている程度で，

無被害木率は 90% 前後を示し，ほとんど漏脂病被害はあらわれていない。また， Fig. 15 をみても，傷

痕の長さ，数，高さは川崎地区よりもかなり小さい結果を示している。

ζのように，この地区のヒノキ人工林は，林相，成長は不良であるが，漏脂病被害が軽微であるのは意

外なことである。いずれも急斜地に位置し，土壌の理学性が良好であるととも考えられるが，むしろ，直

後成長が不良なため，林齢 54 年で，平均直径 15~17cm 程度であるととが，岩手地区 1-2 で述べたよう

に，漏脂病被害としてあらわれていないことによると思われる。

6) 沼田・真室川営林署管内

山形県酒田および真室川地方は，日本海側の多雪地域として選定されたもので，鳥海山ー湯殿山脊架部

を中軸とし，西側の，いわゆる吹き上げ地域として酒田ー青沢地区，東側の吹き下し地域として真室川ー

高坂地区を選定した。両地区は脊梁部の青沢越を介して東西に位置している。

6-1) 酒田ー青沢地区

との地区は山形県酒田市東方約 15km の青沢部落付近にある。起伏量 100m 以下の小起伏丘陵地で，

海技 2ω~300m の範囲を占め，洪積世の酸性火山砕屑物からなるが16) , 付近をみると，上部から粘土，

火山砕屑物，砂の堆積がみられ，土壌は粘土層を母材としている。丘陵峯部と山脚平坦に，それぞれプロ

ットを設定した。

i ) 土壊および植生



- 38 ー 林業試験場研究報告第 325 号

プロット No. 1 (Sa-l) rBD(d) 残積， 73林斑ろ小班，丘陵峯部，平坦，海抜 260mo
L : lcm，アカマツ落葉。

F : 2cm，ヒノキ，その他腐葉。

A1 : O~5cm，黒 (7.5YR 2/ 1. 5) , C，堅果状・塊状，軟，潤，重粘，推移漸。

As : 5~19cm，黒褐 (7.5YR 3.5/2) , C，弱度の堅果状，軟~堅，潤，重粘，推移判。

~ : 19~33cm，褐 (7.5YR 4/3) , C，堅，潤，重粘，割れあり，腐植の汚染模様，推移漸。

弘: 33~60cm，明褐 (7.5YR5/6) ， C，堅，潤，重粘，推移漸。

~ : 60~77cm，樫 (7.5YR 6/6) , HC，堅，潤，重粘，推移漸。

4 : >77cm，種 (7.5~10YR6/6) ， HC，堅，潤，重粘。

プロット No. 2 (Sa-2) BlF残積， 73 林班ろ小型E，山脚平坦，海抜 240m。

L : 1cm，アカマツ落葉。

F : 1cm，アカマツ腐葉。

A1 : O~14cm，黒 (10YR2/1) ， C，軟~堅，潤，害jれあり，いくぶん還元的，推移判。

As : 14~28 cm，黒褐(lO YR3/1.5) ， C，軟~堅，潤，いくぶん割れあり，角磯混入，推移判。

AB : 28~40 cm，暗褐 (10YR 3/3) , C，堅，潤，粘りあり，腐植の汚染模様，半角礁混入，推移判。

B : 40~55cm，にぷい黄櫨(10YR6/3) ， C，堅，潤，わずかに Fe 洗殿，半角様混入，推移漸。

Cg : >55cm, Iζぷい黄援 (10YR6/3) ， C，固結，重粘，明赤褐 (5YR5/8) の鉄斑多。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり，両プロットともに，ヒノキ・アカマツ混交

林をなし，林床は適溜性ないし弱湿性の植生からなる。 Sa-1 ではヒノキは高木層と亜高木層に分化して

いる (Photo. 22)。

ii) 土壊の理化学性

土壌の理化学性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。断面形態からは， いずれも埴質，

重粘で，堆積状態は密であり， Sa-2 の土壌断面付近には湧水があり，渓流の源泉となっている。両者と

も下層の容積重は 100 以上で， Sa-2 の最小容気量は小さいが，粗孔隙，透水性は比較的良好である。

置換酸度 (Yl) は大きし下層に増大しているのは，仙台地区 S-2 と共通し，丘陵地帯の赤褐系褐色

森林土の特徴を示している。置換性 Ca は，両土壌とも，表層では落葉層の影響で富化しているが，下層

は，峯部の Sa-l では少なく，山脚の Sa-2 では比較的多い。母材的lとは塩基に之しいものとみられる。

ζのように，土壌の化学性は， Sa-1 よりも Sa-2 の方が良好であるが， 理学性は，堆積状態，水分状態

などから， Sa-1 の方が良好であるとみられる。

iii) 林分組成・成長と土壊条件

Appendix-Table 4 によると，林齢は 60年前後で，ヒノキ上層木の平均樹高では，いずれも地位「中J

に相当しているが， 山脚の Sa-2 の方が峯部の Sa-1 よりも上位にある。本数は Sa-1 の方がかなり多い

が，直径成長は Sa-2 の方が地位「上」を上まわっているため，材積では Sa-1 は地位「中J ， Sa-2 は地

位「上j を，それぞれ上まわった成長を示している。

土壊条件は理学性および化学性の平均値で示した Table 17, 18 をみてもわかるように，化学性は Sa-2

の方が良好であり，理学性は，むしろ Sa-1 の方が良好である。 Sa-2 の成長が良好なのは，土壌は肥沃

で，理学性もそれほど不良でないことに関係しているかもしれない。
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Table 17. 沼田一育沢および真室川卜高坂地区の主要土壌理学性平均値 (60cm深度〉

Mean values of major physical properties of soi1 to 60 cm depth 
in Sakata-Aosawa and Mamurogawa-Kosaka areas. 

M採水oi取分stu時量re 最小容気量 粗孔隙 透水性
調査地区 土 境 容積重

Air Coarse Permea-
Volume content of capacity pore bility Stands surveyed SoiIs weight fresh soi1 (%) (%) (cc/min) (%) 

酒門沢 |srllM 残| 81 49 6 22 75 
Sakata- Sa2BIF 残 97 53 2 15 78 Aosawa 

劃|卜両坂 lMa-l 泊o(d) 残| 107 55 l 10 24 
MamuKroOulaawka r Ma-2BD-E 崩 70 58 3 19 58 

Table 18. 酒田一青沢および真室川卜高坂地区の主要土域化学性平均値 (30cm 深度)

Mean values of major chemical properties of 鈎i1 to 30 cm depth 
in Sakata-Aosawa and Mamurogawa-Kosaka areas. 
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混交しているアカマツは， ha 当り Sa-1 では 21 本， 16m3， Sa-2 では 25 本， 26m3 で，生育状態は比

較的良好である。

iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Table 5 のとおりであり，調査本数は Sa-1 ， 60 本， Sa-2, 39 本で，見掛

けの被害指数でみると， 峯部の Sa-1 よりも山脚の Sa-2 の方が大きくなっており，成長状態とは反対で

ある。

傷痕の長さ，数，高さの分布は Fig.16 のとおりであり，傷痕長は 0~8.5m， 傷痕数は⑪~5， 傷痕

高は 0~5.5m の範囲であり， 傷痕高のピークは1. 5m iとある。傷痕の高さは Sa-1 では 3.5m， Sa-2 

では 5.5m まで認められ， 1 箇の傷痕の長さは， Sa-1 では1. Om, Sa-2 では1. 5m で，被害程度は，

やはり Sa-2 の方が大きい。しかし，無被害率は Sa-1， 539払 Sa-2， 43% であり，それほど低くない。

6-2) 真室川卜高坂地区

との地区は奥羽本線沿いの真室川町北西約 12km の地点にあり，高坂ダム下流大沢川沿いの， 高坂北

方 1km 付近に位置している。 ζの付近は，起伏量 200~400m の小起伏山地に属し，新第三紀安山岩質

岩石からなる加。調査地区は大沢川沿いの，海抜 200~300m の緩斜地を占めている。乙の地区の峯部と

山脚緩斜に，それぞれ，プロットを設定した。

i) 土壌および植生

プロット No. 1 (Ma-1) rBo(d) 残積， 49 林斑え小斑，丘陵峯部，平坦，海抜 300m (Photo 23)。

L : 1cm , ミズナラ，その他落葉。

FH : 1cm, ミズナラ，その他腐葉，分解すすむ。

A : 0~7cm，灰黄褐 (10YR4/2) ， C，弱度の堅果状，軟~堅，潤，重粘，小害jれあり，腐植のモザ

イク模様，推移明。

B1 : 7~35cm，褐 (7.5YR4/6) ， C，堅，潤，割れあり，重粘，蝋光沢，根少，推移漸。

Bs : 35~60 cm，褐 (7.5YR4. 5/6) , C，堅，潤，重粘，根ほとんどなし，推移漸。

C : >60cm，明褐 (7.5YR5/6) ， C，堅，潤，重粘， Mn 核多， ~Lぷい黄樫(10YR 7/3) の凝灰質

風化部を斑状lζ介在，クサリ小磯あり，段丘堆積物の形状を呈す。

プロット No. 2 (Ma-2) BD'E 崩積， 49 林班え小班，山脚緩斜， S400W，傾斜 110，海抜 240m。

L : 1cm，ヒノキ，その他落葉。

FH : lcm，ヒノキ，その他腐葉，分解すすむ。

A : 0~27cm，黒 (7.5~lO YR2/1) ， CL，軟~堅，潤~湿，凝灰岩半角際混入，推移漸。

llA : 27~40cm，黒 (7.5~10YR2/1) ， CL，軟~堅，潤~湿，凝灰岩半角磯混入，上部の A 層とあ

まり変わらないが，わずかに濃色，推移明。

II B : 40~65 cm，褐 (7. ト10YR4/4) ， CL，堅，潤，凝灰岩半角磯混入，推移漸。

llBC: >65cm，褐 (7.5YR4. 5/4) , C，堅，潤，凝灰岩半角磯混入。

各プロットの植生は Appendix-Table 1 のとおりであり， いずれもヒノキ純林状を呈しているが，峯

部の Ma-l ではヒノキは高木，亜高木に分化し，斜面の Ma-2 では亜高木階にホオノキを混交している。

林床はいずれも適潤性ないし弱湿性の植生からなる。

ii) 土壌の理化学性
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土壌の理化学性は Appendix-Table 2, Table 3 のとおりである。断面形態からはいずれも埴質で，

Ma-l は堅密，重粘， Ma-2 は半角礁を混入し，形態的には Ma-2 の方が土壌条件は良好である。土壌の

理学性をみると， Ma-l，下層の容積重は 100 以上を示し， きわめて堆積状態が密であるため，最小容気

量はマイナスとして表現されている。粗孔隙，透水性からみて， Ma-2 の方が明らかに良好な理学性を示

している。

つぎに，化学性をみると， Ma-l は Ma-2 ~C比較して酸性が強く，置換性塩基が少なく， Ca 飽和度は

明らかに低い。とくに， Ma-l の置換酸度は値も大きし下層lζ増加し，酒田地区と同様の特徴を示して

いる。

iii) 林分組成・成長と土壌条件

林分組成は Appendix-Table 4 のとおりである。林齢は Ma-l， 56 年， Ma-2, 57 年で，ヒノキ上層

木の平均樹高からは， Ma-l は地位「下J ， Ma-2 は地位「上J ~C相当し，材積でも同様である。峯部

の Ma-l と斜面の Ma-2 とでは成長に大きい差異があり， Ma-2 の成長は，前述の Sa-2 とともに，ヒノ

キ人工林としては良好な方に属している。

とのような成長の差については， Table 17, 18 の土壌の理学性および化学性平均値をみてもわかるよ

うに， Ma-l と Ma-2 の土接条件の優劣~C関係があるとみている。とくに， Ma-l のきわめて堅密な土壌

条件は，ヒノキの成長を阻害しているとともに，それが多雪地帯では雪害を増大する原因になっているよ

うに考えられる制。

なお， Ma-llとは平均樹高 6.1m 程度の下層木が多く， ヒノキの形質が不良で， ほとんどが根元曲り

となっている (Photo. 24, 25)。成長の良好な Ma-2 のヒノキも形質は良好ではない。乙れらはいずれも

雪害!とよるものと考えられる (Photo. 26)。風の吹き上げ地域の酒団地区と吹き下し地域の真室川地区と

では，ヒノキ人工林にたいする積雪の影響は明らかに異なり，多雪地帯にヒノキ造林を導入する場合の好

事例を提供している。

iv) 漏脂病被害

被害調査結果は Appendix-Table 5 のとおりであり，上層木の調査本数は Ma-l 38 本， Ma-233 本

で，見掛けの被害指数は， 峯部の Ma-l の方が斜面の Ma-2 よりも明らかに小さく， この ζ とは無被害

木率からみても同様である。とのような傾向ほ，とれまでも述べてきた峯部と斜面の，成長と被害の関係

と同様である。

Fig. 16 をみると，傷痕長は O~5m，傷痕数は令、，3，傷痕高は O~5.5m の範囲にあり， 傷痕高のピ

ークは 1~2m 付近に位置し，被害程度は中庸で，酒田地区と似ている。積雪による根元曲りや樹幹の損

傷は，酒田地区よりも真室川地区のヒノキ人工林lζ明らかに多いが，漏脂病による縦傷痕lとは，とくに目

立った差異があらわれていない。とのととは，ヒノキ漏脂病被害と雪害との関係をみる場合IC興味ある乙

とと思う。

3. ヒノキ人工林の成長解析および地位指数曲線

1) ヒノキ人工林の林分成長

Appendix-Table 4 の，各プロットごとのヒノキ人工林上層木の林齢l平均樹高を使用し，木曽地方ヒ

ノキ林収穫表によって地位区分したのが Fig. 17 である。 乙れをみると， 調査地区のヒノキ人工林の成

長は，木曽地方ヒノキ林収穫表よりも， いくぶん下位に偏しているものの， おおむね，地位「上」から



h 
t>.) 

葉
幽
神
棚
丹
醐
跡
部
副
靖
国
何
趨
市
町

連
ω
N印
ー
叩

• T-2 
$5-4 

"0-2 ・ T-4

-遠野(T) T�o 

@宮古(M) Miyako 

a 大槌(0) Ozuchi 

・岩手(1) Iwale 

a 野辺地(N) Noheji 

@仙台(5) 5endai 

� ~霞田(5a) 5akata 

1 真室川(Ma) Mamurogawa 

m'jha 
700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

由
E
2
0
〉

梅

守守
・何セー

調 5-6.IB.-Po lII

旬 Ma-1IrBo(効
崩 5-3 IBo(d) 
崩〒 T-4 IIBlo(d) 
残， IT-7 IIBlo(対)
旬 5-5 IB.-Pom 
残 T-6 IBt. 
残 T・ 5 IB/o(d) 
残
残

残

傭

残

旬
崩

残
残
鋼

調

残

ト 1 IBlo(d) 
5-41BD 

上1~-2J~lo
Maト-2 IBo. ，

Sト2 IrBo(d) 
0-1 IB/o 
N-1 IBlo(d) 
5a-2 I Blr 
M-1 I 自ら 1m 
1-3 IBlo(w) 
1-2 IBo(d) 
T-2 I/Blo(d) 

中 IN-2 IBlo 
5-1 I rBo(d) 
T・ 1 I B/o 
1.4 IB/o 
5a-11 r目。(d)

T-8 I/B/o 
0-2 IB/. 
T-3 I/B/o(d) 

m 

30' 

Z二
回

215 
E 
帽
<1l 
::?; 

l~ 10 

袈

雲

l井

25 

20 

5 

。

。。

。 70 年
year 

60 

Fig. 18. 調査地区ヒノキ人工林上層木の材積と

木曽地方ヒノキ林収穫表との対比

Comparison between volume of upper story 
trees in the plantations of Chamaecyparis of 
stands surveyed and that of yield table in 

Kiso district. 

50 40 

Stand age 

30 

齢林

20 10 70 年
year 

60 

Fig. 17. 東北地方ヒノキ人工林の地位区分

(木曽地方ヒノキ林収穫表)

Site classification in the plantations of Chamaeｭ
cyparis of the Tohoku district by the yield table 
of Kiso district. 

50 

Stand age 

40 

林齢

30 20 10 



w胃L
R儀
社
内
品
目
月
叫
が
π
\
μ
ず
〉
H
骨
骨S
除
覗
邦
議
作
勝
勢
t
r
e忍
耐
醐
知
ハ
壬
恥
・
出
口
減
・
期
・
耐
静
岡
新
〉

1
8
1

。 M-2

OL ASペィて
S-4・ Ma・2'/. ,.. 

My ./ 
/・T-2

Ma-1 /"': 'T.3 

0-2"噛￡ト3
5・2 ,,/ S.~ ::J-4 .............. 
.... $ 1-1 ..........-

N-1 き 1 _，・ ~T-4 ・ T-5
N・2 $/.T-8 
-E@s-516 

$S-5 

T�o 
Miyako 
Ozuchi 
Iwa!e 
Noheji 
Sendai 
Saka!a 
Mamurogawa 

-遠野(T)
。宮古川)

A 大槌(0)

・岩手(1)

‘野辺地(N)
@仙台(5)
A 酒田(5a)

×真室川(Ma)

cm 

30. 

25 

20. 

15 

10. 

5 

』
申
出
世
E

四
一
方E
g
E

州
沖
岨
g
N
町

• T-2 

e5-4 

.T・8

VX32 ミ241
T-7・@ぃ、 T-3

N-1 ・<， Ma-1 ，・、、.:-5a-2 
A 卜 1........... Ma.2 

,;.2 ____  

"0-2 

M・ 1

。・ T-1

-遺野(T) T�o 
。宮古(M) Miyako 
a 大槌(0) ﾕzuchi 
・岩手(1) Iwa!e 
・野辺地(N) Noheji 
@仙台(5) Sendai 
A 酒田(5a) 5aka!a 
x真室川(Ma) Mamurogawa 

1-3 

• 

'T-6 

1-2 ・ $5-6

.T-4 

ha 

3,500. 

3,0.0.0. 

2,500. 

1,50.0. 

1,0.0.0. 

50.0. 

2,0.00. 
.
0
Z
E
S
ω
 

議

十骨

70.年
year 

60. 

Stand age 

Fig. 20. 調査地区ヒノキ人工林上層木の平均直径

と木曽地方ヒノキ林収穫表との対比

Comparison between mean diameter of upper story 
trees in the plantations surveyed of Chamaecy�aris 
and that of yield table in Kiso district. 

50. 40. 30. 

齢林

20. 10. 

。

。70.0. m'/ha 60.0. 

Fig.19. 調査地区ヒノキ人工林上層木の本数l材積

と木曽地方ヒノキ林収穫表との対比

Comparison between stem number/volume of upper 
story trees in the plantations surveyed of Chamaeｭ
cy�aris and that of yield table in Kiso district. 

50.0. 40.0. 

Volume 

30.0 

積キオ

20.0. 10.0. 
。

。



- 44 一 林業試験場研究報告第 325 号

「下J にわたって分布し，木曽地方と類似の傾向を示している。

Fig. 17 から，各プロットの地位はつぎのように査定される。

地位「上J 1-1, Blo(d) 伺， S-4, Bo 旬， M-2, Bゐ崩， Ma-2, BO'E 崩， 8-2, rBo(d) 残， 0-1, 

Blo 伺。

地位「中J N-1 , Blo(d) 残， 8a-2, BlF 残， M-1, B1B-1m 残， 1-3, Blo(w) 残， 1-2, Bo(d) 残，

T-2, lBlo(d) 筒， N-2, Bゐ残， S-I, rBo(d) 伺， T-1 , Blo 崩， 1-4, Blo 残， 8a-1 , 

rBo(d) 残， T-8, lBlo 旬， 0-2, B1B 伺， T-3, lBlo(d) 残。

地位「下J 8-6, BB-POBl飼， Ma-1 , rBo(d) 残， 8-3, Bo(d) 残， T-4, lBlo(d) 餌， T-7, lBlo(d) 

旬， 8-5, BB-PoBl飼， T-6, BlB 餌， T-5 Blo(d)残。

とのような地位区分から，地位「上J には，①土壇条件が良好なもの(斜面の適潤性筒行・崩積土な

ど)，②位置的条件が有利なもの(仙台地区，太平洋岸，あるいは低海抜，丘陵地など)が考えられ，ま

た，地位「下J IC は， ①土境条件の不良なもの(峯部の弱乾性，残積，飼行土など)，②位置的条件が

不利なもの(高海抜地，多雪地など〉が考えられる。地位「中」には土壊条件や位置的条件からみて，中

間的なものが包含されている。大体，土壌条件と位置的条件とは互に関連し， とくに地位「中」以下で

は，雨条件が補完しあって，ヒノキ人工林の成長を支配している傾向がある。

林分の上層木平均樹高は，その樹種の地位を指標するものとみなされているが，一方，林分材積は本数

および直径成長l乙支配されている。各プロットの林分材積を木曽地方ヒノキ林収穫表に対比したのが

Fig. 18 である。 とれをみると，平均樹高による地位区分 (Fig. 17) よりも， 全体的に上位に偏してい

る。すなわち，地位「中」から Fig. 18 の「上」に，地位「下」から Fig.18 の「中」に移動している

ものが 10 例ほどあり，わずかに 8-1 ， 0-2 が地位「中J から Fig. 18 の「下」に移動しているだけであ

る。

乙のように，調査地区のヒノキ人工林は，平均樹高!とよる地位よりも，かなり上まわった材積を保有し

ている。 とれは Fig.19 をみてもわかるように，樹高地位よりも材積が上位lと移動しているものは，木

曽地方ヒノキ林収穫表に比較して，明らかに本数が多く，また，下位IC移動しているものは，本数が少な

いととに原因している。

しかし， Fig. 20 にみられるように，調査地区のヒノキ人工林上層木の直径成長は，木曽地方ヒノキ林

収穫表に比較して不良ではなく，むしろ，樹高よりも，収穫表曲線を中心として平均的!と分布している傾

向がある。とのことは，東北地方のヒノキ人工林の仕立て本数を考える場合，注目すべきことであろう。

2) ヒノキ人工林標準木の成長

調査地区 lと設定した各プロットの， 林分上層木の平均木について樹幹解析をおこなった。それらの樹

高，直径，材積総成長を示したのが Appendix-Table 6 である。調査地区は岩手県を重点とし，宮城，

青森，山形県におよんでおり，ある程度の広がりをもった壮齢のヒノキ人工林を対象としたため，ほぽ，

東北地方のヒノキ人工林の成長状態を把握できるものと考えられる。ただし，調査の対象にはヒノキ林と

して成林した代表林分が選ばれ，前述の資料調査にあるような，種々の混交歩合のヒノキ林は対象とされ

なかった。

各調査地区 fC設定された 28 プロットの標準木資料を使用し，樹高総成長の齢階ごとの平均値 (X) お

よび標準偏差〈 σ) を求めた。つぎに， X 土 2σ によって樹高総成長の上限，下限を求め，各プロットの
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Fig. 21.東北地方におけるヒノキ人工林の成長区分

Growth c1assification of the plantations of Chamaecyþaグis
in the Tohoku district. 

60 50 20 10 

。

。

乙の範囲に包含されることがわかった。それで， X土 2σ 内を

Fig.21 を作成した。標準木の樹高は地位を指標するから，

るが，東北地方ヒノキ人工林の地位区分図ともみなしうるものと思うω。 Fig. 21 を木曽地方ヒノキ林収

サンプルの不備はあ

1 例を除いて，標準木を搬入したととろ，

齢階ごとに 3 等分し，

穫表と対比すれば，地位「中」は，との図の平均値〈主) rc近似し，地位「上J および「下J は，それぞ

れ，上限，下限の下位および上位1c位置し，傾向は類似している。

Fig. 21 から，調査地区のヒノキ人工林の成長状態をみるとつぎのようになる。

位: 1-1 , Blo(d) 旬， M-2, Blo 崩， S-4, Bo 筒， Sa-2, BlF残， N-2, Bゐ残， N-l , Blo(d) 残，上

M-1 , BlB-Im 残， 0-1 , Blo 伺， Ma-2, BO.E 旬。

S-2, ，.Bo(d) 残， 0-2, BlB 伺， T-2, lBlo(d) 飼， 1-2, Bo(d) 残， T-1 , 位: 1-3, Blo(w) 残，中

Blo 崩， 1-4, Blo 残， Sa-1 , ，.Bo(d) 残， S-1, ，.Bo(d) 旬， T-3, lBlo(d) 残， T-4, lBlo(d) 

伺， T-8, lBlo 旬。

位: S-6, BB-PO]J[旬， T -7, lBlo(d) 旬， T-5, Blo(d) 残， Ma-1 , ，.Bo(d) 残， S-3, Bo(d) 残，

T-6, B1B 旬， S-5, BB-POJ[旬。

乙れをみると，成長上位に属するものは，①土壊条件の比較的良好なもの (1-1 ， M-2, S-4, 0-1, 

Ma-2 など)，②低海抜，E:陵地iζ位置するもの (N-l ， N-2, M-1 , Sa-2 など)，などであり，成長下位

lと属するものは，①土壌条件の比較的不良なもの (Ma-l， S-3, T-6, S-5, S-6 など)，②高海抜，山

下

地峯部に位置するもの (S-6， S-5, T-7, T-5, T-6 など)であり，その他は成長中位1c包含される。

ヒノキ林分標準木によって作成した成長区分と，前述の木曽地方ヒノキ林収穫表による地位区分とは，

若干のズレはあるが，大体，類似しており，また，成長区分tc，土壌条件や位置・地形条件が大きく関係

しているのも共通している。
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Fig.22. 各プロット標準木の 20， 40, 60 年の樹高
Height at 20, 40 and 60 years of sample trees in each plot. 
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Fig. 23. 東北地方のヒノキ人工林標準木の樹高速年成長

Annual increments of height in the sample trees of the plantations 

of chamaecyparis in the Tohoku district. 
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とのように，調査地区のヒノキ人工林には，土域条件や位置・地形条件に対応して，成長状態に上・中

・下の優劣が認められる。それで，各プロットごとの成長経過を把握するため. 20. 40. 60 年の樹高につ

いて. Fig.22 のような一覧図を作成した。とれをみると. 40 年の樹高が大きい〈例えば 13m 以上) 1-1. 

M-2. N-2. Ma-2. 0-1. S-4. N-l. Sa-2. M-1 は，地位「上J. あるいはそれに近い良好な成長を示

し，また. 40 年の樹高が小さい〈例えば 10m 以下) S-5. S-3. T-6. T-5. T-7. S-6. Ma-1. Sa-1 は

地位「下J. あるいはそれに近い不良な成長を示している。つまり. 40年以前の，初期成長がおう盛なと

ころは成長の良好なヒノキ人工林となっている。初期成長の大きいヒノキ人工林は， 斜面筒行土や低海

抜，丘陵地に多く，また，初期成長の小さいものは，峯部残積土や高海抜，山地fl:多い傾向がある。

それで，各調査地区のヒノキ人工林の成長経過をみるみるため，各標準木の樹高速年成長を図化してみ

た。 Fig.23 をみると. 28 本の連年成長曲線は錯綜しているが，全体的には樹齢 20 年前後をピークと

し，樹齢増加とともに減衰する傾向があり，おおむね，成長おう盛な 15 年から 35 年にかけて，平均的に

みて 30cm 程度の連年成長を示していることがわかる。

つぎに，各プロットごとに，樹高速年成長のピークについてみると，地位「上」の成長を示している適

潤性，飼行，崩積土の 1-1. S-4. M-2. Ma-2 などでは 1ト15 年にピークがあり， また，地位「下」の

成長を示している弱乾性，残積，餌行土の S-6. Ma-1. S-3. T -4. ふ5. Tるなどでは 35~40年にピー

クがある。

m 

35, 
H=K-ab' 
H:Height 
k, a, b:lnvariable num回r
t:Age grade 

H=33.5181237-33.179856 
xO.9460084' 

25'; 
• T�o (T) 

• M百zlyuacko(M} , Ozuchi (0) 
• Iwate (り
• Noheji (N) 
Eﾐ 5endai (5) 
� 5akata (5a) 
現 Mamurogawa (Ma) 
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事
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。 10 20 30 40 

齢階 Age grade 

50 60 

地位指数
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Fig. 24. 東北地方におけるヒノキ人工林の地位指数曲線 (60 年)

Site index curve (60 y回rs) in the plantations of Chamaecyparis 
in the Tohoku district. 
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Table 19. 調査地区におけるヒノキ人工林の地位指数 (60 年〕

Site index (60years) in the st却ds surveyed of Chamaecy�aris obtusa. 

調査地区 プロット 地位指数 調査地区 プロット
地位Sit指e数Stands No. 土 壊 Site Stands No. 土 壌

surveyed Plot Soils index surveyed Plot Soils index No. No. 

T-l Bゐ 崩 16 岩手ー前森 1 -3 Blo(w) 残 16 
1wate-

遠野一琴畑
T-2 lBゐ(d) 旬 16 Maemori 1 -4 Bゐ 残 16 

Tõno・ T-3 lBlo(d) 残 14 

N野o辺YhoE地klio-一z様aw沢a 18 Kotohata T-4 lBlo(d) 伺 14 
N-2 I Bゐ残 18 

T-5 Blo(d) 残 12 

仙Sen台daAーi-y愛as子hi S-1 グBo(d) 伺 14 

T-6 BIB 筒 12 
S-2 γBo(d) 残 18 

遠野ー笛吹
Tõno・ T-7 lBlo(d) 伺 12 協)!I崎 lwlM 残 12 
Fuefuki T-8 lBlo 筒 14 Kawasaki I S -4 I Bo 筒 18 

M宮iy古akoー山- 田 I~一-1 BIB-1m 残 18 仙Sen台daーi-作並 S-5 BB-PolII伺 12 

Yamada I M-2 Blo 崩 20 Sakunami S-6 BB-PolII儒 14 

大槌一金沢 旬 18 S酒a 田ー青沢 Sa-l rBo(d) 残 16 
ﾕzuchi- kata-
Kanazawa 0-2 I BIB 伺 16 Aosawa Sa-2 BIF 残 18 

岩手1wーat御e-堂・子抱 I-llBh(d) 筒 22 ~)Iト 12 

Midõ ・ Kodaki 1 -2 I Bo(d) 残 16 島Earnukroogsaawkaaa Ma-2BD-E 崩 18 

このように，地位「上」には，成長初期におう盛な成長をしているものが多く，また，地位「下」には

成長中期に，ようやく成長が良好になるものが多いようである。前述の 40 年樹高総成長も， 乙のような

連年成長の結果によるものである。しかし，弱乾性，残積土の S-2， N-l , N-2, 1-2, Sa-l, Ma-l など

は，地位「上J~í中J の成長を示しているが，いずれも成長中期にピークがあらわれている。 ζれについ

ては，いずれも低海抜，丘陵地に位置しているところから，土壌条件だけではなく，地域的，位置的条件

についても考えなければならない。

3) ヒノキ人工林の地位指数曲線

各調査地区に設定された 28 プロットから得られた， 28 本の標準木の樹高総成長資料を使用し，次式に

よって，林齢 60 年の樹高を指数として， 齢階別平均樹高を求め，地位指数曲線を作成したのが Fig. 24 

である。

H=K-abt 

ただし， H:;樹高， K , a, b: 変数， t: 齢階

地位指数曲線図 Ir ， 名標準木の樹高を俵入し， 各プロットの地位指数を求めたのが Table 19 であ

る。とれをみると，地位指数の最高は 22， 最低は 12 となっている。地位「上」に属している各プロット

は地位指数 18~22，地位「下J の各プロットは 12~14 を示している。

4. ヒノキ人工林の漏脂病被害

ヒノキ樹幹に樹脂が漏出涜下し，縦溝を形成するものを漏脂病被害としており，材の利用歩合を低下さ

せるところから，ヒノキ造林の大きな障害となっている。との調査では，各プロットごと iじ林分調査と

平行して，毎木について，縦傷痕の長さ，数，高さを調査した。被害程度は縦傷痕の長さ，数，高さの数
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値が大きいほど大きいものとみられるから，単純に，それらの数値の和を求め，見掛けの被害指数とし，

さらに，無被害木率 O の，遠野地区 T-l を基準として，各プロットの比数を求めた。 それらについては
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Appendix-Table 5 !C示したとおりである。

調査林分は無被害木率 0~1∞%の範囲に 100 ・T.l 

3 
80 

60 

40 

(
o
z
g
g
z
間
百
)
H
8
5
由
国
間F
K冊
。

(
訴
対
)
採
血
怖
仰
挙

わたり，見掛けの被害指数(比数)も 0~1∞

の範囲を占めている。それで，被害指数と無

被害木率を座標軸とした Fig. 25 を作成し，

各プロットを搬入して被害程度をみる ζ とに

した。

被害指数 30 以機械的に，Fig. 25 カ〉ら，

被無被害木率 70% 以上のものを徴害，下，
20 

害指数 70 以上，無被害木率 30;;ぢ以下を激害

40 60 

無被害木率

Non-damaged tree rate 

Fig. 25 調査地区におけるヒノキ人工林(上

層木)の漏指病被害状況

Damaged condition due to resinωis in the 
plantations surveyed of Chamaecy�aris. 

とし，その中間を中害として，調査林分の被

20 

。

。

その結果は Table 20 害程度を 3 区分した。

のとおりである。

乙れをみると，激害には，遠野地区の斜面

中害が 28下部の 2 プロットだけが該当し，

プロット中 15 プロット，微害が 11 プロット

Table 20. 調査地区におけるヒノキ人工林の漏脂病被害区分

Degree of damage due to resinosis in the plantations surveyed 

of C.加maecがaris.

S微light dam害age Mod中erate dam害age Se激:vere dam害age 
0~301) 70へ， 1 ()()S) 30........70~) 7~10Ql) 0........30釦

S-1 グBo(d) 伺 Ma-l rBo(d) 残 T-2 lBlo 旬

0-1 Blo 旬 N-2 Blo 残 T-l Blo 崩

S-5 BB-PO)[ 伺 Sa-l rBo(d) 残

S-2 rBo(d) 残 M-l BIB-Im 残

1 -2 Bo(d) 残 T-8 lBゐ 旬

S-6 BB-PD)[ 飼 1 -3 BID(w) 残

0-2 BIB 旬 1 -1 Blo(d) 旬

N-l Blo(d) 残 T-5 BlD(d) 残

S-3 Bo(d) 残 Sa-2 Blp 残

1 -4 Blo 残 Ma-2 BO.E 崩

S-4 Bo 餌 T-4 lBlo(d) 筒

T-7 lBlo(d) 伺

M-2 Blo 崩

T-6 BIB 伺

T-3 lBlo(d) 残

Damage index (relative ratio) 
Non-damaged tree rate (per cent) 

1) :被害指数(比数)

2) :無被害木率(%)
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となっており，大部分が被害指数日以下，無被害木率 50% 以上に包含されているととがわかる。被害指

数 1∞は，傷痕の長さ，数，高さの和が 7.4 であるから，被害指数 50 は 3 者の和が 3.7， つまり，平均

的にみて，傷痕の長さ1. 2m，数 1.2，高さ1. 2m 程度の被害を意味し，調査プロットの 80% 以上が，

との程度以下の被害状態であるととを示している。

つぎに，微害に属している林分をみると， 1-2, S-5, S-6 のように，平均胸高直径が 15cm 程度で，

傷痕の形成が不十分なものもあるが，仙台地区の 6 プロットはすべて徴害に属し，また，太平洋岸の大槌

地区も徴害である。土壌的には適潤性ないし弱乾性の伺行，残積土で， S-2, 1-2, S-3 のような堅密な土

壌や S-5， S-6, 0-2 のような不良土壊を含んでいる。 とのように，被害程度が小さい林分は，むしろ，

樹高地位の低いプロットに偏している傾向がある。また，比較的，高海抜の遠野地区や日本海地域のもの

に，微害11:該当するものがなく，中害ないし滋害 11:属しているのも注目される。

乙のようなととからは， 漏脂病による被害程度は， マクロ的lCは地域的条件11:支配され， ミクロ的lと

は，各地区でも述べたように，局所地形ー土壌条件11:支配されているととがわかる。また，土壌条件にた

いする被害程度と成長との関係には，一致した傾向がなしむしろ，反対の傾向がうかがわれ，地域的条

件にたいしても，被害程度は成長よりも関係が深いものとみられる。

VI 総合考察

1. ヒノキの天然分布と東北地方の気候特性

ヒノキは日本特産の常緑針葉高木で，天然分布の北限は，林ð1 によって，福島県下の永戸国有林および

赤井岳民有林付近の，北緯 37 010' であると報告されている。赤井岳のものは厳密な意味での天然林とみ

なすのに問題もあるといわれるが釦， 一般に， ヒノキ天然林の北限を北緯 37。とみなしている船舶。ま

た，ヒノキ天然林の垂直分布は， 北緯 370 線で海抜およそ 40----- 1 ，500 m におよんでいるが，全般的lとみ

て，海抜 150~8∞m の範囲でもっともよく繁茂しているといわれるヘ

東北地方で， これまでヒノキ造林が実施されたのは， 北緯 370~410 ， すなわち東北全域iとおよんでい

るが，とくに遠野北部(北緯約 39030') では，海抜 8∞~9oom 付近まで，大面積にわたってヒノキ造林

がなされた。天然分布北限の以北地域lとヒノキ造林を導入する場合には，天然分布地域よりも有利な立地

条件について考える必要があり掛，海抜高の上限を，さらに下げる必要があろう。

河田11】は，ヒノキ天然林の分布を支配する気候因子は，年を通ずる降水量の配布であるとし，年を通ず

る気温と降水量の変化聞に，負の関係があるのを裏目本型，正の関係があるのを表日本型の気候であると

した。同氏は，ヒノキはモミと同様に明らかに表日本型の気候l乙属し，ヒノキの典型的気候である木曽地

方の気候lと近似しているほど，ヒノキ林の発達は良好であると考えた。

しかし，前回181 はヒノキ林の群落組成を検討するととにより，典型的な太平洋型として知られてきたヒ

ノキ林の群落組成に，日本海要素が意外に強いζ とを明らかにし，むしろ，太平洋型気候を呈しながら，

冬季の雨量が日本海型類似の気候を呈する地域が，ヒノキに適合しているように推論した。

それで，東北地方におけるヒノキ人工林調査地区付近の気候について，平均気温と降水量の月別分布81】

を示したのが Fig.26 である。 とれをみると， 棚倉，仙台，遠野，盛岡，宮古では，平均気温と降水量

の月別配布聞に， 相関係数 0.80 以上の正の相関があり，典型的な太平洋型の気候 11:属しているが，新庄

では，反対に，負の相関を示し，典型的な日本海型の気候lζ属している。松尾，酒田，野辺地では，相関
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係数 O.20~O.60 の正の関係を示し，太平洋型と日本海型の中聞に位置している。
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乙のような東北地方の気候が，ヒノキ天然分布の中心郷土である木曽地方の気候との関係をみるため，

東北中部を横断する宮古，盛岡，酒田と木曽地方の松本の気候を比較してみた加。 Fig. 27 をみると，松

本の気候は宮古と盛岡の中間にあり，気候型は太平洋側内陸の盛岡lζ近似している ζ とがわかる。

しかし，東北地方では福島県いわき市付近をヒノキ天然分布の北限とし，それ以北にはヒノキの分布は
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Tab!e 21.調査地付近の年平均気候表紛

Data of mean annua! climate around the area surveyed. 

海抜高 気温 最低気温 降水量 最深積雪 1M月in最im低u気m温地 名 Tempera. Minimum Precipi- Max. snow 
A!titude 

in tJE(a。mnCup). ary Location ture temp. tation deposit 

(m) (OC) COC) (mm) (cm) 

宮古 Miyako 43 13.2 5.7 1, 344 27 - 5.4 

遠野 Tõno 264 10.8 3.9 1, 156 26 - 9.5 

盛岡 Morioka 155 10.9 4.6 1, 203 41 - 7.9 

松尾 Matsuo 890 7.3 1.3 1, 803 154 -11.6 

野辺地 Noheji 12 11.2 5.8 1, 200 94 - 5.3 

仙台 Sendai 40 13.6 7.1 1 ， 3ヲ 1 10 - 3.9 

酒田 Sakata 3 13.5 8.5 1, 785 44 - 2.2 

新圧 Shinjõ 100 12.2 6.4 1, 966 177 - 5.0 

棚倉 Tanakura 233 14.1 6.0 1, 426 15 - 6.3 
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Fig.29. 調査地付近の気候特性 (2)

Characteristics of climate near 
the areas surveyed (2). 
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みられない。これについて，河回は，気温，とくに冬季の気温に支配され，積雪の少ない太平洋裂のヒノ

キは，その立地する環境から，かなり低温に強いようであるが，やはり低温で稚幼樹が限害されることに

原因があるとみている。

調査地付近の年平均気候81) は Tab!e 21 のとおりであり， ζれから各観測値の気候特性を求めたのが

Fig. 28, 29 である。とれらによると，地域的には， 1) 棚倉，仙台，宮古， 2) 遠野，盛岡， 3) 酒田，
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野辺地， 4) 新庄， 5) 松尾，などに区分される。太平洋型気候および冬季の気温からヒノキの生育には，

1) は適当し， 2) , 3) はそれにつぎ， 4) , 5) は無理があるように考えられる。

2. 東北地方における既往のヒノキ造林地の実態

前述のように，東北地方では明治末期から大正中期にかけて，特別経営事業によって，大面積にヒノキ

が植栽された。未立木地造林が多く，成林過程で多くの問題があったものの，その後，立派に成林したも

のが多いといわれる脚。とのようなヒノキ人工林は，戦後，良質材需要のもとに，積極的iζ伐採，利用さ

れたが，更新樹穫としてヒノキは採用されなかった。東北地方のヒノキ人工林には漏脂病が多く，当時の

造林樹種として適当ではないとの見方が支配的であった。

しかし， ζれまで東北地方のヒノキ人工林について，全体的な調査がほとんどなしその実態は不明で

あった。それで，資料調査として 6 齢級以上のヒノキ人工林の資料を収集し，解析してみた。それらにつ

いては前述したが， Fig. 2 のヒノキ人工林の分布をみてもわかるように，昭和 46 年当時で，太平洋地域

を主とし， 13，∞0 余 ha の， 6 齢級以上のヒノキ人工林が存在していた。

つぎlC，林分材積によって， ヒノキ人工林の生育状態をみると， 国有林，民有林で若干の差異はある

が，大体， 1) 福島県， 2) 宮城，岩手県太平洋側， 3) 太平洋側内陸，日本海側のような地域的差異が認

められた (Fig. 3, 4)。乙のような差異は，ヒノキ混交歩合からみて，福島県ではヒノキ純林を形成しや

すいが，福島県以北では混交林や広葉樹林化しやすい要因を含んでいることを示している。佐藤掛は，既

往の人工林は将来の造林にたいして貴重な指針を与えるものとしているが，このような地域的差異は，今

後のヒノキ造林を進めるにあたって留意しなければならない問題であると考える。

このように，東北地方にはかなりのヒノキ造林の実績があり，それぞれ，地域的な環境条件lζ対応した

生育を示している。したがって，東北地方のヒノキ造林にたいしては，既往造林地の実態を把握し，生育

と造林環境との関係を解明するのが先決問題であると恩われる。そのような観点から，参考までにつぎの

業績を紹介しておく。

星野町は，今から 40年以上前に青森営林局管内の，おおむね 20年生以上のヒノキ造林地を調査し，つ

ぎのように述べている。

① ヒノキ造林地がヒノキ純林やヒノキ・アカマツ，ヒノキ・広葉樹林lζ林相変化をしているが，とれは

環境因子にもよるが，造林技術の不備にもよる。

②植栽本数は，当初， 6， 0∞~7，(刷本であったが，その後， 3， 00ト4， 0∞本lζ減少し，植栽本数の少

ないところでは林分閉鎖がおくれ，広葉樹の侵入を招きやすい。

③ ヒノキの適地は，自然条件からは宮城・岩手県の一部であるが，育成技術によって適地を拡大する乙

とは可能である。

とのような見方は，今回の調査結果とも矛盾するものではなく，東北地方のヒノキ造林初期の実態を知

るうえに貴重な資料を提供している。

3. ヒノキ人工林の生育状態と環境条件

1) ヒノキ人工林の成長

i )気候条件

前述のように，ヒノキの分布，生育状態は冬季少雪，夏季多雨の太平洋型気候で，ヒノキ稚幼樹が低温

被害をうけない程度のと乙ろが条件がよしある程度，冬季の降水が日本海要素をおびても差しっかえな
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いようである。

ヒノキ生育にたいする気候特性については，

Fig. 28, 29 によって前述したが，調査地区とし

ては，仙台，宮古，大槌地区では良好であり，遠

野，岩手一御堂・子抱地区や野辺地，酒田地区で

は，それにつぎ，岩手ー前森，真室川地区では不

良であるとみなされる。岩手ー前森，真室川地区

林木lζ雪は最深積雪 150cm 以上の多雪地帯で，

害が多いから，乙の程度の積雪はヒノキ成長に不

利であるととがわかる制。しかし，各地区の地位

指数と Table 21 の気候因子との聞には一定の傾

むしヒノキの成長は，向が認められないため，a
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ろ，他の土地条件に直接的に支配されていると考

地形条件

ヒノキ人工林の成長を支配する地形条件として

えられる。

ii) 

m 
1000 

Fig. 30. ヒノキ人工林の地位指数と海抜高

Relationship between site index and 

altitude in the plantations of Chamae-
cy，ρaru. 
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。

は，海抜高および局所地形が考えられる。ヒノキ

人工林の地位指数と海抜高との関係は Fig. 30 

iと示すとおりである。海抜高は，大体， 100m か

海抜約 100m 以下は台ら 9∞m の範囲であり，

4∞m 地，約 400m 以下は丘陵地，丘陵性山地，

以上は山地に属している。このような海抜高範囲

で，地位指数との閲に負の相関が認められる。

ヒノキ人工林の成長と海抜高との関係、について

これまでも 2， 3 の報告がみられるが船脚掛，

大体，海抜高増加にともなって成長が低下する傾

は，
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。宮古(M) Miyoko 
a 大槌(0) Ozuchi 
・岩手(1) .Iwate 
・野辺地(N) Noheji 
@仙台(5) Sendai 
"酒田(50) 5akata 
同真室JII(Ma) Mamurogawa 

10 

件の悪化とともに，風衝，低温などの気候条件に
,=0.79 

影響されるためと考えられ，遠野，岩手ー前森，

5 

仙台一作並地区などは，その好例であろう。

斜峯，ヒノキ人工林の樹高成長は，つぎに，
4 

山脚

緩斜田部
Foot, 
gentle 
concave 

3 

斜面下部

凸部
Lower 
slope, 
convex 

2 

斜面上部
凸部
Upper 
slope, 
convex 

峯部

。

面，山脚のような局所地形と関係があるととは，

各調査地区どとに述べたとおりであるが，調査地

区全体について，地位指数と局所地形との関係を

Ridge 

調査したととろ， Fig. 31 Iζ示すように，峯都か

ら山脚にかけて地位指数が上昇し，両者聞にあき

らかに正の相関が認められた。

Fig. 31. ヒノキ人工林の地位指数と局所

地形

Relationship between site index and 

Iocal relief in the plantations of 

Chamaecyparis. 
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。

ヒノキ樹高成長と傾斜度の関係、について

は，地区ごとには，傾斜度の大きい方が成長良好

また，

これは，峯部の平坦，緩斜地よな傾向もあるが，

りも斜面急斜地の方が良好である乙とを意味して

おり，調査地区全体については両者閣の傾向は認

土壊条件

められない。

土壌条件lとは，局所環境の総合的所産である土

壊型と，土壊型を構成する理・化学性とがある。

ヒノキ人工林の地位と地位指数については前途したが，調査地区全体について，地位指数と土壌との関

両者間iζ正の相関が認められるが，土域型どとの変異乙れをみると，係を示したのが Fig.32 である。

が大きし局所地形の場合よりも相関が低くあらわれている。

樹高成長は BB から BEIと移行するにつれて良好にな安藤1) は中部山岳地方のヒノキ人工林を調査し，

ヒノキの適当土墳は適潤性ないしる結果を示しており，また，佐藤釦は，既往の研究結果をとりまとめ，

ヒノキ苗木の鉱物質弱乾性が中心であり，その適地土壌の範囲は広いといわれている。また，芝本給}は，

また，蒸散係数はスヒノキは石灰要求度が高いといわれ，養分要求度はスギ>ヒノキ>アカマツの順で，

ギより小さし水分調節能力が比較的大きいから，乾燥地にも耐える性質があると報告されている。 Fig.

乙のような樹種の特徴によるも

のかもしれない。また，堆積様式ではヒノキの成長が残積<筒行・崩積の傾向が，調査地区ごとにも，ま

弱乾性ないし適潤性の土壌に上位の成長がみられるのも，32 をみても，



第 325 号林業試験場研究報告-56 ー

た，土壌型ごとにもみられるようであ

土境の理・化学性は，おおむね，土壌

ヒノキ樹高

る。

つぎに，遠野地区で述べたように，

x 

串$ " 
.... ____ � ___ _ 

------ー@ーーーーーー @ 

企 x
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主
凶
E
E
ω
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〉

制
侮
附
桝 型を指標し (Fig. 8, 9) , 40 

成長とも関係が認められたが，調査地

ヒノキ人工林の地

位指数と個キの土嬢理学性 (60cm 深

度平均値〉および土壌化学性 (30cm

深度平均値〉との関係をみたところ，

Fig. 33 1<::示すように，一定の傾向は

認められない。

Fig. 34 1乙示すよう乙の ζ とは，

iζ，調査地区によって，土壌の理化学

性にかなりの差異があるからである。

各地区とも，土壊の乾・湿，斜面の上

-下別lζ調査プロットが設定されてい

るから，乙のような性質の差異は土壊

の地域的特徴とみなければならない。

それは，各調査地区どとの土壊記載で

述べたように，土壌母材が相違してい

ることからも考えられる。

各調査地区の土壌母材を通覧する

区全体を対象とし，
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.c: 80 ・，
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Fig.34. ヒノキ人工林の代表的理化学性と調査地区
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と，火山灰質(中性，酸性〉と非火山

灰質(花関岩質，安山岩質，古生層岩

石質など)とに大別される。 Fig.34 1とみられるように，土壊理学性では， T (1) , 1 (1) , 1 (2) , N のよ

S (1) , S (2) , Sa, Ma などの非火山灰質のととろよりも， 容積重が小さ

く，水分量は比較的多い傾向がある。また，土壌化学性では，中性火山灰 1 (1)，安山岩質 S (1) , S (2) , 

古生層 0 などは，酸性火山灰 1 (2)，花嗣岩質 M などよりも，置換性 ca が多く， Ca 飽和度が高い傾向

うな火山灰質のととろでは，

がうかがわれる。

自然土墳は複雑土壌母材は土壌の諸性質lと大きく影響するととは，土壇生成作用からも考えられるが，

森林下では地表面iと A。な生成要因iと支配されているから，母材からだけみるわけにはいかない。一方，

層を堆積し， A。層の性質，分解状態が土壌の性質 1<::大きく影響する乙とが知られている組。

pH (HsO) および置換性 Ca の分

布を示したものである。各地区のヒノキ林下の A。層は L， F 層から構成され， 1-5cm の厚さがあり，

30~田%の炭素を含有している。すなわち， 50~90% 程度の有機物からなるから，化学性はかなり均一

的なように考えられるが，実際は， Fig.35 のように，土壊化学性と同様に，地域によってかなりの変化

Fig. 35 は，各調査地区における峯部と斜面下部の A。層について，
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10 

。

がある。

一般に，峯部と斜面下部では，峯部の方が酸性が強く，置換性 Ca が少ないのが一般的であるが，なか

には大槌地区のように反対のものもある。それについては A。層の形態，分解による養分還元などから推

ミズナラやカンパなどの広葉樹やアカマツとの混交林を形成して論したとおりである。林分によっては，

いるが， A。層の性質におよぽす混交樹種の影響は明らかではない。

ヒノキ

葉の N， P 濃度は乾性土壌から湿性土援に移行するにつれて高くなり，葉内濃度と土壌との関連が認めら

れたが， K , Ca, Mg 濃度では，そのような関連は明らかではない。とのような傾向は，芝本，田島88) の

報告にも認められる。しかし，前述したように，土境緒性質は地域的な特徴lと大きく支配されているため

既報のとおりであり制】，各調査地区におけるヒノキ葉の養分浪度と土壌との関係については，

11:，林木葉，落葉，土壌間の養分関係については，地域的(母材)条件をもとり入れて，今後，検討する

必要があろう。

ヒノキ人工林の漏脂病被害2) 

各調査区におけるヒノキ人工林の漏脂病被害については，前述のとおり，遠野地区 T-l を被害指数 1∞

として，各調査地区の被害程度をみると，中害ないし微害IC属している林分が大部分であった。徴害林分

は仙台，大槌地区 lと属し，激害ないしそれに近い林分は，大体，遠野地区lζ属しているととから，被害程

度には地域的特性が本質的な要因をなしているようにみられる。

気候条件i) 

ヒノキの成長にたいする調査地区の気候特性および気候区分については前述したが，調査地区における

ヒノキ人工林の地位指数と気候条件関には一定の傾向は認められなかった。

各地区の被害指数と Table 21 の平均気候との関係についてみたと ζ ろ， Fig. 36, 37 のようになり，

被害指数は平均気温が低く，降水量が多い方に高くあらわれている傾向がある。もちろん，乙の傾向を助

長しているのは遠野地区である。 Fig. 36 の傾向は，最深積雪と 1 月最低気温との関係でみた Fig.37

で，一層，はっきりしている。
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Fig. 36. ヒノキ人工林の被

害指数と気候条件 (1)
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乙のような関係から各地区をみると，仙台，宮古，大槌，酒田，真室川地区は，遠野，岩手地区よりも

気温が高く，被害程度が低い傾向がある。遠野地区は積雪が少なし低温で，被害程度は最大であり，ま

た，積雪の多い真室川，岩手一前森，野辺地地区は被害程度中以下である。とのように，遠野地区では積

雪が少なし低温である乙とが被害に関係しているようであるが，積雪の多い真室川，岩手一前森地区で

は，積雪によって，とくに漏脂病被害が大きくなっている事実はみあたらない。

ヒノキの漏脂病被害については早くから注目され，全国的にかなりの調査研究もみられるが，病因 11:つ

いては不明であり，虫害，菌害，雪害，寒害など，地域によって成果は区々であり，一定の傾向は認めが

低温と積雪は相反する状態で被害程度に関たい8)9)剖〉岨}。この調査では Fig.37 をみてもわかるように，

係し，積雪は雪害としてヒノキ林の生育に関係しているが (Phoω. 24)，漏脂病被害にたいする関係は明

らかではない。

地形条件

ヒノキ人工林の被害指数と海抜高との関係は Fig. 38 I乙，また，被害指数と局所地形との関係は Fig.
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とれらをみると，39 I乙示すとおりである。
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調査地区全域を対象とした場合には，相関程

度は明らかではないが，海抜高が高く，被害

程度が大きい遠野地区とその他地区を分離し

てみると，海抜高とは負の相関，局所地形と

は正の相関が，ある程度認められる。すなわ

ち，漏脂病被害は峯部から斜面下部，山脚に

移行するにつれて大きくなる傾向があり，ま

1-4 . た，海抜高が低くなるにつれて被害が増加す

る傾向があるととを示している。海抜高との
。

。関係については，局所地形との関連でみる必 1000 m 

Fig.38. ヒノキ人工林の被害指数と海抜高

Relationship between damage index due 
to the resinosis and altitude in the plantｭ
ations of C.加:maecy，ρaris.

要があり，遠野地区で明らかな相関が認めら

れるのもそのためである。しかし，被害程度

と傾斜度との聞には一定の傾向は認められな

b、。
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ヒノキ人工林の被害指数と土壌型の間に

は， Fig. 40 Iζ示すように，ある程度，正の

相関が存在している。さらに，遠野地区とそ

の他地区を分離してみると，その関係は，一

層，明らかになる。つまり，土壊が乾性から

湿性に移行するにつれて，漏脂病被害が大き

くなる乙とを示している。とのととは，前述

20 の地位指数と土壌型との関係 (Fig. 32) と

対比すれば，反対の傾向を示しているととが

峯

E 
わかる。乙のような傾向は，前述の，局所地

ヒノキ造林を進形との関係でも同様であり，

Ridge めるうえに留意しなければならないととであ

との調査研究に参加した東北支場樹病研究

漏脂病被害状態

る。

iv) 

室の調査(昭和 46， 47 年度研究担当官打合

せ会議資料，林試東北支場保護部樹病研究室， 1972, 1973) によると，乙の病気の発病経過はつぎのよう

ヒノキが 20~30 年の樹齢となり， 幹がある程度太くなると， 事E皮部と形成層の聞にである。すなわち，

そのために， 樹脂が腕皮部と形成層に著しく浸潤

し，肥大成長が停止する部分ができ，結局，溝状の傷を形成するようになる。 Photo_ 27, 28 はヒノキ漏

Photo.4 は漏脂病による被害程度を示したものである。

多量の樹脂が幹の表面を流下する。樹脂つぼができ，

脂病の病徴，
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Fig. 40. ヒノキ人工林の被害指数と土壌型

Relationship between damage index 
due to resinosis and soil type in the 
plantations of C加maecyparis.

l ・

1 

・ 1

・ 1

1 ・

- 60 ー

. 
1 ・

5 

傷痕数
Number of scars 

4 3 

5 

4 

3 

回
』
国U
的
L
F
O
Z
H
凶
E
由
」

耐
剛
刷
惇
凪
早

T.l 
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直径が大きくなるほど溝状の傷痕が明擦となり，

被害程度が大きくあらわれるととを意味してい

る。
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調査当時，岩手地区 1-2 では，胸高付近にでき

たピンホールから，ちょうど，樹脂が漏出，流下

している擢病初期のヒノキが多かった (Photo.

12)。との事例からも，大体，林齢 2か~30 年，胸

Fig.42. 調査地区のヒノキ人工林における

縦傷痕の長さと個数

Relationship between length 釘ld number 
of leng出wise scars in the plantations 
surveyed of Chamaecyparis. 

高直径1O~15cm 程度から被害としてあらわれ

るようである。岩手地区 1-2，仙台地区 S-5， S-6, 野辺地地区 N-2 のヒノキ林に被害程度が低いのは，

胸高直径が 16cm 前後で，被害形成の初期段階にあるためであろう。

Photo.4 Iζ示すように，東北地方のヒノキ人工林に漏脂病被害が多いことは衆知のとおりであるが，

西南日本で報告されているような溝腐れにならないのが特徴であ

ヒノキ単木lとあらわれる傷痕数と傷痕長との関係は Fig. 42 なお，

幹は変形するが，

材としての利用は可能である。

幹{c縦傷痕ができ，

り，
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のとおりであり，傷痕数 1 の場合は，その単木の傷痕長を示している。調査地区における傷痕の長さは，

0~4m の範囲におよび， 1m 以下が 605ぢ余を占めている。採材上問題となるのは傷痕の長さと変形程度

である。

参考までに， 昭和 46 年現在の， 遠野営林署における漏脂病被害木の採材方法をみるとつぎのようであ

る。すなわち，下部の被害部からは短尺材(1. 2m, 1. 9m, m8 当たり 4， 2∞円， 6 ， 500 円〉をとり，そ

の上部からは傷痕を含めて土台角材 (4.0m， m8 当たり 15，∞0 円〉をとり， さらにその上部からは柱角

材 (3.0m ， m8 当たり 22，∞0 円)，細丸太 (m8 当たり 12，∞0 円， 1 本当たり 60 円〉を採材しているが，

土台角材がほとんど半数を占めている。被害木単価は健全木〈市場価， m8 当たり約 18，∞0 円〉の 60%

以下となっており，被害の有無や程度は収穫に大きく影響しているが， それでも被害木込みで， m8 当た

り 10，∞0 円ないし 13， 0∞円となっており，有利に取引きされていた。

vn 総括および結論

1. 東北地方には，明治末期から大正中期にかけての.特別経営事業で造林されたヒノキ人工林が，東

北地方全域に分布し，とくに，太平洋地域には大面積造林地として存在していた。とれらのヒノキ造林地

はヒノキ純林やヒノキとアカマツあるいは広葉樹との混交林として成林し，とれまで良質材の需給に大き

い役割を果たしてきた。

2. 東北地方のヒノキ人工林には漏脂病被害が多いことから，これまでヒノキ造林の推進には否定的な

意見が大部分で，ヒノキ人工林の伐採跡地にも，更新樹種としてヒノキが採用されない実状であった。

3. しかし，東北地方の主要造林樹種であるカラマツには先枯病や材質などの問題があり，また，アカ

マツ ICはマツノザ、イセンチュウによる松枯損の問題が台頭し，造林樹種としてのヒノキの見なおしがなさ

れつつある。

4. 乙の調査研究は，東北地方におけるヒノキ造林の沿革と生育概況および代表林分調査による成長，

被害の把握をおとない，ヒノキ人工林の成長，被害と自然環境との関係を解析し，東北地方へヒノキ造林

を導入する場合の基準を示すζ とを目的として実施された。

5. ヒノキ人工林の動向:東北地方におけるヒノキの蓄積は，調査当時(昭和 44 年〉にはカラマツよ

りも多かったが，当時の蓄積移動をみると， ヒノキは昭和 33 年頃から積極的に伐採， 利用され，蓄積が

減少しているのにたいし，カラマツは増加している (Fig. 1, Table 2)。一方，ヒノキ造林は，福島県で

は継続的にみられたものの，その他ではほとんどなし 昭和 45 年頃から， ょうやく実施されるようにな

っ 7ご。

6. ヒノキ人工林の現状:東北地方には，調査当時， 6 齢級以上(林齢 26 年以上〉のヒノキ人工林が，

国有林，民有林あわせて，太平洋地域を主とし， 13， 0∞余 ha 存在していた (Fig. 2)。それらの生育状

態をみると，福島県，宮城・岩手県太平洋岸，太平洋側内陸・日本海側などに地域区分され，福島県や太

平洋岸地域では生育状態の良好なものもあるが，太平洋側内陸・日本海側では不良である。ヒノキの不良

林分はヒノキの混交歩合が低いところから (Fig. 5) , 天然分布の北限以北では環境ならびに造林技術が

問題であったものとみられる。

7. 東北地方におけるヒノキ人工林調査地の選定:既往のヒノキ生育状態を考慮し， 昭和 45~47 年の

3 か年にわたって実施した調査地は，つぎのように選定された (Fig. 6)。
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① ヒノキ造林が期待される地域 宮城県仙台営林署管内

② ヒノキ造林の期待がうすい地域青森県野辺地営林署管内，山形県酒田・真室川営林署管内

③ ヒノキ造林の接点をなす地域 岩手県遠野・宮古・大槌・岩手営林署管内

8. ヒノキ人工林調査地の概況

①遠野一琴畑地区 花岡岩を基岩とし，上部に火山灰を混入する，海抜 800~850m の準平原地形

からなる。挙部から山脚にかけて 5 プロットを設定した。土壌は偏乾性ないし弱乾性の黒色土，淡黒色土

からなる。林齢 66 年のヒノキ人工林は，斜面下部では純林状， 斜面上部ではミズナラとの混交林あるい

はミズナラーヒノキ二段林を形成している。 ヒノキの生育状態は，木曽地方ヒノキ林収穫表に対比する

と，斜面下部では地位 f中 J. 上部では地位「下」に相当し，全般的Iζ漏脂病被害が多い。

②遠野ー笛吹地区 古生届を基岩とする，海抜 720~820m の開析準平原南向き急斜面からなる。

乙の斜面の上部から下部にかけて 3 プロットを設定した。土壌は乾性ないし適潤性の黒色土，淡黒色土で

ある。林齢 60 年前後のヒノキ人工林は，斜面下部では純林状をなすが， 上部ではミズナラ，アカマツと

の混交林を形成している。生育状態は斜面下部では地位「中j. 上部では地位「下」である。漏脂病被害

は各プロットとも多い方である。

③宮古一山田地区 花闘岩を基岩とする，海抜 1∞m 前後の丘陵地である。平坦峯部と山脚緩斜

にプロットを設定した。乾性および適潤性黒色土からなる。林齢 60 年前後のヒノキ人工林は， いずれも

純林状を呈し，生育状態は地位「上」および地位「中j I乙属し，漏脂病被害は中庸である。

④大槌ー金沢地区 古生層を基岩とし，海抜 2∞~却Om の丘陵性山地の急斜面からなる。斜面の

上部と下部にプロットを設定した。林齢 5~60年のヒノキ人工林は， 下部では純林状をなすが，上部で

は完全なアカマツーヒノキ二段林を形成している。乾性および適潤性黒色土からなり，ヒノキ人工林の生

育状態は，斜面下部では地位「中j. 上部では地位「下j に相当している。漏脂病被害はきわめて少ない。

⑤岩手ー御堂・子抱地区 海抜 300~4∞m の丘陵地で，古生層を基岩とするが，上部は岩手山系

火山灰で被覆されている。斜面と峯部にプロットを設定した。偏乾性の黒色土および赤褐系褐色森林土か

らなる。林齢 40~45 年のヒノキ人工林は純林状を呈し，斜面では地位「上j. 峯部では地位「中J の成長

を示し，とくに斜面の成長は良好である。漏脂病被害は斜面では中程度であるが，峯部ではほとんどあら

われていない。

⑥岩手ー前森地区 八幡平達峯北東に位置し，海抜 5∞~6∞m の山麓平坦地からなる。八幡平系

酸性火山灰を母材とする適潤性ないし弱湿性の黒色土からなる。林齢 60年余のヒノキ人工林はアカマ

ツ，カンパ類を混交し，成長では地位「中j Iと相当しているが，漏脂病被害，その他による奇型木が多い

(Photo. 15) 。

⑦野辺地ー横沢地区 海抜 100m 前後の台地IC位置し，十和田，八甲田系火山灰を主とする段丘

堆積物からなる。凸部と凹部にプロットを設定した。土壊は偏乾性および適潤性黒色土である。林齢 50

年前後のヒノキ人工林は，いずれもアカ 7ツーヒノキ二段林を形成し，成長は地位「中J である。漏脂病

被害は少ない。また，上木のアカマツも地位「中J の成長を示しているから，との地区のものはアカ7ツ

ーヒノキ二段林の好例とみてよい。

③仙台一愛子地区 凝灰岩類を基岩とする，海抜 3∞m 前後の丘陵性山地からなる。峯部および

斜面上部にプロットを設定した。土壌はいずれも偏乾性の赤褐系褐色森林土である。林齢 50年余のヒノ
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キ人工林はアカマツ・モミーヒノキ二段林を形成し，成長は地位「中」ないし「上J 11:相当している。漏

脂病被害はほとんどなく，調査地区のなかでは，もっとも健全な林相を呈している。

⑨仙台-}lI崎地区 凝灰岩類を基岩とする，海抜 350~400m の丘陵性山地である。峯部と斜面下

部にプロットを設定したが，峯部は偏乾性の褐色森林土，斜面下部は適潤性褐色森林土からなる。林齢 60

年弱のヒノキ人工林は，いずれも純林状を呈し，成長は峯部では地位「下J， 斜面下部では地位「上j で

ある。漏脂病被害は比較的少ない。

⑮仙台一作並地区 主として安山岩類が基岩をなし，海抜 5∞m 程度の小起伏山地からなり，急

斜地が多い。狭い峯部lと 2 プロットを設定したが，土境はいずれも弱度lとポドソ勺レ化した乾性褐色森林土

である。林齢 54 年のヒノキ人工林は下層にヒパ(ヒノキアスナロ)を混交している。成長は， いずれも

地位「下」で，林相は粗悪であり，人工林の形態を呈していない (Photo. 21)。しかし，漏脂病被害は大

きくない。

@酒田一育沢地区 酸性火山砕屑物からなる，海抜 2∞~300m の丘陵地であるが，土壕は粘土を

母材とする赤褐系褐色森林土を基本としている。峯部と山脚lとプロットを設定した。林齢 60 年前後のヒ

ノキ人工林はヒノキ・アカ7ツ混交林を形成し，ヒノキの成長は，いずれも地位「中」である。白木海側

lと位置しているが，漏脂病被害は，それほど多くない。

⑫真室川ト高坂地区 安山岩類を基岩とする小起伏山地からなる。海抜 2~3∞m の緩斜地に 2

プロットを設定した。峯部は偏乾性の赤褐系褐色森林土，斜面下部は弱湿性褐色森林土からなる。林齢 60

年弱のヒノキ人工林は純林状を呈しているが， 峯部のヒノキ林 lとは雪害で多く，斜面下部でも雪害によ

り，林相は不良である (Photo. 24, 25, 2め。しかし，成長は峯部では地位「下J であるが，斜面下部で

は地位「上j を示し，不良ではない。漏脂病被害も雪害があらわれている割合には，大きくないのが注目

される。

9. ヒノキ人工林の成長と環境条件

① ヒノキ人工林の林分成長 前述の 12 調査地， 28 プロットにおける調査林分の上層木を使用し，

木曽地方ヒノキ林収穫表によって地位区分を実施した (Fig. 17)。その結果. 28 プロット中，地位「上」

には 6 プロット， r中J Iこは 14 プロット. r下」には 8 プロットが該当しており，東北地方のヒノキ人工

林は木曽地方と似た成長を示している乙とがわかった。とくに，本数が多く，林分材積では木曽地方ヒノ

キ収穫表よりも上位 11:偏している傾向がある (Fig. 18. 19)。

また，地位「上J 1とは，①土壌条件が良好なものく斜面の適潤性(偏乾).伺行・崩積土など)，②位

置的条件が有利なもの(仙台地区，太平洋沿岸，あるいは低海抜，丘陵地など〉などが該当し，また，地

位「下J Iζは，反対に，①土壌条件が不良なもの(峯部の偏乾性・乾性，残積・伺行土など)，②位置

的条件が不利なもの〈高海抜地，多雪地など)などが該当し，地位「中」には土壌条件や位置的条件から

みて中間的なものが多い。

また. 28 プロットからえられた 28 本の標準木樹高成長を使用し，林齢 60年基準の地位指数曲線を作

成した (Fig. 24)。 乙れらから，東北地方のヒノキ人工林の地位指数 (60 年)は 12~22 の範囲であるこ

とがわかる。

② ヒノキ人工林の成長と環境条件 ヒノキ人工林の成長には気候，地形，土壌条件などが関係して

いる。気候的には冬季小雪，夏季多雨の太平洋型気候が適し，ある程度，冬季の降水が日本海型をおびて
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も差しっかえないといわれる。既往造林地の林相，生育状態には地域的気候特性が関係しているが，成林

したヒノキ人工林の成長には，地域的条件よりも，むしろ土地条件が関係している。

一般に，丘陵地や丘陵性山地では， 成長は比較的良好で， 海抜 400m 以上の山地では，一般に不良で

ある。また，ヒノキ人工林の成長には局所地形が関係、し，峯部から斜面下部，山脚IC移行するにつれて成

長は良好となる傾向がある。傾斜度と成長との関係は認められない。

局所地形と関係しているヒノキの成長は土壌とも関係し，一般に，乾性土壌から湿性土壊へ移行するに

つれて成長は良好となり，また，堆積状態では残積土く館行・崩積土の傾向がある。しかし，ヒノキの成

長と土壌の理化学性との間には，地区ごとには傾向は認められるが，全体的には傾向は明らかではない。

それは，土壌の理化学性は土墳の母材ICよって本質的に規定されているから，調査地区によって特徴ある

性質を示しているためである (Fig. 33. 34)。

10. ヒノキ人工林の漏脂病被害と環境条件

① ヒノキ人工林の漏脂病被害 ヒノキ樹幹の漏脂現象によってできた縦傷痕を漏脂病被害とし，縦

傷痕の長さ，数，高さの林分平均で被害程度を示した。遠野地区 T-1 を被害指数 1∞として， 各プロッ

トを比数で示した。調査地区における被害程度をみると. 28 プロット中，微害林分は 11 プロ γ ト，中害

林分は 15 プロット，激害林分は 2 プロットである (Fig. 25. Table 20)。徴害林分は仙台，大槌地区 11:

属し，激害ないしそれに近い林分lま，大体，遠野地区に属している。したがって，被害程度には地域的特

性が本質的に関係している乙とが推定される。

② ヒノキ人工林の漏脂病被害と環境条件 各調査地区のヒノキ人工林の被害程度と気候条件との関

係をみると，気温，とくに冬季の最低気温が低い地域に被害程度が大きい傾向がある。このような地域で

は，積雪はむしろ少ない傾向がある (Fig. 36. 37)。大体，冬季の最低気温 -8・C 以下の低温地域では漏

脂病被害が大きくあらわれているが，乙のような地域では最深積雪は 40~50cm 以下の場合が多い。

漏脂病の病因については不明であり， これまでの成果も区々であるが， との調査からみるかぎり，低

温，寒害が漏脂病の誘因と考えられ，積雪は雪圧，その他の関係もあるが，漏脂病催病にたいしては積極

的な作用が認められず，寒害との関連では保護的l乙作用しているようにも思われる。

漏脂病被害と地形・土壊条件との関係をみると，全体的にはあまり高い相関は認められない。しかし，

被害程度の大きい遠野地区を分離し，遠野地区とその他地区について栢闘をみると，局所地形，海抜高，

土壌型とは，ある程度の相関は認められ，各調査地区どとでは，さらに明らかである。すなわち，被害指

数は峯部から山脚に移行するとともに，また，乾性土壊から湿性土壌に移行するにつれて増加する傾向が

あり，成長の場合と相反している。海抜高とほ，局所地形との関連で，むしろ，低い方lと被害が大きくあ

らわれている。

ヒノキ漏脂病被害木は樹幹変形のために，木材利用上の不利はあるが，漏脂病による縦傷痕は，胸高直

径 15cm 程度から形成され， しかも，西南日本のように溝腐れにならないために， 材の利用は可能であ

る。傷痕の長さは，激害地を除いては. 1m 以下の場合が大部分である。

以上，東北地方におけるヒノキ造林の動向，資料による東北地方全域のヒノキ造林地の生育概況および

代表地域のヒノキ人工林の生育調査について，実態を述べてきた。とれらのことから，東北地方における

ヒノキ造林の問題点について考えてみたい。

① 東北地方のヒノキ人工林は，戦後，積極的lζ伐採，利用され，人工林面積は減少したが，当時，拡
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41・

140・ 142・

Fig. 43. 東北地方におけるヒノキの適地区分(東北地方の気候， 1951 による〉

Site classiti.cation for the plantations of Chamaecyparis in the 
Tohoku district (after the Climate of the Northeast, 1951). 
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調査(上区木・ー試下験木設)計

Plot and plan of 
experiment 
(desigs of upper 
and lower layers) 

1. 無間伐一疎立区
Non-thinning立-sparse 

2. 疎立一疎
疎Sparse-ーsp密arse 

3. 立立
密Sparse-dense 

4. 立ー疎立
Dense-sーp密arse立

5. 密立
Dense-dense 

林業試験場研究報告第 325 号

D直iam径e-
ter 
(cm) 

36.1 

35.4 

24.7 

23.7 

27.2 

Table 22. 林業試験場東北支場好摩実験林におけるアカマツー

間

ヒノキ二段林造成試験とヒノキの成長

Plan of experiment for making the two-storied forest 
of Pinus-Chamaecy�aris and height growth of Chamaeｭ
cyparis planted under the Pinus forest in the K�a 
experiment forest of Tohoku Branch. 

アカ 7 ツ fo林r th分e の前処Pin 理Pre-treatment for the forest of Pinus 

伐 前
Before thinning 

間伐th 後
After thinning 

樹高 本数 材積 D直iam径e- 樹品 本数 V材olum積e 
Height Stem Volume Height Stem No. per ha ter No. per ha 
(m) per ha (m8) (cm) (m) per ha (m8) 

21.4 309 317 36.1 21.4 309 317 

22.0 264 280 36.3 22.1 189 206 

22.5 965 555 31. 1 23.7 190 167 

21.6 965 486 29.4 22.8 270 208 

23.5 740 520 30.1 24.2 270 230 

東北支場造林第 2 研究室の資料による The data of Si1viculture 2, Tohoku Branch 

大造林の更新樹種とはならなかった。それは，既往の造林成績も関係したかもしれないが，当時の早期育

成林業の造林樹種として不適当であったからであると考える。

② 資料による 6 齢級以上のヒノキ造林成績を， ha 当り材積でみると，民有林では福島・宮城県，岩

手県，その他の11即ζ生育状態が不良となり，国有林では福島県とその他地域にわかれている。齢階ごとの

林分材積をみると，バラツキがきわめて大きし福島・宮域県よりもその他地域で，また，民有林よりも

国有林で大きい傾向がある。乙のような林分材積のバラツキはヒノキ混交歩合の大小に支配されている。

ヒノキ天然分布以北では，ヒノキ造林lζ不利な環境条件が潜在しているととは理解できるが，ヒノキ造林

地が広葉樹林化，混交林化するととについては，環境条件に適した造林技術の投入，とくに，造林初期の

保育管理に不備があったと認めざるをえない。

③東北地方の代表地域における成林したヒノキ人工林の生育調査からは，成長状態は木曽地方ヒノキ

林に匹敵し，高海抜地や積雪地では林相は粗悪となるが，土地条件iζ応じた成長を示し，とくに問題はな

いようである。しかし，漏脂病被害は地域的，気候的，土地的条件 Ir.支配され，とくに低温地域では被害

が大きく，また，地形，土壌条件では成長と反対の傾向を示し，積雪は大きい問題となっていない。つま

り，東北地方のヒノキ人工林は，成長の面ではそれほど大きい問題はないが，漏脂病被害は地域によって

異なり，また，成長良好な土地条件のところに多発する傾向があるなど，問題が多い。従来，東北地方の

ヒノキ造林 Ir.否定的な意見が多かったのも，そのためであると思われる。

このような造林上の問題点から，今後，東北地方においてヒノキ造林を推進する場合の基準を示せばっ

ぎのようになる。

1. 造林適地について

i ) 成長からみた適地条件
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ヒノキ植栽計画 ヒノキ植栽木の成長

oPf laCn haomf apelcaynptainfZg S treGers owof th Choaf mpaleaCn3tqhead pis 

植栽本数 伐F期in本al数 樹高 照Ligh度t Y植e栽ar年of 
Planting cut. Height ln- planting 
(No.fha) (No./ha) (cm) te(%ns]ity (%) 

1, 500 700 191 28 1979 

1, 500 700 257 42 1978 

2, 500 1, 000 228 61 11 

1, 500 700 209 52 11 

2, 500 1, 000 208 65 11 

土壌成長lζ同じ。

気候太平洋型および太平洋・日本海中間霊気候，

ただし，最深積雪 1.0~1.5m 以上の地域を

除く。

地形海抜 30か~400m 以下の丘陵地，丘陵性山

地。

植生暖温帯性アカ7ツ・コナラ林およびアカマツ

-モミ・コナラ林22) 。

土壌適潤性ないし弱乾性の斜面旬行土。

ii) 漏脂病被害からみた適地条件

気候太平洋型および太平洋・日本海中間型気候の

うち，平均気温 11. O.C 以下，最低気温 50C

以下，とくに 1 月最低気温 -8.C 以下の地域

を避ける (Fig. 28, 29)。積雪については成

長に同じ。

地形成長と同様，海抜 3∞~400m 以下の丘陵

地，丘陵性山地であるが，斜面下部・山脚の

平坦，凹部を避ける。

iii) ヒノキ造林の適地条件 結局，太平洋型ないし太平洋・日本海中間型気候地域で，海抜 300~

4∞m 以下の丘陵地，丘陵性山地の，斜面の弱乾性ないし適潤性街行土が適当である。この地域でも，低

温要因(平均気温 11.C 以下， 最低気温 50C 以下， 1 月最低気温 -80C 以下，大体，盛岡の気候程度)の

地域は，なるべく避けるようににする。したがって，局所地形からみて，スギの適地とは競合しない。と

のような基準で， 東北地方におけるヒノキ造林適地の概略を示せば Fig.43 のようになる。 この図の I

地区は山谷仙の環境区分の A， B 地域(少雪低温・黒色土地域，少雪温暖・赤褐系褐色森林土地域〉に，

また，低温不適地域は，ほほ C 地域〈少雪寒冷・黒色土地域) Iζ相当している。

2. ヒノキ造林方法について

i )生産目標 用材林， とくに柱材生産を目標とする。木曽地方ヒノキ林収稜表地位「中J (60 

年，樹高 16m，胸高直径 22cm ， ha 当たり本数 990 本，材積 340mB) を基準とするが，本数 1， 200 本，

材積 380mB 程度を目標としたい。現実には大槌地区 0-1，酒田地区 Sa-1，仙台地区 S-2 が典型である。

本数を増し，材積増をはかるととは遠野地区 T-2， T-8 の側からも困難ではない。

ii) 保育形式 植栽本数は ha 当たり 4， 5∞本を基準とし，形質向上のため密仕立てを指向す

る船舶。適地地域(太平洋型気候〉ではヒノキ純林，中間地域(太平洋・日本海中間型気候)ではアカマ

ツーヒノキ二段林を目標とするが，東北地方ではアカ 7ツーヒノキ二段林の造成は適している。また，下

刈終了期から除・間伐開始期までの保育管理をよくし，ヒノキ・広葉樹混交林への移相を阻止する。アカ

マツーヒノキ二段林の造成としては， アカマツ林下へのヒノキ樹下植栽およびヒノキ・アカマツ同時植

栽，あるいはヒノキ新植地へのアカマツ天然稚樹の発生促進などがある。林業試験場東北支場好摩実験林

で実施中の試験成績を参考までに示せば Tab!e 22 のとおりである。
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3. 今後の問題点

。 ヒノキ品種系統の開発 ①成長，形質の良好なもの，②耐寒，耐病性(漏脂病)のあるもの

ii) ヒノキ漏脂病の病因解明

iii) ヒノキの生態的性質の解明 ①ヒノキの栄養生理，②ヒノキの栄養，成長と気候・土壌条件

iv) ヒノキ人工林の物質生産の解明
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Growth Condition目。f the P1antations of Chamaecypari� obtu� 

and its Silvieultural Problems in the Tohoku Di圃triet， Japan 

Koichi YAMAYA<1l, Ryosuke KATO(2), Masuo MORl(酌 and Kazuaki GOTO叫}

8ummary 

ChamaecJjρaris obtusa is an evergreen coniferous trees and native only to Japan. The 

northern limit of its natural distribution is situated in lat. 37010' N. near Iwaki City in Fukuｭ

shima Pref. In the Tohoku district situated in the north of its natural distribution, the planting 
of this species was widely practised from the la�er part of the Meiji era (about A. D. 1筑均〉

to the middle part of the Taisho era (about A. D. 1920), mainly on the Pacific side. 
In spite of many troubles at their early stage, a number of plantations became fine stands, 
and they have largely contributed to the demand and supply of w，∞d timbers after the war. 

However, while those plantations were cut. the planting of the species did not follow. 80, the 
growing stock of this species has been decreasing year by year. 

Owing to the damage of resinosis and other reasons, negative opinions were dominant for 
the planting of C加maecyparis obtusa in the Tohoku district. However, because disease and 
insect damages occurred in the plantations of Larix and Pinus used as the main planting 

species, the planting of Chamaecjφaris obtusa is being reconsidered in recent years. 
The study was carried out from 1970 to 1972, in order to get the basic information for 
the planting of C加maecyparis obtusa in the Tohoku district. It is based on data of the growth 

condition of plantations all over 廿le Tohoku district and on the relationship between stand 

growth and environmental factors in the sample plantations of the Tohoku district. The results 

are shown as follows : 

1. Natural distribution of C加maecJjρaris obtusa and climatic characteristics in the Tohoku 

district 

Climatic optimum of natural distribution is observed in Kiso area, and it is considered 
that this species belongs to the Paci五c type of climatic condition as well as Abies spp., but the 
climatic condition of winter season partly resembling the Japan Sea side type does no harm to 

this species. The climatic condition in Kiso area is similar to that of the Pacific side of the 

Tohoku district, especially to that around Morioka. Therefore, it is presumed that the planting 
of ChamaecJjρaris obtusa in this district is possible from the viewpoint of climatic condition (see 

Figs. 26 and 27). 

2. Growth condition of the plantations of Chamaecyparis obtusa and environm巴ntal con-

ditions 

The site ciassification on the plantations of C加maec沙aris obtusa was pra.ctised from the 

study on sample trees in the sample areas in the Tohoku district, using the yield table of this 
species in Kiso area. From the results, it is found that the growth of Chamaecyparis obtusa 
in Tohoku is generally equal to that in Kiso (see Fig. 17), and the site classes in its plantaｭ
tions are fairly different by soil conditions and areas. 

Received Apri1 8, 1983 
(1) Former, Tohoku Branch Station, (2) Asakawa Experiment Station 
(3) (41 Tohoku Branch Station 
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In general, the growth of plantations of Chamaecyparis obtusa is vigorous on hi1Jy areas 
of lower altitude, and inferior on mountainous areas above 400 meters altitude. Moreover, the 
following tendencies wer巴 recognized， namely, the growth conditions are better on lower part 
of slope and foot than around ridge, on moderately moist and sJight1y wetted soils than on dry 
soils, and on creeping and colJuvial soils than on residual soils (see Figs. 30 to 32). 
3. Damage of resinosis in the plantations of Chamaecy'ρaris obtusa and environmental conｭ

ditions 

Resinosis is a phenomenon making lengthwise scars on the stems due to 1巴akage of resin. 

In this study, the degrees of damage were shown by number, length and height of lengthwise 
scars in every tree. Most of the stands surveyed in sample areas showed medium and slight 

damage, and stands of sJight damage seem to be abundant in the areas of Miyagi Pref. and the 
Pacific coast of Iwate Pref. 

Damage degrees of resinosis are severe in th巴 areas of low temperature, especially in the 
areas where minimum temperature in winter season is below -80C. Furthermore, it was 
recognized that the stands with severe damage were more on the foot than on the upper part 

of slope, and on wetted soils more than on slightly dried soi1s. 
4. Criteria for judgement of right site for planting of Chamaecy'仰向5 obtusa 

Climate : Pacific side type and medium type between the Paci五c and Japan Sea side types 

Topography : HiJJy and hilly mountainous areas below 300 to 400 m altitude 

Soils : Creeping type of slightly dried and moderately moist soils on slope 

However, areas below -80C in winter season may be rE'moved from the above.mentioned 
areas, because the damage of resinosis is usually severe. 

5. GuideJines for planting Chamaecy'ρaris obtusa 

From this study, the guidelines for planting this species may be shown as follows : 
Production purpose : saw-timber, particularly pi1lar timber 
Planting number : 4，5∞ trees per hectare or higher density 

Type of plantation : pure plantation of Chanωecyparis obtusa for the areas of the cJimate 

of Paci五c side type, and two-storied plantation with Pinus densiftora for the areas of 

cJimate of the medium type between the Pacific and Japan Sea side type, and for other 
dangerous areas (see Table 22). 
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調査地区

Stands surveyed 

遠野町琴畑 T-l 

Tõno・
Kotohata 

T-2 

T-3 

T-4 

T-5 

遠野一笛吹 T-6 

Tõno・
Fuefuki 
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Appendix-Table 1. ヒノキ人工林の植生

Vegetation in the of Chamaecyparis. 

土壊
植 生 Vegetation 

Soi1 種 類・優do 占 度
Species and dominancy 

Blo D 
ヒノキ (5)

崩積 G ホソパノトウゲシパ (4)，ゴトウズJレ (4)，ヒノキ (3)，へビ
ノネコザ (2)，キイチゴ (2)，ツルウメモドキ (2)，ヤマモミ
ジ (2)，オシダ (1)，ハリギリ (1)，エゴノキ (1)，オニグJレ

ミ (1)，ガ7ズミ (1)，ムラサキシキプ (1)，ツリパナ (1) ，
サワシパ (1)，ヒトリシズカ (1)，ニワトコ (1)

lBlo(d) D ヒノキ (5)

伺行 G ヒノキ (2)，ヤ7モミジ (2)，チマキザサ (2)，エビネ (2) ，

アオノ、ダ(1)，ハクウンボク (1)，アオダモ (1)，ヘピノネコ
ザ (1)，ツルリンドウ (1)，ゴンゼツ (1)，アキノキリンソウ

(1)，シラクチズル (1)，シシガシラ (1)，ヒトリシズカ (1)

lBゐ(d) D ヒノキ (5) ， ミズナラ (2)

残積 SD ヒノキ (3)

Sh アオダモ (1)

G チゴユリ (3)，チマキザサ (2)，イタヤカエデ (2)，イボタノ
キ (2)，ミズナラ (2)，ヒノキ (2)，カニコウモリ (1)，ツル
ウメモドキ (1) ， ツリパナ (1) ， アズキナシ (1) ， シナノキ
(1) , サワシパ (1) ， シラクチズJレ (1)，コマユミ (1)，ツ Jレ
リンドウ (1)

lBlo(d) D ミズナラ (4)，クリ (2)

伺行 SD ヒノキ (5)

G チマキザサ (3)，チゴユリ (3)，ヒノキ (2) ， ミズナラ (2) ，
キイチゴ (2) ， ミヤ7ガマズミ (1)，ツタウルシ (1)，モミジ

ハグマ(1)，ツルウメモドキ(1)，アオダモ (1)，アキノキリ
ンソウ (1)

Bゐ(d) D ヒノキ (5)，ミズナラ (2)，アカマツ (1)，クリ (1)

残積 SD ヒノキ (2) ， ミズナラ (1)

G チゴユリ (3) ， ミズナラ (2)，チマキザサ (2)，マイズルソウ
(2) , ツルウメモドキ (2)，ハリギり (2)，ゴンゼツ (1)，ア
キノキリンソウ (1)，ヤマモミジ (1)

B1B D ヒノキ (5) ， ミズナラ (2)

飼行 Sh ハウチワカエデ (2)，ノリウツギ (2)，ガ7ズミ (2)，ナツハ

ゼ (2)，シナノキ (1)，アオダモ (1)，ホツツジ(1)，アオハ
ダ (1)

G チマキザサ (3)，アクシパ (3)，アキノキリンソウ (2) ， ミズ
ナラ (2) ， モミジハグ"7 (2) , アオダモ (2) ， マイズJレソウ
(2)，ムシカリ (1)，ウシコロシ (1)
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Appendix-Table 1. (つづき) (Continued) 

調査地区 土壊
植 生 Vegetation 

Stands surveyed Soil 時s 種 Spec:類:ies a・nd優domin占ancy 度

T-7 lBゐ(d) D ヒノキ (4)，アカマツ (1)

筒行 Sh ミズナラ (2)，シナノキ (1)，イボタノキ (1)，イタヤカエデ
(1)，アオダモ (1)，ガマズミ (1)，アオノ、ダ(1)，クリ (1) ，

ヤマザクラ (1)，ハウチワカエデ (1)，ムシカリ (1)

G チマキザサ (4)，ツタウルシ (3)，ワラビ (2)，モミジハグマ

(2) , ヒノキ (2)，ナナカ 7 ド (1)，ホソノマノトウゲシパ (1) ，
ヒカゲノカズラ (1)

T-8 lBlo D 
ヒノキ (5)

館行 shl シナノキ(山アオダモ〈山ヤマモミジ (1)
G イワガラミ (3) ， トリアシショウマ (2)，へピノネコザ (2) ，

モミジハグマ (2)，ツタウ Jレシ (2)，ヤグJレ7 ソウ (1) ， ミミ
コウモリ (1) ， トウギボウシ (1)

宮古一山田 M-l B1B-Im D 
ヒノキ (5)

MiyaYham-ada 残積 Sh ゴンゼツ (2)，アオダモ (2)，ヤマツツジ (2)，ホオノキ (1) ，
タカノツメ (1)，ツノハシバミ (1)，アカシデ (1)，オオパク

ロモジ (1)，ヤマモミジ (1)，ギンドロ (1) ， ミズナラ (1) ，
ウリハタ。カエデ (1)

G ヒノキ (3)，チゴユリ (3)，ムシカリ (2)，キイチゴ (2)，ア

キノキリンソウ (2) ， トリアシショウマ (2) ， ハクウンボク

(2) , ナナカマド (1) ， ワラビ (1)，ハギ (1)，クリ (1)，マ
ツプサ(1)，アワプキ (1)，ヤプレガサ (1)，オオパキスミレ
(1)，サルトリイバラ (1)

M-2 Blo D 
ヒノキ (5)

崩積 SD ヒノキ (1)

Sh ゴンゼツ (2)，ハクウンボク (1)，フジ (1)，ヤマウルシ (1) ，

アオハダ (1)，オオパクロモジ (1)，ウリハダカエデ (1)

大槌ー金沢 。司1
ヒノキ (5)

。zuchi- 行銅 SGh アワプキ (2) ， ハクウンポク (2) ， ケヤキ (2) ， ベニイタヤ
Kanazawa (2)，アカシデ (2)，アオダモ (1)，ヌルデ (1)，ホオノキ (1)

ヤマブキ (3) ， イワガラミ (2) ， シラクチズル (2) ， ヒノキ
(2)，チゴユリ (2)

0-2 BlB DI アカマツ ο
館行 SD I ヒノキ。

Sh ヤマウルシ (1)，タカノツメ (1)，アオダモ (1)，ツタパネウ

ツギ (1)，クリ (1)，ツノハシバミ (1)，ハウチワカエデ (1) ，

ヤマボウシ (1)，カスミザクラ (1)，ハクウンボク (1)，コナ

ラ (1)，ヤマツツジ (1)

GI …〈山コナラ ω ツノー ω ヒノキ (1)
ヤブレガサ (1)
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Appendix-Table 1. (つづき) (Continued) 

調査地区 土壌
植 生 Vegetation 

Stands surveyed Soil 種 Spec類ies ・ nd優do 占度and dominancy 

岩匙・子抱 1 -1 BID(d) 
D ヒノキ (5)

旬行 SD ヒノキ (2)
Iwate-
Mido・ Sh ムラサキシキプ (2)，オオパクロモジ (2)
Kodaki 

G チゴユリ (3)，ヒトリシズカ (2) ， トリアシショウ"7 (2)，キ
プシ (2)，キイチゴ (1)，ヨプスマソウ (1)，イカリソウ (1) ，

ハナイカダ (1)，ゴンゼツ (1)，ハクウンボク (1)，ハイドク
ゾウ (1)，シラクチズル (1)，ウリハダカエデ (1)，ハリギリ
(1)，ヤ7グワ (1)，オオバショウマ (1)，エンレイソウ (1) ，

ヤマブドウ (1)，アキノキリンソウ (1)，ウリノキ (1)

1 -2 BD(d) D ヒノキ (5)

残積 Sh ヤマウ Jレシ (3)，オオパクロモジ (1)，キプジ (1)，フジ (1) ，

ミズキ (1)，アオハダ (1)

G チゴユリ (3)，ヤ7ウルシ ο)，アズキナシ (2)，コブシ (1) ，
ヤブジラミ (1)，クワノキ (1)，シラクチズル (1)，ハナイカ
ダ (1)，ヤプレガサ (1)

岩手一前森 1 -3 B1D(w) D 
ヒノキ (5)，シラカンパ (2)，アカマツ (1)，ダケカンパ (1)

Iwate- 残積 Sh アオダモ (1)，ハリギリ (1)，ヤ 7 ウルシ (1)，ツノハシバミ
Maemori (1) 

G チコeユリ (4)，ヤマブドウ (2) ， ミヤマイタチシダ (2)，ツタ

ウルシ (2)，オシダ (1)，シシガシラ (1)，イヌガンソク (1) ，
ホソパナライシダ (1)，シノブカグマ (1)，ゼンマイ (1)，ヤ
7イヌワラビ (1) ， サカゲイノデ (1) ， ホソ三てノトウゲシノイ

(1)，クワノキ (1)，アクシパ (1)，ブナ (1)

1 -4 BID D 
ヒノキ (5)，アカマツ (2)，シラカンパ (1)

残積 Sh アオダモ ο) ， ナナカマド (2) ， ハリギリ (2) ， ヤマウルシ
(2)，シナノキ (1)，ハウチワカエデ (1)

G ゴトウズル (4)，チゴユリ (4) ， トウギボウシ (2)，ツタウ Jレ
シ (2) ， )レイヨウショウ"7 (2)，ツルリンドウ (2)，ヤ 7プド

ウ (2)，シシガシラ (2) ， ミズナラ (1)，ヤマイヌワラビ (1) ，

ヤマドリゼンマイ (1)

野辺地一横沢 N-l B1D(d) D 
アカマツ (3)

NoYhoekjio-zawa 残積 判ヒノキ ω
G ゴンゼツ (3)，ツタウルシ (3) ， ヒノキ (2)，オオノマクロモジ

(2) , ハウチワカエデ (1)，ハリギリ (1)，ゼン7イ (1)，ア

オハダ (1)，クリ (1)，サワフタギ (1)，ハクウンボク (1)

N-2 B1D ~ アカマツ ω
残積 判ヒノキ (5)

Sh ゴンゼツ (3)，ハリギリ (2)，サワフタギ (2)，タラノキ (2) ，
コマユミ (2)，ホオノキ (1)，ウワミズザクラ (1)，ムシカリ
(1) 
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Appen,dix-Table 1. (つづき) (Continued) 

調査地区
植 生 Vegetation 

Stands surveyed Soil 階
lass 

種類・優dom 占度
Species and dominancy 

G マルパフユイチゴ (4)，ツタウルシ (3)，チゴユリ (3)，ホソ
パノトウゲシパ (2)，フタリシズカ (2)，ゼンマイ (2)，ゴト
ウズル (2)，ヒノキ (2)，アキタプキ (2) ， ヨブスマソウ (2) ，
マイズJレソウ (2)，ヤマグワ (1)，クマヤナギ (1) ， トリアシ

ショウ" (1) 

仙台一愛子 S-1 rBo(d) DI アカマツ(山モミ ω
Sendai- 伺行 判ヒノキ (5)
Ayashi 

Sh I モミ (2) ヒノキ ω ム…村 (1) …クラ ω
マンサク (1)，タラノキ (1)

G アズマネザサ (3)，ムラサキシキプ (2)，アオダモ (1)，マツ

プサ (1)，アオハダ (1)，フジ (1)，ヤマホトトギス (1)

S-2 rBo(d) DI アカマツ(乱モミ ο
残積 sol ヒノキ〈仏アカマァ ο

引ム……一ッ ο) …シ ω オオパ
クロモジ (2)，シラキ (1) ，アオハダ (1) ，クリ (1) ，モミ (1)

G ヤマツツジ (2)，モミジハグマ (2)，チコ'ユリ (2)，マップサ

(2)，コゴメウツギ (1)，エゴノキ (1)，ヤマホトトギス (1) ，

モミ (1)，ツルウメモドキ (1)，ゴンゼツ (1)，マンサク (1) ，

ミズキ(1)

仙台ー川崎 S-3 Bo(d) Dl ヒノキ ω
Sendai- 残積的 回| ヒノキ〈払カラスザンショウ(山タラノキ ω
Kawasaki 

Sh ガマズミ (2)，コゴメウツギ (2)，オオパクロモジ (2) ，サワフ
タギ (1)，リョウプ (1)，ウワミズザクラ(1)，ハウチワカエデ
(1)，ヤマモミジ (1)，ウシコロシ (1) ， ドウダンツツジ (1)

GI … ω トバソゥ ω …ゥ ω …ト
ギス(1)，ヤプレガサ (1)，クマヤナギ (1) ，ハクウンボク (1)

S-4 Bo D_I ヒノキ ω
伺行 SD I ヒノキ (1)

Sh キプシ (3)，オオパクロモジ (3) ， ミツバウツギ (3)，サンシ
ヨウ (2) ， ミズキ (2) ， ムラサキシキブ (1) ， ハタウンボク
(1)，アオハダ (1)，ウリハダカエデ (1)，イボタノキ (1)

G ジャコウソウ (3)，モミジハグマ (2)，チゴユリ (2) ， トンボ
ソウ (2)，フタリシズカ (1)

仙台ー作並 S-5 BB-PolI D ヒノキ (4)

Sendai- 旬行 SD ヒノキ (2)，ウリハダカエデ (1)，ヒパ (1)
Sakunami 

引パイカ…
オオパクロモジ (2) ，シラキ (1) ，アワプキ (1)，リョウブ (1)

~I イワウ…ーラ ω ミ…チシタ ω ャ
マソテツ (2)，エソキユズリハ (1)，アクシパ (1)
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Appendix-Table 1. (つづき) (Continued) 

調査地区 土壌
植 生 Vegetation 

Stands surveyed Soil 種 peci類es ・ d優do 占 度
Species and dominancy 

S-6 BB-PolI Dl ヒノキ σ
飼行 判ヒノキ ο

Sh ムラサキヤシオツツジ (2)，シラキ (2)，ホツツジ (2) ， ドウ

ダンツツジ (2)，パイカツツジ (2)，タムシパ (2)，オオパク
ロモジ (2)，ヤ7ウルシ (1) ， ミヤマガ7ズミ (1)

G イワウチワ (5) ， ミヤ7イタチシダ (2)，シシガシラ (2)，ヤ
マソテツ (2)，アクシパ (2)，ムシカリ (2)，ヤブコウジ (2) ，
エゾユズリハ (1)，シノブカグマ (1) ， ヒメアオキ (1)

酒田一青沢 Sa-l タBo(d) DI ヒノキ(払アカ 7':;ω
Sakata- 残積 SD ヒノキ (2)
Aosawa 

Sh オオパクロモジ (2)，ヤ7ウルシ (2) ， ミヤマガマズミ (1) ，

カスミザクラ (1)，ヤマモミジ (1)，ツノハシバミ (1)，イタ
ヤカエデ (1)，コマユミ (1)，ゴンゼツ (1) ， ミズキ (1) ， ミ

ズナラ(1)

G チゴユリ (5)，オクヤ7ザサ (3)，ジャコウソウ (2)，ヒメア
オキ (1)

Sa-2 BIF D 
ヒノキ (5)，アカマツ (1)

残積的 Sh ヤマウルシ (2)，オオパクロモジ (2) ， リョウプ (1) ， ミズキ
(1), ムシカリ (1) ， ウリノキ (1)，アオダモ (1)，ヤマグワ

(1) , ミツデカエデ (1) ， イタヤカエデ (1)，ツリパナ (1) ，

ゴンゼツ (1)，キプシ (1)

G ミゾシダ (4)，ジャコウソウ (3) ， リョウメンシダ (3) ， ヒカ

ゲノトウゲシパ (3)，チゴユリ (3)，フタリシズカ (2)，ヒメ

アオキ (2)，サワアジサイ (2)，ヤ7ホトトギス (1)，ニワ卜

コ (1)，アカソ (1)，クサソテツ (1)，イワガラミ (1)

真室川ト高坂 Ma-l rBo(d) D 
ヒノキ (4)

MaII111Kroog-awa- 残積 SD ヒノキ (2)
osaka 

Sh I …シ ω ミ…
ジ (2)，ブナ (1) ， リョウブ (1)，イヌシデ (1)，ゴンゼツ (1)

G イワガラミ (3) ， チゴユリ (3) ， エゾユズリハ (1) ， ワラピ
(1)，タニウツギ (1)，アオハダ (1)，ホツツジ (1)

h直a-2 BO.E DI  ヒノキ。
崩積 SD I ホオノキ (1)

Sh オオパクロモジ (3)，ウワミズザクラ (2)，ヤ7ウルシ (2) ，

ミズキ (1)，ゴンゼツ (1)，ムシカリ (1) ， トチノキ (1)，ア
オハダ (1)

G アキギリ (3) ， ミゾシダ (3) ， リョウメンシダ (2) ， ヒメアオ
キ (2)，ゼンマイ (1)，ウド (1)，オシダ (1)，サカゲイノデ
(1)，エゴノキ (1)
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Appendix-Tab!e 2. ヒノキ人工林の土壌の理学性

Physical properties of soi1s in the plantations of Chamaec:Y，ρaris. 

7Jく 分 量 孔隙組 t成ion 透水性 3c相omp組OSI 成Moisture content (%) 最小 Porosity composition (%) Volume composition (%) 
調査地区 土壌 層位 深さ 容積重

容気量
Perme-

Stands surveyed Soi1 'Horizon Depth Volume 
採取時飽水時飽差

Min. air 全孔隙 細孔隙 粗孔隙 ability 土壌 水分 空気Water IDefi-
weight Fresh satura-ciency capacity 

Fine (cc立/11 Solid (cm) 5011 It~(fSõi1 1 t-;;-~~tu. Total Coarse 
n.) Water Air 

遠野ー琴畑
T-l Blo A1 O~ 4 26 37.2 65.9 28.7 12.9 78.8 49.3 29.5 250 21.2 37.2 41.6 

Tõno・ 崩積 A~ 1O~14 52 66.6 75.8 9.2 - 7.4 68.4 51.5 16.9 6 31.6 66.6 1.8 
Kotohata B1 30~34 66 53.4 65.9 12.5 - 3.8 62.1 38.1 24.0 36 37.9 53.4 8.7 

B , 55~59 48 60.7 71. 7 11.0 - 0.8 70.9 47.2 23.7 29 29.1 66.7 10.2 

T-2 lBlo(d) A 3~ 7 41 32.8 65.9 33.1 12.8 78.7 46.2 32.5 270 21.3 32.8 45.9 
旬行 AB1 20~24 62 40.5 66.6 26.1 2.8 69.4 33.5 35.9 42 30.6 40.5 28.9 

ABs 40~44 63 42.1 67.2 25.1 0.7 67.9 33.4 34.5 37 32.2 42.1 25.8 
B 6~64 66 44.2 64.9 20.7 2.3 67.2 37.9 29.3 50 32.9 44.2 23.0 

T-3 lBlo(d) A 5~ 9 44 35.7 66.3 30.7 8.7 75.0 41. 9 33. 1 76 25.0 35.7 39.3 
残積 B1 25~29 63 37.6 66.2 28.6 2.8 69.0 27.6 41.4 88 31.0 37.6 31.4 

B2 45~49 79 44.7 63.7 19.0 - 0.6 63.1 33.2 29.9 22 37.0 44.7 18.4 

T-4 lBln(d) A 5~ 9 46 69.1 89.3 20.2 -11.7 77.6 71.9 5.7 25 22.4 69. 1 8.5 
旬行 AB  15~19 49 46.5 74.6 28.1 3.8 78.4 43.0 35.4 56 21.6 46.5 31.9 

B1 30~34 56 49.6 72.9 23.3 4.5 77.4 43.1 34.3 40 22.6 49.6 27.8 
B , 50~54 86 45.7 60.4 14.6 6.6 67.0 40.3 26.7 26 33.0 45.7 21.3 

T-5 B1D(d) A1A, 2~ 6 35 49.2 73.1 23.9 7.5 80.6 50.9 29.7 42 19.4 49.2 31.4 
残積 AaB 15~19 39 63.3 79.2 15.9 2.0 81.2 54.3 26.9 10 18.6 63.3 17.9 

B 35~39 65 58.8 71.4 12.6 3.3 74.7 52.0 22.7 13 25.3 58.8 15.9 

遠野一笛吹 T-6 B1B HA  5~ 9 32 29.7 64.1 34.4 16.2 80.3 33.7 46.6 32 19.7 29.7 50.6 

T�o- 飼行 A 15~19 32 32.5 67.0 34.5 14.9 81.9 28. 1 53.8 83 18.1 32.5 49.4 
Fuefuki B1 35~39 48 49.6 71.1 21.5 5.4 76.5 41.8 34.7 43 23.5 49.6 26.9 
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Mois水tur 分量 Poros孔ity ∞隙mp組osit成ion(%) 透水性 Volum3e C相om凹組siti成.on (%) e content (%) 最容気小量調査地区 土壊 層位
深さ 容積重

Stands surveyed Soil Horizon Depth Volume 採FSr取Odl時1 総...._--立品::n'" 差d Min. air 全孔隙細孔際粗孔隙 「earbmilEit-y 土壇水分空気
weight 

capacity 
Total I Fine I Coarse (ccf Solid I Water I Air (cm) lted 鈎ill to satu. min.) 

T-7 LBlo(d) A 7~11 33 47.4 71.8 24.4 10.8 82.6 45.3 37.3 60 17.4 47.4 35.2 

旬行 Bl 30~34 43 52.1 75.2 23. 1 4.6 79.8 40.8 39.0 146 20.2 52.1 27. 7 

Bs 50~54 27 66. 1 79.3 13.2 - 0.2 79.1 59.7 19.4 105 20.9 66.1 13.0 

T-8 A 40 44.4 72.9 80.1 41.8 38.3 96 35.7 

飼行 B 45~49 46 47.1 68.7 21.6 6.7 75.4 36.1 39.3 64 24.6 47.1 28.3 

宮古一山田
M-l Bl�-Im Al 5~ 9 59 21.1 40.3 19.2 27.1 67.4 50.6 16.8 16 32.6 21. 1 46.3 

Miyako- 残積 As 20~24 87 31.1 49.9 18.8 12.7 62.6 41.0 21. 6 10 37.4 31. 1 31.5 

Yamada 
M-2 Blo Al 5~ 9 46 40.0 67.2 27.2 4.8 72.0 41.7 30.3 42 28.0 40.0 32.0 

崩積 As 40~44 52 43.8 68.5 24.7 - 1.2 67.3 34.2 33.1 62 32.8 43.8 23.5 

大槌一金沢
0-1 Blo Al 54 23.9 37. 1 21.6 58.7 36. 1 41.3 34.8 

。zuchi- 伺行 As 20へ~24 51 18.4 33.4 15.0 23.6 57.0 20.4 36.6 116 43.0 18.4 38.6 

Kanazawa 
0-2 Bl� Al 5~ 9 38 16.3 22.7 6.4 40.8 63.5 18.2 45.3 36.5 16.3 47.2 

旬行 As 30~34 40 17.5 48.5 31.0 15.4 63.9 19.1 44.8 126 36.1 17.5 46.4 

岩手御 ー
1 -1 Blo(d) Al 2へ~ 6 41 46.9 71.9 25.0 11.3 83.2 42.8 40.4 160 16.8 46.9 36.3 

堂・子抱 館行 As 1O~14 53 49.8 71.3 21.5 7.4 78.7 45.1 33.6 168 21.3 49.8 28.9 

Iwate- As 30~34 41 50.9 77.2 26.3 7.2 84.4 39. 1 45.3 100 15.6 50.9 33.5 
Mido ・
Kodaki 1 -2 Bo(d) A l へ~ 5 39 39.3 74.6 35.3 8.7 83.3 37.7 45.6 182 16.7 39.3 44.0 

残積 AB  1O~14 73 47.5 68.8 21.3 5.1 73.9 14.9 59.0 86 26.1 47.5 26.4 

Bl 30~34 63 52.2 71.4 19.2 6.7 78.1 35.7 42.4 28 21.9 52.2 25.9 

B2 50~54 62 54.7 71.4 16.7 7.7 79.1 40.9 38.2 30 20.9 54.7 24.4 
」 一一」

Appendix-Table 2. 
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岩手一前森
1 -3 Bln(w) Al 2~ 6 42 73.2 79.4 6.2 1.8 81. 2 69.2 12.0 。 18.8 73.2 8.0 

Iwate- 残積 A2 15~19 52 64.6 77.7 13.1 0.4 78. 1 56.0 22_ 1 5 21.9 64.6 13.5 

Maemori llA 35~39 41 68.0 78.6 10.6 5.2 83.8 55.5 28.3 52 16.2 68.0 15.8 

llB 55~59 53 68.6 74.4 5.8 5. 7 80.1 58.8 21.3 。 19.9 68.6 11.5 

1 -4 Bln A 3~ 7 64 68.7 73.2 4.5 - Ll 72.1 65.9 6.2 。 27.9 68. 7 3.4 

残積 AB  15~19 51 58.0 77.0 19.0 2.8 79.8 46.0 33.8 25 20.2 58.0 21.8 

llA 40~44 43 62.3 76.5 14.2 6.5 83.0 52.3 30.7 45 17.0 62.3 20.7 

llB 6O~64 61 63.1 74.5 11.4 3.5 78.0 53.1 24.9 16 22.0 63.1 14.9 

野辺地一横沢
N-l Bln(d) A2 5~ 9 65 45.5 67.5 22.0 6.8 74_3 42.3 32.0 33 25.7 45.5 28.8 

Noheji- 残積 Bl 20~24 63 36.7 70.1 33.4 3.5 73.6 32.5 4L 1 70 26.4 36.7 36.9 
Yokozawa B2 40~44 68 34.8 69.5 34.7 5. 7 75.2 31.0 44.2 92 24.8 34.8 40.4 

N-2 Blo Al 5~ 9 56 72.2 76.9 4. 7 - L2 75.7 65.4 10.3 24 24.4 72.2 3.5 

残積 A2 30~34 50 67.7 74.6 6.9 6.3 80.9 53.0 27.9 40 19.1 67.7 13_2 

A8 55~59 53 63.7 72_2 8.5 8.8 81.0 49.9 31.1 10 19.0 63. 7 17.3 

仙台ー愛子
S-1 グBo(d) A Oへ， 4 68 35.6 58.9 23.3 12.8 71.7 27.8 43.9 136 28.3 35.6 36. 1 

Sendai- 伺行 Bl 5~ 9 85 32.1 49.0 16.9 16.7 65.7 31.4 34.3 68 34.3 32. 1 33.6 

Ayashi B2 25~29 86 34.6 50.1 15.5 16.6 66.7 28.9 37.8 180 33.3 34.6 32.1 

Bs 40~44 107 39.6 53.7 14.1 4.9 58.6 32.6 26.0 83 41.5 39.6 19.0 

5-2 rBn(d) AB  2~ 6 67 38.0 62.1 24.1 10.1 72.2 32.8 39.4 120 27.8 38.0 34.2 

残積 B1 15~19 104 47.0 57.3 10.3 4.8 62_ 1 44.3 17.8 68 37.9 47.0 15.1 

B2 35~39 101 55.3 63.8 8.5 0.1 63.9 51.8 12_ 1 18 36. 1 55.3 8.6 

B8 55~59 103 54.8 60.5 5. 7 5.0 65.5 49.3 16.2 9 34.5 54.8 10.7 

仙台一川崎
5-3 Bn(d) Al 1~ 5 52 45.2 71.8 26.6 2.9 74.7 39.8 34.9 110 25.3 45.2 29.5 

Sendai- 残積 A2 10へ-14 53 48.0 73.6 25.6 4.3 77.9 37.9 40.0 230 22.1 48.0 29.9 

Kawasaki B1 25~29 78 43.5 63.5 20.0 7.0 70.5 32. 1 38.4 152 29.6 43.5 27.0 

B2 40~44 96 45.8 60.5 14.7 2.5 63.0 31.8 31.2 88 37.0 45.8 17_2 

5-4 Bn A 2~ 6 56 59.2 73.6 14.4 2.7 76.3 49.2 27.1 80 23.7 59.2 17.1 

飼行 Bl 20~24 92 52.8 60.5 7.7 4.2 64.7 46.0 18.7 50 35.3 52.8 11.9 

B2 45へ-49 120 50. 1 54.4 4_3 1.9 56.3 44.2 12.1 10 43.8 50. 1 6.2 
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71く 分 量 孔隙 P組OSI 成 逆水性 Volum3e c相omp組ositi成on (%) Moisture content (%) 最小 Porosity composition (%) 
調査地区 土壊 層位 深さ 容積重

容気量 Perme-

5tands surveyed Soil Horizon Depth Volume 採取時 W飽水at時er D飽efi- 差 Min. air 全孔隙 細孔隙 組孔隙 ability 土壊 水分 空気
weight Fresh 

satura- clency capac咜y 
(ccmf in.) (cm) ωil 

ted 鈎il to satu. 
Total Fine Coarse Solid Water Air 

仙台一作並 5-5 BB-PVI A 5~ 9 32 53.7 73.4 19.7 7.7 81.1 44.8 36.3 320 18.9 53.7 27.4 

5endai- 飼行 Bl 15~19 48 45.6 66.2 20.6 7.3 73.5 35.5 38.0 160 26.5 45.6 27.9 

5akunami B2 45~49 47 48.8 66.4 17.6 5.8 72.2 38.3 33.9 82 27.8 48.8 23.4 

5-6 BB-PVI HA  O~ 4 12 40.9 70.5 29.6 19.5 90.0 39.7 50.3 350 10.0 40.9 49.1 

旬行 A 5~ 9 39 53.5 72.6 19.1 2.0 74.6 41.6 33.0 186 25.5 53.5 21.1 

AB  20~24 40 54.9 79.6 24. 7 1.7 81.3 36.1 45.2 64 18.7 54.9 26.4 

酒田ー青沢 5a-l グBv(d) Al 。~4 52 41.4 68.3 26.9 10.2 78.5 46.6 31.9 124 21.5 41.4 37.1 

5akata- 残積 A2 1O~14 63 45.2 69.3 24.1 4.5 73.8 49.3 24.5 118 26.3 45.2 28.6 

Aosawa Bl 25~29 73 54.1 69.3 15.2 3.9 73.2 49.9 23.3 80 26.8 54.1 19.1 

B2 40~44 100 50.0 58.0 8.1 7.1 65.1 46.6 18.5 40 35.0 50.0 15.1 

C 65~69 106 47.9 57.4 9.5 5.5 62.9 43.1 19.8 52 37.0 47.9 15.0 

5a-2 BlF Al O~ 4 71 53.2 68.1 14.9 4.1 72.2 52.0 20.2 164 27.8 53.2 19.0 

残積的 As 15~19 88 51.6 63.5 11.9 4.0 67.5 47.8 19.7 92 32.5 51.6 15.9 

AB  30~34 102 54.9 61.3 6.4 0.7 62.0 48.6 13.4 20 38.1 54.9 7.1 

B 45~49 119 51.4 56.2 4.8 1.4 57.6 47.5 10.1 18 42.5 51.4 6.2 

Cg 60~64 118 52.2 57.7 5.6 - 0.1 57.6 48.3 9.3 122 42.4 52.2 5.4 

真室)1ト高坂
Ma-l rBv(d) A 1~ 5 75 53.0 69.8 16.8 - 1.0 68.8 50.4 18.4 120 31.2 53.0 15.8 

MamukroogE;aawka k 
残積 Bl 15~19 108 55.8 61.8 6.0 - 0.2 61.6 53.6 8.0 14 38.4 55.8 5.8 

B2 45~49 115 53.7 57.4 3.7 2.4 59.8 49.2 10.6 8 40.2 53.7 6.1 

Ma-2 BV'E A 1O~14 58 62.1 70.8 8.7 3.9 74.7 56.5 18.2 60 25.3 62.1 12.6 

崩積 nA  30~34 61 55.7 69.6 13.9 3.3 72.9 46.8 26.1 130 27.1 55.7 17.2 

nB  50~54 91 54.0 62.8 8.7 1.9 64.7 49.1 15.6 8 35.4 54.0 10.7 

Appendix-Table 2. 
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Appendix-Table 3. ヒノキ人工林の土壌の化学性

Chemical properties of soils in the plantations of Chamaecyparis. 

置換酸度

置mcxh換b-eanlJe性g10ec白0aa g田Ecl m h換ba阻K性./1笹M田酷ME gE ) 塩容C基at置ion量換
Ca 飽和度

調査地区 土壌 層位 深さ 炭素 窒素 炭素率 pH 
Doef gCrea e Exchane 

Stands surveyed Soil Horizon Depth Carbon Nitrogen rCaltN 10 (HsO) 
acidity ecxacphaacnitgy e 

saturation 

(cm) く:%) (%) (Yl) (m.e./I00g (%) 

遠野ー重手畑
T-l BID F 42.7 1. 17 36.5 4.7 4.9 28.19 5.40 70.70 39.9 

Tõno・ 崩積 Al O~ 5 19.6 1.52 12.9 5.6 2.5 26.28 5.50 69.73 37.7 
Kotohata As 5~22 13.0 1.17 11.1 5.7 2.5 20.28 2.15 53.32 38.0 

Bl 22~47 2.9 0.30 9.7 5.7 2.5 2.20 0.72 24.78 8.9 

Bs 47~70 4.3 0.45 9.6 5.6 1.5 1. 92 0.32 14.38 13.5 

T-2 lBゐ(d) F 2 37.6 1.11 33.9 5.1 4.1 33.91 11.41 67.38 50.3 

筒行 A 0~10 6.1 0.59 10.3 5.6 2.3 8.93 2.47 29.50 30.3 

ABl 1O~32 3.4 0.34 10.0 5.2 7.8 0.77 0.79 18.84 4.1 

ABs 32~50 2.1 0.24 8.7 5.0 8.5 0.36 0.22 17.32 2.1 

B 50~78 1.0 0.12 8.6 5.1 6.3 0.35 0.51 12.17 2.9 

BC  >78 0.3 tr. 一 5.3 6.3 0.70 0.45 8.90 7.9 

T-3 IB1D(d) L l 43.2 1.37 31.5 4.7 13.0 29.84 10.90 63.88 46.7 

残積 F 3 40.8 1.88 21.7 4.5 7.5 24.17 11.47 78.45 30.8 

A O~ 17 12.0 0.76 15.7 4.6 18.8 1.17 1.34 34.22 3.4 

Bl 17~ 38 1.8 0.12 15.3 5.3 5.0 0.30 0.26 11.73 2.6 

Bs 38~ 68 3.4 0.23 14.9 5.0 4.8 0.31 0.46 17.59 1.8 

Cl 68~100 1. 1 0.06 18.0 4.9 5.0 0.56 0.69 7.93 7.1 

Cs >100 0.8 0.05 15.4 5.5 5.0 0.90 0.62 6.54 13.8 

T-4 lBゐ(d) LF 43.3 1. 08 40.1 4.8 12.5 23.14 9.92 67.35 34.4 

旬行 F 2 42.9 1.49 28.8 5.4 6.3 29.40 11.02 69.20 42.5 

HA  O~ 2 15.7 0.88 17.8 5.8 11.3 3.16 0.94 54.30 5.8 

A 2へ-12 10.5 0.62 16.9 5.4 16.3 1.12 1.01 37.26 3.0 

AB  12~22 7.0 0.50 13.9 5.8 16.3 0.54 0.49 28.03 1.9 
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置換酸度
置換性 Ca 置換性 Mg 塩容C基at置ion換量 Ca 飽和度

調査地区 土壊 層位 深さ 炭素 窒素 炭素率 pH 

C|hbalne geCaa -

Ex- Doef gCrea e Exchane 

Stands surveyed Soil Horizon Depth Carbon Nitrogen rCaltN io (Hρ) acidity 
chbale ngMeag --ecxacphaacnitgy e 

saturation 

(cm) (%) (%) (Yl) (m.e./I00g (m.e./IOOg m.e./I00g (%) 

T-4 Bl 22~42 3.2 0.22 14.4 5.7 2.5 0.65 0.32 18.08 3.6 

Bs 42~60 0.9 0.08 11. 8 5.8 6.3 0.63 0.25 11.75 5.4 

C >60 0.4 tr. 5.8 7.5 0.60 1.09 9.62 6.2 

T-5 B1D(d) LF l 48.9 1.10 44.5 4.7 15.0 21.95 10.87 57.06 38.5 

残積 F 2 41.4 1.69 24.5 4.9 12.5 24.87 14.12 75.82 32.8 

Al O~ 3 18.2 1.23 14.8 5.0 16.3 1.87 1.24 55.18 3.4 

A2 3~11 16.0 1.08 14.8 5.5 7.5 1.22 0.68 42.93 2.8 

A8B 11~25 13.2 0.85 15.6 5.6 3.8 1.15 0.63 37.60 3.1 

B 25~54 2.4 0.21 11.3 5.8 1.3 0.70 0.50 14.82 4.7 

C >54 0.5 0.04 13.0 6.0 5.0 0.72 0.47 9.80 7.4 

遠野ー笛吹
T-6 Bl� LF  32.8 0.96 34.1 5.2 7.5 25.73 8.58 41.38 62.2 

Tõno司 旬行 F 5 30.0 1.44 20.8 4.8 7.5 20.56 9.61 62.82 32.7 

Fuefuki HA  0~12 19.7 1.09 18.0 4.4 22.5 1.83 1. 37 57.71 3.2 

A 12~25 12.9 0.71 18.2 4.9 21.3 0.42 0.74 40.06 1.1 

Bl 25~45 7.4 0.44 16.9 5.1 7.5 0.32 0.34 26.54 1.2 

Bs 45~67 5.9 0.30 19.7 5.3 2.0 0.32 0.29 19.03 1.7 

C >67 0.3 0.04 8.5 5.5 10.0 0.35 0.45 7.60 4.6 

T-7 lBID(d) LF l 41. 7 0.99 42.1 5.2 7.5 23.71 11.72 47.35 50.1 

旬行 F 2 34.6 1.56 22.2 4.7 8.8 12.47 5.96 77.42 16.1 

HA  O~ 3 22.8 1.15 19.8 4.8 7.5 4.52 2.85 63.17 7.2 

A 3~16 12.6 0.83 15.1 5.6 2.5 2.68 1.38 42.99 6.2 

Bl 16~40 5.7 0.33 17.4 5.5 2.5 0.63 0.58 21.38 3.0 

Bs 40~70 1.7 0.14 12.3 5.5 2.5 0.46 0.26 10.14 4.5 

C >70 O. 7 0.06 11.5 5.4 2.5 0.84 0.56 7.02 12.0 

Appendix-Table 3. 
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T-8 lBlD LF 39.2 0.72 54.4 5.1 7.5 26.41 7_44 50.96 51.8 

旬行 F 2 14.4 0.69 20.9 4.4 13.8 4.62 1.98 37.72 12_3 

HA O~ 4 13.5 0.85 15.9 5.4 4.4 9.04 2.16 40.89 22_ 1 

A 4~27 10.7 0.70 14.4 5.2 7.5 4.11 1.22 35.89 11. 5 

B 27~70 6.0 0.40 14.9 5.1 3.8 0.42 0.37 23.92 1.8 

C >70 2.2 tr. 5.1 3.8 0.56 0.44 12.50 4.5 

宮古ー山田 M-I BIB-Im F 2 47.8 1.21 39.5 3.9 26.3 8.86 3.08 73.86 12.0 

Miyako- 残積 Al 0~19 9.4 0.43 21.7 4.5 23.2 L 17 0.68 25.23 4.6 

Yamada A2 19~29 4.1 0.25 16.4 4.9 12.5 0.58 0.28 13.60 4_3 

C >29 0.2 tr. 5.3 5.6 0.93 O. 18 4.08 22_8 

M-2 Bゐ F 1 44.4 1.47 30.2 4.5 6.4 20.42 8.11 69.26 29.5 

崩積 H 1 42.9 1.67 25.7 4.0 18.8 8.09 5.90 93.63 8.6 

Al 。~25 14.2 0.88 16.2 4.4 27.5 0.91 0.43 47.21 1.9 

A2 25~60 10.6 0.58 18.3 4.7 12.3 0.56 0.46 38.49 1.5 

BC  >60 1.9 0.14 13.3 5.1 4.5 0.36 0.36 12.78 2.8 

大槌一金沢 0-1 BID LF 1 44.4 0.66 67.2 4.6 10.0 13.00 9.60 45.90 28.3 

。zuchi- 旬行 F l 36.8 1.64 22.4 4.5 6.3 15.66 8.68 74.07 21. 1 

Kanazawa Al 0~13 9.3 0.36 25.9 5.7 26.3 0.78 1.22 35.98 2.2 

A2 13~30 6.8 0.44 15.5 4.9 16.3 0.66 0.82 25.97 2.5 

As 30~40 5.4 0.48 11.4 4.9 10.6 0.62 0.53 22.81 2.7 

BC  >40 1.5 tr 5.2 17.5 0.40 0.76 12.56 3.2 

0-2 BIB LF l 36.5 0.94 38.8 6.0 5.0 30.75 10.35 50.42 61.0 

旬行 F 3 31.7 0.77 41.2 6.1 3.8 28.99 10.63 43.78 66.2 

Al 0~20 8.2 0.67 13.7 5.2 3.8 7.26 2.81 29.98 24.2 

A2 20~40 7.4 0.64 11.5 5.0 8.8 6.37 2.01 28.89 22.1 

BC  >40 0.8 O. 12 6.6 4.9 5.0 0.37 0.41 4.75 7.8 

岩手ー 1 -1 BID(d) F 1 38.7 0.99 39.1 5.3 2.5 32.28 5.53 56.88 56.8 
御堂・子抱

伺行 Al O~ 8 10.7 0.73 14.7 5.9 1.3 18.31 1.67 38.47 47.6 Iwate-
Mido. Kodaki A2 8~21 8.0 0.67 11.9 6.1 1.3 11.66 2.83 32.97 35.4 
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置換酸度 置換性 ca 置換性 Mg 塩容C基at置ion量換 ca 飽和度

調査地区 深さ 炭素 窒素 炭素率

陀rz
土簸 層位 pH 

Exchane 
Ex- Doef gCrea e 

Stands surveyed Soil Horizon Depth Carbon Nitrogen rCaltN io (HsO) 
acidity dbale nMeag - emcxascph.alacl∞nitgy g e saturation 

(cm) (%) (%) (Yl) m.e.!1∞g m.e.!100g (%) 

1 -1 Aa 21~53 5.2 0.46 11.3 6.1 1.3 3.89 1.46 23.46 16.6 

B 53~75 1.3 0.25 5.4 6.3 1.3 3.28 1.53 20.39 16.1 

C >75 1.0 0.09 11.4 6.2 1.3 3.68 0.94 18.48 19.9 

1 -2 Bo(d) F 2 41.1 1.42 29.0 5.4 2.5 43.62 6.96 70.08 62.2 

残積 A O~ 6 9.2 0.56 16.5 5.6 2.5 12.14 1.28 32.24 37.7 

AB  6~22 3.2 0.27 11.9 6.2 2.5 5.88 1.39 18.67 31. 5 

Bl 22~40 1.3 O. 12 11.2 6.3 1.3 6.54 1.77 18.30 35.7 

B, 40~65 0.4 tr. 6.5 1.3 6.82 3.07 19.61 34.8 

C >65 0.3 tr. 一 6.5 1.3 8.54 4.40 19.75 43.2 

岩手ー前森
1 -3 Blo(w) FH  l 45.6 1.35 33.8 5.2 5.0 23.50 8.36 62.69 37.5 

Iwate- 残積 Al 0~10 12.5 0.81 15.5 5.3 13.8 1. 35 0.81 37.11 3.6 

Maemori A, 10~30 7.5 0.43 17.4 5.5 3.8 0.59 0.33 27.97 2.1 

lIA 30~46 10.0 0.66 15.2 5.5 2.5 0.65 0.51 44.14 1.5 

lIB 46~75 2.6 tr. 5.7 2.5 0.55 0.51 24.07 2.3 

lIBC  >75 1.0 tr. 6.2 12.5 1.34 1. 17 18.31 7.3 

1 -4 Blo FH  1 56.5 1.35 41.8 5.5 5.0 32.46 9.00 68.33 47.5 

残積 A 。~13 7.8 0.59 13.3 5.5 3.8 5.03 0.75 27.21 18.5 

AB  13~25 3.9 0.29 13.4 5.5 2.5 1. 26 0.63 14.31 8.8 

lIA 25~52 7.0 0.44 15.9 5.3 2.5 1.08 0.69 35.38 3.1 

lIB 52~70 1.6 tr. 一 5.6 2.5 O. 76 1. 09 20.71 3. 7 

lIBC  >70 0.9 tr. 5.5 0.8 0.87 1.03 18.83 4.6 

野No醐ZhdeEh-一沼日横開沢: I N叶1:凶】
45.7 0.72 63, 4 4.6 12, 5 13.77 5.33 39.90 34.5 

残積 1 41. 4 1, 13 36.6 4.7 7.5 13.90 4.93 53.67 25.9 

F , 3 42, 9 1.44 29.8 4.4 15.0 9.56 5.66 74.98 12.8 

Appendix-Table 3. 
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N-l Al O~ 3 10.7 0.63 17.0 4.8 16.3 2.45 1.56 35.45 6.9 

As 3~18 6.1 0.45 13.6 5.7 2.5 2.02 1.58 22.82 8.9 

Bl 18~25 2.3 O. 12 18.8 5.7 2.5 2.13 1.54 13.19 16.2 

Bs 25~60 1.0 O. 10 9.9 5.8 5.0 2.35 2.46 11.88 19.8 

C >60 0.2 0.03 5.7 5.9 7.5 5.68 5.78 18.31 31.0 

N-2 Blo L 40.6 0.74 54.9 4.4 7.5 15.62 6.74 45.62 34.2 

残積 F 42.5 1.30 32.7 4.9 7.5 27.09 10.92 67.96 39.9 

Al 0~15 12.4 0.72 17.3 5.3 5.0 4.77 1.74 27.81 17.2 

Aa 15~45 9.3 0.62 15.0 5.4 5.0 1. 47 0.74 31.96 4.6 

A3 45~70 6.8 0.49 13.9 5.5 2.5 1.00 0.66 28.36 3.5 

Cl 70~86 0.3 tr. 5.8 2.5 3.68 2.80 12.18 30.2 

Cs >86 0.1 tr. 5.2 2.5 7.05 5.49 16.96 41.6 

仙台一愛子
S-1 rBo(d) L 45.4 0.93 48.8 5.0 7.5 12.92 11. 76 42.08 30.7 

Sendai- 旬行 F 2 47.2 1.18 40.0 5.1 5.0 31.23 10.04 57.34 54.5 

Ayashi A O~ 2 11.8 0.53 22.3 4.6 10.0 8.03 3.75 32.73 24.5 

Bl 2~12 2.3 O. 15 15.1 4.9 22.5 4.62 2.42 20.11 23.0 

Bs 12~40 1.1 0.09 11.9 5.1 23.8 4.75 3.59 18.97 25.0 

Bs 40~50 0.1 0.04 3.3 5.2 17.5 3.34 4.07 13.00 25.7 

C >50 0.1 tr. 5.2 11.3 2.27 3.29 8.65 26.2 

S-2 rBo(d) L 45.4 0.69 65.8 4.4 9.4 13.37 8.84 45.64 29.3 

残積 F 2 48.1 0.96 50.1 4.9 3.8 7.54 4.44 81.23 9.3 

FH  2 43.1 1. 32 44.9 3.5 15.0 30.12 13.53 44.00 68.5 

AB  0~13 5.0 0.27 18.6 4.8 7.5 2.32 1.37 20.53 11.3 

Bl 13~24 1.4 0.11 13.0 5.0 22.5 2.85 2.21 20.19 14.1 

Bs 24~55 0.6 0.06 9.8 4.9 27.5 1.65 2.09 10.91 15.1 

Bs >55 0.4 0.04 9.8 5.1 37.5 0.55 1.97 17.43 3.2 

仙台一 J!I崎
S-3 Bo(d) F 43.2 1.23 35.2 5.9 5.0 46. 10 13.01 71.15 64.8 

Sendai- 残積 Al O~ 5 14_ 7 0.67 21.9 5.3 3.8 12.98 5.06 39.94 32.5 

Kawasaki As 5~17 9.7 0.56 17.3 5.1 12.5 5.99 2.40 34.57 17.3 
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置換酸度 置換性 ca 置換性 Mg 塩容C基at置ion換量 ca 飽和度

調査地区 土境 層位 深さ 炭素 窒素 炭素率 pH Ex-
直C|，Xhb-ale ngMeag - Doef gCrea e Exchane 

Stands surveyed Soil Horizon Depth Carbon Nitrogen rCa/tN10 - (HJﾛ) 
acidity chbalne gCeaa -

(emcxa.ceph.a1a1c0nit0gy g e 
saturation 

(cm) (%) (彪) (Y1) (m.e.!100g m.e.!100g (%) 

S-3 B1 17~33 1.6 0.13 12. 1 5.3 10.0 1.49 2.34 18.01 8.3 

B. 33~53 0.8 0.06 13.3 5.5 15.0 1.71 1.49 17.74 9.6 

BaC >53 0.2 tr. 12.0 5.6 15.0 7.91 4.96 21.80 36.3 

S-4 BD F 2 45.1 1.21 37.3 5.5 5.6 45.89 9.57 68.33 67.2 

伺行 A 。~13 5.0 0.38 13.1 5.9 1.3 12.69 3.87 28.54 44.5 

B1 13~31 1.4 0.12 11.8 5.8 6.3 7.34 4.15 21.45 34.2 

B. 31~57 0.5 0;06 8.0 5.5 22.5 6.29 3.95 21.86 28.8 

B.C >57 0.3 0.03 10.0 5.3 16.3 6.34 5.16 18.96 33.4 

仙台ー作並
S-5 BB-PDI LF  2 44.8 1.20 37.4 5.4 5.0 34.54 11.59 57.30 60.3 

Sendai- 伺行 HA  O~ 3 30.6 1.07 28.6 5.3 5.0 29.91 13.58 59.17 50.6 

Sakunami A 3~11 9.9 0.45 22.0 5.0 3.8 4.39 2.57 25.70 17.1 

B1 11~30 3.4 0.21 16.0 5.2 2.5 0.55 0.66 16.87 3.3 

B. 30~65 2.3 0.15 15, 5 5.3 2.5 0.64 0.96 19.52 3.3 

BaC >65 1. 1 0.09 12.0 5.3 6.3 0.73 1. 57 13.39 5.5 

S-6 BB-PDI FH  2 44.7 1.32 33.8 4.5 7.5 23.05 8.48 75.25 30.6 

筒行 HA  。~4 42.1 1.66 25.3 3.8 15.0 12.05 6.05 93.77 12.9 

A 4へ-15 9.6 0.48 20.0 4.9 11.3 1.10 1.75 28.92 3.8 

AB  15~33 7.6 0.41 18.6 5.3 2.5 0.56 1.12 24. 18 2.3 

nA  33~47 5.0 0.57 8.8 5.3 2.5 0.65 0.22 18.23 3.6 

nB  47~62 0.9 0.06 14.3 5.5 1.3 0.42 1.05 8.08 5.2 

nBC >62 0.7 0.04 16.5 5.5 1.3 0.41 0.93 7.31 5.6 

酒田一青沢
Sa-l rBo(d) L l 41.4 0.83 49.9 4.5 9.4 16.01 6.71 60.32 26.5 

Sakata- 残積 F 2 43.1 1. 23 35.0 4.9 5.6 20.05 10.58 59.59 33.7 

Aosawa A1 O~ 5 12.6 0.79 15.9 5.0 10.0 5.81 3.08 39.46 14.7 

Appendi茎
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Sa-l A2 5~19 7_ 4 0.49 15.1 5.2 20.0 1.68 1.23 32.76 5.1 

B1 19~33 2.6 0.19 13.8 5.3 15.0 0.98 0.65 18.81 5.2 

B2 33~60 1.1 0.10 11.4 5 , 2 18.8 0.65 0.86 15, 97 4.1 

C1 60~75 0.6 0_06 10.0 5.2 25.0 0.64 1, 28 14.92 4.3 

C2 >75 0.5 0.06 7.5 5.2 26 , 3 0.43 1.41 15.10 2.9 

Sa-2 BlF H 45. 1 1.15 39.2 4.8 5.0 24.42 9.63 43.67 55.9 

残積 A1 。~14 6.8 0.50 13.5 5.0 12.5 3.79 2.56 30.52 12.4 

A2 14~28 3_6 0.30 11. 8 5.2 15.0 2.36 1.29 21.79 10.8 

AB  28~40 2.1 0.20 10.3 5.3 17_ 5 2.14 1.28 18.67 11.5 

B 40~55 0.8 0.11 7.5 5.3 26.3 1, 93 2.36 18.02 10.7 

Cg >55 0.5 0.07 7.4 5.4 30.0 2.36 2.57 19.28 12.2 

真室川卜高坂
Ma-l rBo(d) L l 45.3 1.23 36.8 4.6 7.5 28 , 72 8.39 52.33 54.9 

Mamukroogsaawka a-
残積 FH  40.2 1.10 36.5 4. 7 7.5 26.16 8.07 64.82 40.4 

A 。~7 4.7 0.78 6.0 4.7 35.0 1.62 0.97 27.28 5.9 

B1 7~35 1. 1 0.12 9.2 5.1 33.8 0.72 0.86 29.96 2_ 4 

B2 35~60 1.0 0.10 10.2 5.1 35.0 0.76 1.41 20.52 3. 7 

C >60 0.4 0.09 4 , 8 5.1 43.8 1.68 1.56 22.71 7.4 

Ma-2 BO'E FH 47.8 2, 01 23.8 5.0 5.6 31.75 15.64 62.89 50.5 

崩積 A 。~27 9.2 1.54 5.9 5.0 11.3 5.77 3.01 36, 58 15.8 

IIA 27へ-40 5.5 1.67 3.3 5.3 20.0 2.92 1.84 27.77 10.5 

IIB 40~65 1.3 0, 95 1.4 5.3 26.3 1.28 1.71 17.22 7.4 

IIBC >65 1.2 0.79 1.5 5.3 18.8 1.49 1.82 17.24 8.6 
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フ。ロ ヒ ノ キ Chamaecyparis obtusa 
そのO他th針er葉樹 Br広oad葉lea樹ved 林Tot分al in 計

ッNo.ト 土壌 林齢 上 層 木 L下ower 層木 全
Total 木lJpper story trees story trees conifers trees stand 

Stand 
Plot Soils age 

Na)|D l Hl(V  NIDlH|v  No. (No.fha)I (cm) I (m) l(m8fha) (No.fha)I (cm) I (m) I(m8fha) (No.fha)l(m8fha) (No.fha)l(m8fha) 〈制No.仏.ム m8拍/βifha心) (No.fha)Km8fha) 

組Appendix-Table 4. ヒノキ人工林の林分

Stand constitution in the plantations of Chamaecyparis. 

葉
瀞
帥
拘
圃
浄
鏑
間
帯
滞
越
市
叩

Tõno・Kotohata area 

T-l 
Blo 66 1, 159 27.0 16.2 533 21 17.8 12.6 4 1, 180 537 1, 180 537 

T-2 66 1, 728 23.7 16.9 653 46 20.1 11.6 9 1, 774 662 1, 774 662 

T-3 65 1, 137 23.1 15.4 344 622 13.0 9.1 54 1, 759 398 451 81 2, 210 479 

T-4 62 727 19.9 12. 1 143 857 12.3 7.5 49 1, 584 192 1, 117 118 2, 701 310 

T-5 66 1, 240 19.3 11.0 215 456 12.2 7.1 25 1, 696 240 684 89 2, 380 329 

区地畑野ー琴遠

鴻
ω
N印
咽

354 

272 

567 

Tõno・Fuefuki area 区地吹野ー笛遠

T-6 

T-7 

T-8 

539 

492 

Miyako-Yamada ar回区地田古一山宮

M-l 

M-2 

391 

379 

。zuchi-Kanazawa area 区地沢槌一金大

0-1 

0-2 
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364 

290 

Iwate-Mido ・ Kodaki area 特子ー御堂・子抱地区

1 -1 

1 -2 

462 

395 

Iwate-Maemori area 区地森手ー前岩

1 -3 

1 -4 

563 

531 

Noheji-Yokozawa area 区地沢地一横辺野

N-l 

N-2 

484 

569 

5endai-Ayashi ar回区地子台ー愛小
山{
 

5-1 

5-2 

300 

662 

5endai-Kawasaki area 区地崎台一川'
山
山
門

,aE, 

5-3 

5-4 

233 

326 

5endai-5akunami area 区地並台一作-
山
山
門

,44 

5-5 

S-6 



宮(つづき) (Continued) 

プロ ヒ ノ キ Chamaecyparis obtusa 
そのO他th針er葉樹 Br広oad葉lea樹ved 林Tot分al in 計ット

土壌 林齢 上 層 木 下 層 木 全 木No. Upper story trees Lower story trees Total conifers trees stand 

Soils Stand Plot age 
Na)|Dlk  i v NIDlH  l(V No. 
(No./ha)I (cm) I (m) I(m8/ha) (No./ha)I (cm) I (m) I(m8/ha (No./ha) l(m町ha)(No./ha)l(m8/ha) (No./ha)Km怖a)(No./ha)l(m8/ha) 

Appendix-Table 4. 

394 

532 

Sakata-Aosawa ar回区地沢回ー青酒

Sa-l 

Sa-2 
募
締
試
録
部
S
U刊
難
時

264 

Mamurogawa-Kosaka area 区地坂川一高室真

Ma-l 

瀦
ω
N印
・
叩

477 

Number of stem 
Mean breast height diameter 
Mean height 
Volume 

Ma-2 

N:本数

β: 平均胸高直径
Ïl: 平均樹高
V:材積
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Appendix司Table 5. 調査地区におけるヒノキ人工林上層木の縦傷痕調査

The state of lengthwise scars in the upper story trees of the plantations of Chamaecy，ρaris. 

A見pp掛(aarけe+のntb被d+害amc指)a数ge 平〈上均層直木径) 調(上査層本木数> 縦 R傷ns 痕 無被害木率

調査地区 土 壌 林 齢
Lengthwise scars 

Non-
Mean Stem No. 平M均ean長 平M均ean数 平均両 index damaged 

Staods surveyed Soils Stand age diameter measured Mean tree rate 

(cm) (本〉 (ale)ng<tmh) number heig(hm t (%) (b) (c) (m) No_ Ratio 

遠野ー琴畑 T-l B1D 66 27 53 1.9 2.5 3.0 7.4 100 。

T�o- T-2 66 24 75 1.2 1.8 2.2 5.2 70 20 
Kotohata 

T-3 65 23 53 1.3 1.8 1.7 4.8 65 19 

T-4 62 20 28 0.9 1.1 1.0 3.0 41 36 

T-5 66 19 49 0.7 0.8 1.0 2.5 34 41 

遠野ー笛吹 T-6 Bls 58 18 83 1.2 1.1 1.6 3.9 53 24 

Tóoo・ T-7 II旬旬BBIゐD(行行d) 61 20 40 1.1 1.2 1.1 3.4 46 42 
Fuefuki 

T-8 
傭行

60 19 38 0.7 0.8 0.8 2.3 31 50 

宮古ー山田 M-l 
Bls-Im 

58 26 49 0.4 0.7 0.8 1.9 26 59 
Miyako・ B残lD 積
Yamada M-2 

崩積
62 29 30 0.8 1.7 1.4 3.9 53 27 

大槌一金沢 0-1 B1D 58 27 26 。 。 。 。 。 96 
。zuchi- B伺ls 行
Kanazawa 0-2 

旬行
55 21 18 0.2 0.3 0.3 0.8 11 83 

岩手御 一 1 -1 残BEZB〈(dd? 積> 43 21 38 0.9 0.8 1.3 3.0 41 50 
堂・子抱
Iwate-

1 -2 44 16 83 0.1 0.1 0.2 0.4 5 87 
Mido ・ Kodaki
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平(上均層直木径) 調(上査層本木数) 縦Lengthw傷ise scar痕s 見掛D(aaけre+のntb被d+害acm指)E 数 無被害木率

調査地区 土 壌 中本 齢 Apparent damage Non-
Mean Stem No. 平M均ean長 平M均ean数 平M均.ean高 index damaged 

Stands surveyed Soi1s Stand age diameter measured tree rate 

(cm) (本) (ale)ng(tmh ) number heig(hm t (.%) 
(b) (c) (m) No. Ratio 

岩手一前森 1 -3 B残lo(w積) 63 22 50 0.7 0.6 1.3 2.6 35 52 
Iwate. 
Maemori 1 -4 Blo 62 20 45 0.3 0.3 0.5 Ll 15 76 

残積

野辺地一横沢 N-l B残ゐ(d積) 48 20 54 0.2 0.2 0.5 0.9 12 81 

NoYhoekjio-zawa N-2 Blo 51 17 39 0.4 0.5 0.6 1.5 20 62 
残積

仙台一愛子 S-1 ，残旬，EJh〈(行積dd>>
53 18 。 。 。 。 。 100 

Sendai-
Ayashi S-2 51 20 50 。 。 。 。 。 94 

仙台一川崎 S-3 B残BDD(d積) 57 22 47 0.1 0.3 0.4 0.8 11 76 
Sendai-
Kawasaki S-4 

筒行
57 27 46 0.5 0.5 0.6 1.6 22 70 

仙台ー作並 S-5 商館BBae PP行行BUE E 54 15 56 。 。 。 。 。 95 
Sendai-
Sakunami S-6 54 17 43 0.2 0.3 0.2 0.7 9 86 

酒田ー青沢 Sa-l 残rBo(積d) 59 22 60 0.3 0.6 0.8 1.7 23 53 
Sakata-
Aosawa Sa-2 BlF 61 28 39 0.7 0.9 1.1 2.7 36 43 

残積

真室川ト高坂 Ma-l 残rBo(積d) 56 22 38 0.2 0.5 0.6 1.3 18 63 

Mam11kmogsaawka a-
Ma-2 

Bo.g 
57 27 33 0.6 0.9 1.4 2.9 39 43 

崩積

Appendix-Table 5. 
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Appendix-Table 6. ヒノキ人工林標準木の総成長〈樹幹解析資料)

Total growth of sample tree in the plantations of C.加maecyparis (Data of stem analysis). 

プロ土ッN境oト. 齢 階 Age grade 
No. 区Division分Plot 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 
soils 

T-l 樹高 Height (m) 0.54 5.24 6.48 8.21 9.66 10.68 11.66 12.68 13.77 15.24 15.99 
(66) 
16.20 

BID 直径 Diameter(cm) 5.39 9.89 12.90 14.74 16.16 17.68 19.07 20.76 21. 86 22.76 23.60 23.77 
崩積 材積 Volume (m8) o. 00061 O. 0065 0.0231 0.0479 0.0734 0.1042 0.1396 0.1763 0.2224 0.2602 0.2971 0.3390 0.3470 

T-2 樹高 Height (m) 0.72 1.80 3.62 5.67 
79oa461C2 2 M870  

10.09 11.37 12.45 13.26 14.60 15.67 16.95 
(66) 
17.20 

I伺BID(行d) 直径Diameter(cm) 1.03 4.38 7.14 11. 65 13.23 14.99 16.41 17.88 18.83 19.67 20 20 20.32 

材積 Volume (mS) 0.0003 0.0040 0.0143 0.03121 0.0525 0.0778 0.1101 0.1481 0.1937 0.2338 0.2715 0.3003 0.3063 

T-3 樹高 Height (m) 0.72 1.33 2.38 4.08 5.35 6.21 7.81 9.23 10.28 11.56 12.49 14.25 15(6.53) 0 

I残BID(積d) 直径Diameter(cm) 0.32 2.96 7.02 9.49 11.37 12.89 14.47 15.52 16.72 17.85 18.87 19.53 

材積 Volume (m8) 0.0003 0.0019 0.0106 0.0208 0.0340 0.0521 0.0738 0.0982 0.1299 0.1624 0.1973 0.2306 

T-4 樹高 Height (m) 0.36 0.74 1.57 2.96 4.23 5.65 7.34 9.30 
11196  

12.98 14.36 (6269) 0 7 14. 

I旬BID(行d) 直径四ameter(cm) 0.61 2.90 5.54 7.83 9.94 11. 59 13.031 14.2C 14.80 15.65 15. 

材積 Volume (m8) 0.0001 0.0007 0.0021 0.0067 0.0165 0.0339 0.0484 0.07091 0.0935 0.1134 0.1349 0.1435 

T-5 樹高 Height (m) 0.32 0.69 1. 38 2.46 3.60 7.91 9.50 10.75 11. 78 12.49 12.84 
(66) 
12.90 

B残lD(d積i 直径 Diameter(cm) 0.59 4.11 7.54 9.981 12.24 13.89 14.72 15.42 15.87 16.26 16.53 16.62 

材積 Volume (m8) 0.0001 0.0009 0.0035 0.0121 o. 02331 O. 0420 0.0629 0.0787 0.0978 0.1172 0.1334 0.1468 0.1489 

T-6 樹高 Height (m) 0.72 1. 55 2.77 3.94 5.27 5.88 6.69 7.68 8.46 9.39 10.40 (5892) 0 8 10. 
B1B 直径Diameter(cm) 0.58 2.59 4.51 6.59 8.28 9.54 10.94 12.34 13.40 14.64 15. 
旬行 材積 Volume (mS) 0.0003 0.0014 0.0044 0.0101 0.0182 0.0262 0.0392 0.0528 0.0672 0.0857 0.0973 

T-7 樹高 Height (m) 0.42 0.99 1.63 3.51 5.46 6.70 7.69 8.01 8.59 9.53 11. 31 12.54 (661l) C C 13. 

l伺Bゐ(行d) 直径Diameter(cm) 0.64 3.4C 5.87 8.29 10.46 11.79 12.73 14.7C 16.65 18.29 18. 

材積 Volume (mS) 0.0002 0.0003 0.0023 0.0083 0.0201 0.0348 0.0405 0.0594 0.0833 0.1153 0.1523 0.1610 

T-8 樹高 Height (m) 0.50 1.47 司 416 お 8.04 9.33 10.26 11.33 1204凶H 1327 
(60) 
14.20 

lB1D 直径Diameter(cm) 0.42 5.401 7.36 9.10 10.41 11.71 12.99 14.001 14.70 16.66 
伺行 材積 Volume (mS) 0.0003 0.00241 0.00661 0.0141 0.0268 0.0410 0.0599 0.0793 0.10411 0.1317 0.1709 



ま

骨
骨
淋
刊
丹
嗣
掛
部

g
w
m難
時

満
足
問
中

(つづき) (Continued) 

プロ土ット 齢 階 Age grade 
No. 壊 区 分
Plot No. Division 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 soils 

M-1 樹高 Height (m) 1.34 4.05 5.93 8.50 9.92 11.29 12.04 13.29 14.33 15.37 16.48 (58) 
17.20 

BlB-1m 直径 Diameter(cm) 0.20 4.32 7.57 10.65 13.65 15.76 16.91 17.95 18.82 20.37 21.43 21.91 
残積 材積 Volume (m3) 0.0001 0.0039 0.0138 0.0363 0.0709 0.1111 0.1395 0.1748 0.2104 0.2623 0.3034 0.3307 

M-2 樹高 Height (m) 0.65 1.65 5.51 6.80 9.33 11.50 13.40 14.45 15.96 17.52 19.33 20.56 (62) 
20.70 

Blo 直径Diameter(cm) 0.45 3.59 7.46 12.02 16.02 18.72 20.10 21.77 22.99 24.33 25.39 25.77 
崩積 材積 Volume (m8) 0.0005 0.0030 0.0164 0.0543 0.1153 0.1836 0.2406 0.3181 0.3880 0.4655 0.5354 0.5645 

0-1 樹高 Height (m) 1.83 4.51 6.47 8.53 10.27 11.61 12.84 14.05 14.42 15.64 16.49 17 
Blo 直径 Diameter(cm) 0.58 3.70 8.83 12.49 15.10 16.52 17.44 18.37 19.64 20.98 23.19 24 
伺行 材積 Volume (mS) 0.0030 0.0168 0.0466 0.0900 0.1276 0.1543 0.1942 0.2393 0.2962 0.3735 0.4 

0-2 樹高 Height (m) 1.59 3.39 4.21 5.82 7.32 8.18 9.32 10.06 11.73 13.65 (55) 
15.20 

BIB 直径Diameter(cm) 0.24 1.52 4.60 7.39 8.67 9.03 9.53 10.33 12.75 15.21 17.07 
伺行 材積 Volume (m8) 0.0004 0.0042 0.0127 0.0209 0.0254 0.0311 0.0411 0.0714 0.1140 0.1621 

1 -1 樹高 Height (m) 1.07 3.34 5.68 9.56 12.12 14.17 15.36 16.96 (43) 
18.20 

B旬lo(d行) 直径Diameter(cm) 2.25 5.55 8.55 11.10 13.13 16.62 19.82 20.93 

材積 Volume (m8) 0.0011 0.0072 0.0264 0.0587 0.1050 O. 1884 0.2867 0.3412 

1 -2 樹高 Height (m) 0.73 1.73 3.28 4.63 9.64 11.08 
(44) 
12.55 

B残o(d積) 直径四ameter(cm) 0.83 3.25 5.58 7.541 9.52 11.29 12.39 13.20 

材積 Volume (m8) 0.0005 0.0020 0.0065 0.01501 0.0287 0.0525 0.0728 0.0923 

1 -3 樹高 Height (m) 0.70 1.61 2.36 3.56 5.50 7.47 9.42 10.94 12.45 14.03 15.45 16.57 17(6.35) 0 

残BlD(W積) 直径Diameter(cm) 0.94 2.67 5.08 7.45 10.01 12.71 14.73 16.53 18.12 19.74 20.74 21.27 

材積 Volume (m8) 0.0007 0.0019 0.0056 0.0120 0.0291 0.0573 0.0900 O. 1290 0.1771 0.2325 0.2795 0.3071 

1 -4 樹高 Height (m) 0.80 1.65 2.69 3.20 5.01 6.70 8.47 10.20 11.59 12.72 14.15 15.28 (62) 
15.70 

BlD 直径Diameter(cm) 1. 01 3.33 4.46 5.52 7.26 9.44 11.27 12.72 14.40 15.91 17.17 17.62 
残積 材積 Volume (m8) 0.0005 0.0023 0.0043 0.0070 0.0151 0.0308 0.0518 0.0744 O. 1055 0.1436 0.1838 0.1986 

Appendix-Table 6. 
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N-l 樹高 Height (m) L55 3.42 4.71 6.09 7.74 9.92 11.74 13.37 14.77 15(4..082) C g 

B残ゐ(d積) 直径Diameter(cm) 0.52 3.35 5.21 7.12 10.24 12.55 13.93 15.03 15.70 16 

材積 Volume (m8) 0.0024 0.0061 0.0143 0.0336 0.0592 0.0824 0.1164 0.1461 0.1666 

N-2 樹高 Height (m) 0.65 1.20 3.56 5.49 7.42 9.62 12.03 14.28 15.15 16.07 
16. 

BlD 直径Diameter(cm) 3.41 7.03 10.14 12.79 14.44 15.48 16.27 16.43 16. 
残積 材積 Volume (m勺 0.0001 0.0025 0.0134 0.0329 0.0644 0.0977 0.1351 O. 1630 0.1806 0.18 

S-1 樹高 Height (m) 0.72 2.32 4.01 6.12 8.16 9.87 11.41 11.81 1 32.J3剖司 13.01 
(53) 
13.45 

グ飼BD(行d) 直径 Diameter(cm) 1.23 3.46 6.21 8.31 10.16 11.58 12.61 13.981 15.09 15.57 

材積 Volume (m8) 0.0003 0.0025 0.0106 0.0251 0.0399 0.0597 0.0824 0.10841 0.1353 0.1487 

S-2 樹高 Height (m) 1.28 3.14 4.32 5.92 7.10 9.29 11.20 12.23 13.66 15.46 
(51) 
15. 

残rBD(積d) 直径Diameter(cm) 0.10 2.40 5.14 7.96 9.63 10.96 12.41 14.24 15.89 17.25 17.44 

材積 Volume (m8) 0.0013 0.0063 0.0189 0.0302 0.0469 0.0680 0.0982 0.1413 0.1888 0.1963 

S-3 樹高 Height (m) 0.47 0.90 1.57 2.44 3.12 3.81 5.35 7.38 8.43 9.79 11.04 
11. 

B残D(d積) 直径 Diameter(cm) 0.74 2.45 3.81 4.95 6.61 10.90 15.04 17.92 20.45 21. 

材積 Volume (m8) 0.0003 0.0014 0.0031 0.0053 0.0102 0.0319 0.0704 0.1114 0.1538 O. 16 

S-4 樹高 Height (m) L 37 2.36 5.38 7.73 9.55 11.31 12.42 13.9C 15.30 16.52 17.87 
(57) 
18.20. 

BD 直径 Diameter(cm) 0.24 1.66 4.87 9.34 12.72 14.97 16.90 18.78 20.57 22.11 23.54 23.89 
伺行 材積 Volume (m8) 0.0005 0.0055 0.0246 0.0549 0.0860 O. 1345 0.1821 0.2407 0.3092 0.3717 0.3987 

S-5 樹高 Height (m) 0.68 1.35 2.76 3.41 4.33 5.30 6.34 7.36 8.34 9.27 
(54) 
10.15 

B伺B-P行DJ 直径Diameter(cm) 0.22 2.32 3.33 4.49 5.80 7.63 9.21 10.48 11.73 12.57 

材積 Volume (m8) 0.0001 0.0008 0.0014 0.0028 0.0048 0.0085 0.0161 0.0259 0.0363 0.0506 0.0628 

S-6 樹高 Height (m) 0.63 1.59 2.94 3.73 4.90 6. 14 7.50 8.74 10.35 11.30 
(54) 
11.75 

BB-PDI 直径Diameter(cm) 0.57 2.55 3.81 5.51 7.39 9.49 11.76 13.52 14.84 15.51 
旬行 材積 Volume (m8) 0.0004 0.0014 0.0032 0.0073 0.0155 0.0295 0.0512 0.0761 0.0979 0.1149 

Sa-l 樹高 Height (m) 1.28 4.25 5.55 7.33 9.24 9.81 10.70 12.38 14.24 (5991) 6 0 14. 

グ残BD(積d) 直径 Diameter(cm) 0.20 3.161 5.04 7.84 9.74 11.85 13.95 14.83 15.57 17.21 19.13 20. 

材積 Volume (m8) 0.0001 o. 00221 0.0056 0.0124 0.0224 0.0377 0.0633 0.0844 0.1047 0.1437 0.1957 0.2318 
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プロ土ッN壌oト. 齢 階 Age grade 
NPl0o. t 区Division分

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 
soils 

Sa-2 樹高 Height (m) 0.88 2.16 3.48 5.58 7.31 9.77 11.42 13.28 14.10 15.38 16.50 18.33 (6461) 0 3 18. 
BlF 直径Diameter(cm) 2.19 5.15 9.67 13.21 15.38 17.56 19.14 20.12 21.52 23.19 24.44 24. 
残積 材積 Volume (m8) 0.0012 0.0058 0.0219 0.0488 0.0748 0.1257 0.1836 0.2371 0.2964 0.3725 0.4383 0.4523 

Ma-I 樹高 Height (m) 0.65 1. 76 3.45 4.28 5.10 6.13 7.96 9.63 10.66 11.25 11.65 
(56) 
11.70 

残rBD(積d) 直径 Diameter(cm) 0.70 3.04 5.0C 6.62 8.53 10.47 12.76 14.91 17.53 18.30 18.51 

材積 Volume (m8) 0.0004 0.0020 0.0060 0.0114 0.0206 0.0359 0.0618 0.0950 0.1377 0.1618 O. 1670 

Ma-2 樹高 Height (m) 0.75 2.93 5.39 7.33 9.44 11.67 13.63 14.14 14.52 15.28 16.53 17(.5.078) 6 0 
BD'E 直径 Diameter(cm) 2.57 6.15 8.52 10.86 12.90 14.62 15.94 17.97 20.98 23.81 24 
崩積 材積 Volume (m8) 0.0017 0.0091 0.0213 0.0437 0.0716 0.1152 0.1497 0.1896 0.2748 0.3467 0.4163 

Appendix-Table 6. 

Tree age 樹齢( ) 

油
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目
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東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
(山谷・加藤・森・後藤)

Photo. 1 

T-5. Blo(d) 残積土の土壌断面

-Plate 1一

Profile of residual Blo(d)-soil at T-5 plot. 

Photo. 2 

T-1. Blo 崩積土のヒノキ人工林

Plantation of Chamaecyρaris on coll u vial 
Blo-soil at T -1 plot. 



-Plate 2- 林業試験場研究報告第 325 号

Photo. 3 

T-4. lBlo(d) 旬行土のコナラーヒノキ二段林

Plantation of Chamaecyρaris on creeping 
lBlo(d) , soil at T-4 plot. Two-storied forest 
of Quercus・Chamaecyρaris has been formed 
by invasion of Quercus. 

Photo.4 東北地方のヒノキ漏脂病被害状況

Degree of damage of Chamaecyρaris due to the resinosis 
in the Tohoku district. 

左:正常，中:中害，右:激害
Left : non-damage, Center: moderate damage, Right: severe damage 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
〈山谷・加藤・森・後藤〉

-Plate 3-

Photo.6 

T-5. Bゐ(d) 残積土の漏脂病被害

Damaged condition of planted Chamaeｭ
cyparis due to the resinosis on residual 
Blo(d)-soil at T -5 plot. 

Photo.5 

T-1. Blo 崩積土の漏脂病被害，この林分は

最激害地である。

Damaged condition of planted Chamaecゆaris

due to th巴 resinosis on colluvial Blo-soil at 
T-l plot. This is the stand with the most 
severe damage. 



-Plate 4- 林業試験場研究報告第 325 号

Photo. 8 

0-1. Blo 筒行土の土壌断面

Pro五le of creeping BID-soil at 0-1 plot. 

Photo. 7 

M-l_ BIB-Im 残積土のヒノキ林

Plantation of Chamaecyparis on residual 
B1B-Im-soil at M-l plot. 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
(山谷・加藤・森・後藤)

-Plate 5-

Photo. 10 

H. BID(d) 街行土の土壌断面

Pro五le of creeping BID(d) at 1-1 plot. 

Photo.9 

0-2. BIB 筒行土のアカマツーヒノキ二段林

Two-storied for巴st of Pinus-Chamaecy，ρaris 

on creeping BIB-soil at 0-2 plot. Pinus is 
a natural tree. 
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Photo. 12 

1-2. Bo(d) 残積土の漏脂病被害初期の

ヒノキ

1nitial stage of damage of Chamaecyparis 
du巴 to resinosis (residual Bo(d)-soil, 1-2 
plot). 

Photo. 11 

1-1. Blo(d) 伺行土の優良ヒノキ人工林

Plantation of Chamaecyparis on creeping 
Blo(d)-soil at 1-1 plot. This is the most 
vigorous stand in the areas surveyed. 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
(llJ符・加藤・森・後藤〉

Photo. 13 

1-3. Blo(w) 残積土の土壌断面

-Plate 7ー

Profile of residual BlD(W) at 1-3 plot. 

Photo.14 

1-4. Blo 残積土のヒノキ・アカマツ・シラ

カンパの混交林

Plantation of Chamaecyρaris on residual 
Blo(w)-soil at 1-4 plot. Mixture of Pinus 
and Belula is recognized. 
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Photo. 16 

N-1. Blo(d) 残積土のアカ 7ツーヒノキ

二段林

Two-stori巴d forest of Pinus-Chamaeｭ
cyparis on residual Blo(d)-soil at N-l 
plot. Pinus is a natural tree. 

Photo. 15 

1-3. Blo(w) 残積土のヒノキ人工林，漏脂病

被害による変形木が多い。

Plantation of C加maecyparis on residual 
Blo(w)-soil at 1-3 plot. Numerous malｭ
formed trees due to the resinosis are 
found. 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
(山谷・加藤・森・後藤〉

-Plate 9-

Photo. 18 

5-1. rBD(d) 旬行土のアカ 7ツ・モミ

ヒノキ二段林

Two-storied forest of Pinus' Abies-Chaｭ
maecyρaris on creeping rBo(d)-soil at 5-1 
plot. Pinus and Abies are natural trees. 

Photo. 17 

5-2. rBo(d) 残積土の土壌断面

Profile of residual rBo(d)-soil at 5-2 plot. 
This is a typical type of residual soil in 
hilly land. 
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Photo. 20 

5-4. Bo 飼行土の漏脂病被害初期のヒノキ

lnitial stage of damage of Chamaecyparis 
due to resinosis (creeping Bo-soil, 8-4 
plot). 

Photo. 19 

8-4. Bo 衛j行土の優良ヒノキ人半林

Fine stand of planted Chamaecyρans on 
creeping Bo-soil at 8-4 plot. 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造休上の問題点
(ILJ~ .加藤・森・後藤)

-Plate 11-

Photo. 22 

Sa-1. rBo(d) 残w土のヒノキ人工林，この

地lぎにはアカマツ混交林がみられる。

Plantation of Chamaecy.ρaris on residual 
rBo(d)-soil at Sa-l plot_ Mixture of 
natural Pinus is recognized_ 

Photo. 21 

S-5_ BB-PDIII 旬行土のヒノキ・ヒパ(ヒノキ

アスナロ)不良混交林

CulIed plantation of ChamaecYlうaris on 
creeping BB-PollI-soil at S-5 plot. Mixed 
stand has been formed by invasion of 
natural ThujoρS15. 
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Photo. 24 

Ma-1. rBo(d) 残積土のヒノキ不良林， 雪

害による奇形，根元曲がり木が多い。

Culled plantation of Chamaecyparis on 
residual rBo(d) at Ma-l plot. Many 
malformed trees and trees of crooked 
st巴m n巴ar the root are found in this 
stand. 

Photo. 23 

Ma-1. rBo(d) 残積土の土壌断固，きわめて

堅密な土壌である。

Profile of residual rBo(d)-soil at Ma-l 
plot. This one is vely compact. 



東北地方におけるヒノキ人工林の生育状態と造林上の問題点
(山谷・加藤・森・後藤)

-Plate 13-

Photo. 26 

Ma-2. Bn'E 崩積土の形質不良なヒノキ

人工林

Poor quality forest of planted Chamaeｭ
cyparis due to the snow damage on 
coI1uvial Bn'E-soi! at Ma-2 plot. 

Photo. 25 

Ma-1. rBn(d) 残積土のヒノキ根元曲がり

Crooked degree of stem near root of 
planted Chamaecyρaγis due to the snow 
damage on residual rBn(d)-soil at 
Ma-l plot. 
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Photo. 28 

ヒノキ漏脂病被害，樹皮内部にヤニツボがで

きている(岩手 前森地区〉。

Damaged condition of Chamaecy，ρaris due 
to the resinosis. The resin clots have 
been forming under the bast-zone. 

Photo. 27 

ヒノキ漏脂病被害，縦j蒋 lと樹脂が団結して

いる(岩手一前森地区)。

Damaged condition of planted Chamaeｭ
cy�aris due to the resinosis (Iwateｭ
Maemori area). The lengthwise scars 
are covered with solidif�d resin. 


